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　伏ふつ羲きと女じよ媧か、男女の創世二神がまします桃とう華か源げん。樹じゆ海かいと砂さ海かいを隔へだてた西方と、ありとあらゆるものが根源から異なる、東側の世界。無む秩ちつ序じよと闇やみの支配する渾こん沌とんから、二神が文字の糸を紡つむぎ出して織り上げた、唯ゆい一いつ無む二にの豊かな大地。その、ほぼ全土を支配する槐かい帝てい国こくは、伏羲の化け身しんたる皇こう帝ていと、女媧の化身たる天てん后こうが治める国。

　藍らん雛すう花かが暮らしてきたのは、そういう場所のはずで。伏羲も女媧も、今までもこれからも、槐帝国、そして桃華源とともにあるものだと──疑いもなく信じてきた。

『僕は女媧じゃないよ』

　しかし、雛花のもとにようやく降こう臨りんした女じよ媧か娘にやん々にやんは、事もなげにそんなことを言う。女媧と同じ力を持ち、同じ呪じゆによって顕けん現げんするのに。

「それじゃ、あなたは誰だれなんですの……？」

　呆ぼう然ぜんと問う雛花に、金色の髪かみを白い指で搔かき上げ、にこりと笑えんで美しい青年は答える。

『さて、誰でしょう。当ててごらんよ、かわいい僕の天后』
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　膝ひざまで浸つかった水は冷たい。

　透とう明めいなそれをじわじわと汚よごしていくのは、真しん紅くだ。白い深しん衣いごとずたずたに裂さくように、全身に刻まれた生傷を見ながら、ずいぶん派手にやったなあ、と他ひ人と事ごとのように彼は思った。

（あー、さっすがに痛いなあ、これ……）

　無数の刃やいばに傷つけられ、毒を受けて紫むらさきに変色した手足は、そろそろ感覚がなくなりつつある。我ながら、まだ立っていられるのが噓うそのようだ。

　とめどなく流れる赤い液体は、水に溶とけながら【血】の字に砕くだかれ、消えていく。瓦が礫れきの山になり果てたあたりの景色も、細かく【石】や【土】へと変わり、同じ運命を辿たどった。こうして、何もかもを根こそぎ文字として分解し、無に還かえすのが、彼の力だった。

『彼奴きやつらは行ったのか』

　ふと、背後から静かに話しかけられて振り向くと、馴な染じみの顔がある。銀ぎん髪ぱつの少年だ。もっとも、姿形は幼くても、中身まで見た目どおりではないことはよく知っている。

『やあ黄おう熊ゆう。君、思ったより早かったねえ』

　振り返って、彼は明るく話しかける。

　少年には苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をされた。

『たわけ。急ぐに決まっておろう。一族でも屈くつ指しの力を持つきさまに本気で暴れられたら、儂わしの手て下かなぞ何人喰くい殺されるか分からん』

『わあ、ずいぶんと買いかぶっていただいているようで。ありがたいけど、さすがにしないよ、そんなこと』

『この惨さん状じようを見てどの口が言う？　こちらがきさまにどれだけやられたと思うておる。まったく、むざむざ見み逃のがすとは、役目をなんと心得る。おまけに、彼奴らの手引きまで……この裏切りは高くつくぞ』

　罵ののしられ、木き沓ぐつで傷口を蹴けられる。『あはは、痛い』と彼は笑った。

　さらに、少年の後ろからぞろぞろと湧わくように顕あらわれたのは、その手下の者たちだ。やはり、見知った面子メンツである。いずれも、警けい戒かいと憎ぞう悪おと惧おそれと、疑問と不信と非ひ難なんの入り交じったまなざしで睨にらみつけてくる。

　分かりやすい。皆みな、『どうしてお前が』と顔に書いている。まあ、己おのれの行為を思えば仕方のないことだ。彼の笑えみに苦みが滲にじんだ。

（まあ、今さら来たところで、もうとっくに、手て遅おくれなんだけどなあ……）

　ふと想おもいを馳はせる。

　──〝彼ら〟は今、どこまで逃にげただろうか。

　手下に警戒を怠おこたらぬよう指示しつつ、銀髪の少年は彼に問うてきた。

『なぜ行かせた？』

『なぜって』

『あれ……は、おぬしの許嫁いいなずけであろう。どころか、おぬしの心とて……。それをなぜ』

　少年のまなざしは明らかに不ふ審しんげであり、同じくらい動どう揺ようもしていた。

『いくらなんでも、おぬしだけは、彼奴らの味方をせぬであろうと……』

『そんなの、決まってるじゃない』

　彼は笑って、少年の言葉を遮さえぎった。

『彼女の一番が僕じゃないなら』

　来もしない〝いつか〟を願いながらどんなに手を伸のばしても、決して相手の心に残ることができないのなら。

　彼は万ばん感かんを込めて、そっと言葉を舌にのせる。




『せめて、彼女の消えない傷になりたかったんだよ』
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　藍らん雛すう花かが荊けい志し紅こうに告白されたのは、つい先日のことである。

　──〝俺はきみが好きだよ。本当はずっと好きだった。小しよう花か、……いいや、雛花。妹みたいな幼おさな馴な染じみとしてじゃない。一人の女性として〟

　雛花より三つ年上で、眉び目もく秀しゆう麗れいにして文武両道。若くして禁きん軍ぐん右う龍りゆう武ぶ軍ぐんで儀ぎ同どう将しよう軍ぐんを務めていた、才気に溢あふれる幼馴染、志紅。

　でも、それだけではない。努力家で、優やさしくて、気配り上じよう手ずで。後をちょこまかついて回るとろくさい雛花を嫌いやがりもせず、振り返っては笑顔で手を差さし伸のべて──ずっと、とてもとても大切にしてくれた人。

　そんな志紅を兄のように慕したっていたのは、もう昔の話。いつしか想おもいの形は、親愛から恋愛に変わっていたから。

　しかし、今の彼と雛花の関係には、複雑な事情が隠かくれている。

　発ほつ端たんは四年前。当時の禁軍の最高責任者、柱ちゆう国こく大だい将しよう軍ぐんの一人だった彼の父親、荊けい志し青せいの謀む反ほん〝荊けいの乱らん〟である。事前に食い止められはしたものの、荊家嫡ちやく子しである志紅は、一族もろとも処しよ刑けいされるところだった。

　彼の助命と引き替えに、雛花は、国守の巫み女こ──天てん后こうになってみせると父ふ帝ていに言い切った。天后は、なったが最後、俗ぞく世せとの交まじわりを絶って日がな天てん后こう宮きゆうに籠こもり、生しよう涯がいかけて祈いのりを捧ささげるために未み婚こんを貫つらぬく定めである。政まつりごとの補佐でさえ垂すい簾れんの座で行い、世せ人じんとはまなざしひとつ交かわせない。雛花は彼と結ばれる夢を、この時、完全に捨てた。

　かと思えば先日、その志紅の手で、今度は現皇帝である異い母ぼ兄けい、槐かい黒こく煉れんを目の前で惨ざん殺さつされてしまった。叶かなわぬ初はつ恋こいの相手は、敬愛する異母兄あにの仇かたきになったのだ。

　おまけに志紅は、黒煉の帝てい位いを簒さん奪だつし、自らが皇帝となった。そして、戸と惑まどう雛花を問答無用で己おのれの後宮に放ほうり込こんで皇こう貴き妃ひの位につけ、さらには情報を遮しや断だんして自由も奪うばい、逃にげ道みちを塞ふさぎ、じりじり炙あぶるように心を殺そいでくる。

　紆う余よ曲きよく折せつを経へて、目の前で殺されたはずの黒煉が密ひそかに術で生かされていたことまでは探さぐり当あてたが、そんなことをした志紅の真意までは分からず。あげくの果てに、とうとう雛花までもが命を奪われかけたのは、つい最近のことだ。

　その変へん貌ぼうが、恐おそろしかった。嫌きらいになろうとした。憎にくむべきだった。──でも、できなかった。彼の行動のひとつひとつが、歪ゆがんでいるなりに、雛花のことを大切に考えた上でのものだということだけは、伝わってきたから。

　ふとした瞬しゆん間かん、彼の優しさに触ふれるたび、捨てきれない恋こい心ごころが未練がましく痛む。

　簒奪帝たる彼と、どう向き合うべきか。

　迷い、悩なやみ苦しんでいた矢先に──その相手から、好きだ、と告白されたのだ。

（夢みたい。……紅こう兄にいさまが、わたくしを。一人の女性として。それも、ずっと、好きだったなんて。そんな……）

　その日、自室で一人になった後、彼とのやりとりを反はん芻すうする雛花の脳内ときたらもう、まさにしっちゃかめっちゃかだった。

　扉とびらが閉まった途と端たん、紅べにをさしたように染まった頰ほおを押おさえ、へなへなと床ゆかに座すわり込こむ。

　──〝今後は手加減なしで、なんの遠えん慮りよもなく真正面から口く説どくし、そのつもりで〟

　耳に甦よみがえる、あけすけな予告。

　そして、あっという間に唇くちびるを奪われた。

　絡からめられた吐と息いき。ゆっくりと身体からだの線を辿たどる手のひら。口づけは甘あまく深く、まるで、飢うえた獣けものに、心までもまるごと貪むさぼられる、みたいに──

（わ──っ!!　あーっ、あーっ、もう!!）

　混乱を極きわめすぎて、いっそこのまま窓から羽ばたいたら飛べるんじゃないかとまで思った。泰たい坤こん宮きゆうの最上階からそれをやると確実に墜つい落らく死しするので、すんでのところで踏ふみとどまったものの、代わりにころんころんと寝しん台だいの上で転がったものだ。

（なんなの、なんなのあれは！　反則でしょう!?　もう無理！　もう、もう！　本当に！　わけ分かんない!!）

　枕まくらに顔をうずめて。「きゃあ」やら「ひゃあ」やら、謎なぞの悲鳴を上げ。

（彼を見ているのは、わたくしだけだと思っていたのに。あの紅兄さまが、紅兄さまがわたくしを好き……）

　だが、ひとしきり煩はん悶もんして、雛花の出した結論は。




（なーんて、まあ──本気のわけがないですわよね！）




　百面相から真顔になり、現実に戻もどってきた。

（あの、上下左右東西南北どの方向から見てもかっこよくて美しくてさわやかで万ばん能のうで、没ぼつ落らくはしたけど名門貴族出身で。もと禁軍有数の出しゆつ世せ頭がしらで、今は簒奪帝だけどいちおう皇帝で。上には信しん頼らいされ下には慕われ、すれ違ちがっただけで女性を気絶させるとかいう噂うわさまである超ちよう絶ぜつ好青年!!　天に二に物ぶつどころか五物も六物も大おお盤ばん振ぶる舞まいに与あたえられた紅兄さまがよ？　……はいはい、もちろん心得ております。あり得ないって！）

　脳内で加熱の一いつ途とを辿たどっていた感情に、シュン、と理性の冷や水をかける。よし、無事に鎮ちん火かした。

（だって、紅兄さまなら、教養も色気もばつぐんの美女がよりどりみどりのはずなのに。有り余る選せん択たく肢しから、よりによってわたくし？　後うしろ盾だてはないし、お父さまには疎うとまれて小しよう離り宮きゆうに追いやられた身じゃ、公こう主しゆとはいえ娶めとる価値なんて皆かい無むだし……）

　いかに己が不適格かを連つらねているうちに、つくづくそうだなあと身に沁しみて実感できた。

（第一わたくしなんて、ガリ勉の頭でっかち、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきぺちゃんこ胸で、色気は無期限休きゆう暇か中ちゆうのやせっぽちなおちびですし。うかつそこつポンコツ豚とん骨こつ、口を開けばかわいくないことしか言えないし、他には）

　──雛花は、少々、特とく殊しゆな気質の姫君である。

　次じ兄けいである槐黒煉のほかの兄姉きようだいたちに、「できそこないのみそっかす」「顔以外にまったく取とり柄えのない徒あだ花ばな公主」とさんざん馬ば鹿かにされて育った上、くだんの謀反で反逆者の血筋を庇かばったせいで、生前の父には途と中ちゆうからいないものとして虐しいたげられてきた。

　ゆえに、その思考回路は一に自じ虐ぎやく、二に嫉しつ妬と、三、四がお留る守すで五に全速後進。特に前ふたつは一度始めるとどこまでも陥おちいり続ける。

　だからこそ冷静になると、それなりの理り屈くつをつけて、志紅の告白を曲きよつ解かいしてしまった。

（はー、さすが百ひやく戦せん錬れん磨まのモテ男は違ちがいますこと。危あやうくコロッと引っかかるところでしたわ。じゃあ、どうしてこんな設定を持ち出してきたのかって。そんなの……確実に、わたくしを天后にさせないための方ほう便べんでしょう！）

　彼は雛花に、どうにかして天后になるのをやめさせたいと言っていた。

　そして、天后は生涯未婚が掟おきて。なお、雛花の今の立場は、無理やり放り込まれた彼の後宮のあるじ──いずれ皇こう后ごうとなる、皇貴妃である。

（でも、わたくしは絶対に天后になりたい。どんな危険があろうと、どれだけ命を削けずられようと。桃とう華か源げんを、槐帝国を守るのがわたくしの夢だし、そのために生きているのよ）

　ちんちくりんの小こ娘むすめに長年惚ほれているという捨て身の噓うそをついてまで妹分を守ろうという、志紅の厚こう意いを台なしにしてしまうのは申し訳ないけれど。

（勘かん違ちがい、しちゃいけない）

　照れも迷いも動どう揺ようも喜びもとりあえず心の屑くずかごに叩たたき込むことにすると、彼の言葉について、それで万ばん事じ解決と収めたのだった。

　──以上が、告白のあった直後の、雛花の内なる顚てん末まつだ。

　それからもう、四日ほどが経たつ。
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　睡すい蓮れんの美しい季節になった。つまりは初夏である。

　空気は熱と湿しつ気けを含ふくんで、じっとりと重い。例年ならば、もう少し春の情じよう緒ちよを残した天候のはずだが、なぜか今年はとみに厳しい。肺に籠こもり、気き管かんにまとわりつく暑さとでも言うべきか。夏本番はまだこれからなのに。

（そして、わたくしこんなところで何をやっているのかしら……盛せい夏かでもないし、それ以前にそんな場合でもないのに）

　見ごろの睡蓮だが、夕刻になれば花は名のとおりまどろんでしまう。円い葉に囲まれるように、ぽつぽつと湖面に浮うかぶ純白のつぼみを見下ろし、雛すう花かは重いため息をつく。

　五色で鮮あざやかに彩いろどられた画が舫ぼう──二階建ての、皇帝専用の豪ごう奢しやな巨きよ大だい遊覧船──に揺ゆられながら、やることといえば決まっている。

　眼下には、夕暮れの残照を揺らめかせる水みな面も。睡蓮の葉は陰かげを、黄金や紅白の鯉こいがくるくると泳いでいく。振り向けば、数々の酒しゆ肴こうが載った大だい卓たくが用意され、玻は璃りの器うつわに盛られた瓜うりや蟠ばん桃とうなどの青果が目にも涼しく映る。

　まさしく舟ふな遊あそびである。

　そして、舟遊びの相手もまた、当然のごとく決まっていた。

「本当は木もく蘭らんの枻かい、沙さ棠とうの舟ふねとは言わないまでも、避ひ暑しよ地ちくらいは行きたいところなんだけど。皇こう宮ぐうを離れるわけにもいかないから、禁城園林の湖で勘かん弁べんして」

　噎むせるような暑さを割って、涼やかな声が響ひびく。

　画舫の二階で、船ふな縁べりの手て摺すりに肘ひじをついてすねていた雛花は、すぐ隣となりで同じく手摺に背を預ける青年を横目で睨にらんで呆あきれた。

「……こんなに大おお掛がかりなのは頼んでいませんわ。わたくし、ちょっとお話がしたいだけって言いましたでしょう」

「うん。それ、もう今日だけで二十回くらい聞いたよ。でも、日時まで指定して会いたいときみから誘ってくれることなんて初めてだし、多少格好をつけるくらい大目に見てほしいな」

　可愛かわいくない悪あく態たいをつく雛花に軽く笑って返した青年は、つい先ごろ即そく位いしたばかりの皇帝、荊けい志し紅こう。──先せん般ぱん、雛花に困った告白をしたその人である。赤しやく銅どうに輝かがやきを流す黒くろ髪かみ、柘榴ざくろのように鮮やかな緋ひの瞳ひとみが特とく徴ちよう的てきな、息を吞のむほどの美び丈じよう夫ふだ。

　そんな彼と同席するからには、雛花も額に朱で花か鈿でんを入れ、藕うす絲ものの白い披ひ帛はくや羅ら紗しやの半はん臂ぴ、季節に則した荷はす花くれ紅ないをとりいれた襦じゆ裙くんを纏い、髪にもいつもの七しつ宝ぽう胡こ蝶ちようの簪に加えて蓮の花飾りや金きん歩ほ揺ようを挿さしと、割と気合を入れてめかしこんできたはずなのに、なんとなく気後れしてしまう。むしろ志紅とてなんの変哲もない皇帝の略装なのに、隣にいるだけでもう眩まぶしい。恐ろしい話だ。

（今日は、いろいろと相談したいことや訊ききたいことがあっただけなんだけれど……）

　人目を気にせず話したいと持ちかけたからか、周囲には、宴うたげにつきものの楽師はおろか給きゆう仕じの姿すらない。せいぜい、下階に操そう舵だの者がいる程度。「ここには、きみと俺しかいないよ」とは、舟遊びが始まった時の志紅の言だ。

　湖こ畔はんに望める日暮れ時の園林は、茜あかね色いろに染まった木立が美しいが、そろそろ景色ばかりも見ていられない。それに雛花には、目下困った事態が出来しゆつたいしていた。

「……ちょっと紅兄さま」

　いつの間にか体の向きを変え、雛花と並んで水面を見下ろす格好になっていた志紅を、孔く雀じやく緑みどりの大きな目を眇すがめ、雛花はじとっと睨んだ。

「なに、雛花」

　対する彼はにっこり笑って首を傾かしげる。

　その呼び名が、幼い頃からの愛あい称しよう〝小しよう花か〟から〝雛花〟に変わったのもまた、たいそう最近のことである。

「距きよ離りが近いですわよ」

　もう少しで肩かたがくっつきそうだ。

（ただでさえ、ふたりっきりなのに！　ふ、ふつうはもうちょっと距離を空あけて立つものではなくて……!?）

　再認にん識しきすると、それだけでなんとなく落ち着かない。

（おまけに紅こう兄にいさま、なんだかちょっとお疲つかれ気ぎ味みに見えるし……うまく隠してるけど。政務がお忙いそがしくてあまり眠ねむっていないのではないかしら）

　先ほど「予定はやめて臥ふし室どに戻りませんか」と提案した雛花だが、「それ、誘さそってると理解していい？」とたちの悪いかわし方をされてからは、藪やぶ蛇へびなので黙だまっている。

　手摺を摑つかんだまま、じりじりと蟹かにのような横歩きで遠ざかろうとする雛花に、志紅は不思議そうに首を傾げると、しばらく思案顔をする。

　そして、「ああ」と何かに気づいたように頷うなずいた。

「分かった。じゃ、いっそ距離なんてなしにしてしまおう」

「は!?」

　考えた末に何をするかと思えば。

「えい」

　おざなりな掛かけ声ごえつきで背中から抱だきしめられ、雛花はぎょっと身を強こわ張ばらせた。するりと腰に回された腕うでに、心臓が跳はねる。

「いえ、おかしい！　結論がおかしいですわよ！」

「おかしいって、どこが？」

　雛花の抗こう議ぎに、志紅はさも不思議そうに問うてくる。

「俺が、きみに触れたいんだ。何もおかしくなんてないだろう」

（な、な……!?）

　不意打ちの言葉にかあっと頰に血が集まって、雛花の目は潤うるみそうになった。

「……そ、そういうの、なし、です……わ、ょ……」

　もごもごと口ごもりつつ、雛花は視線をさまよわす。

　意識しはじめると、背中にくっついている彼の熱が、いっそう自己主張を強めた気がする。後こう頭とうに当たる胸むな板いた。腹の上で緩ゆるく組まれた、己のものではない大きな手の、骨張った指。性別も体格も違う、自分を抱くこの腕は男のものなのだと思い知らされる。

　はっきり言って、恥はずかしい。ものすごく。

　とっさに雛花は頭の中で、水に関する文字を数えて落ち着くことにした。水、湖、池、河、浜、汀みぎわ、渚なぎさ、沙すな、……はい落ち着いた。

（うう、紅兄さまってば、やっぱりさすがの女殺し！　ずいぶん手慣れていらっしゃること。でもご安心くださいな。わたくしにはちゃんと、あなたの真意が分かっておりますわよ。これも、策なんでしょう？）

　彼には今後、必ひつ殺さつ口く説どき人にんの不ふ名めい誉よなふたつ名を与えよう。心の中だけで。

「……あのさ雛花。何か分からないけど、きみ、今すごく失礼なこと考えていないか？」

「いいえ？　何も？」

　ぐいぐいと肘を突つっ張ぱって抵てい抗こうしていた雛花は、ふと動きを止める。ふふっと微笑ほほえんで振り向き、ついでに悟さとりと労いたわりに満ちたまなざしを向けてやると、なぜか志紅は片かた頰ほおをひくつかせた。

　しかしそこで彼は、何やら思い直したらしい。

「ふーん……？　考え事なんて余よ裕ゆうだな。まあ、いいか。それじゃ、こうして触ふれるのは、きみにしてみれば割と平気だってことだ」

（え、待っ）

　次いで、くい、と後ろから顎あごを掬すくわれて、すぐ上にある彼の瞳と視線を絡ませられる。

　体格差も腕わん力りよくの差もありすぎる雛花は、なすがままにされるしかないわけだが、じっとこちらを見下ろす真しん紅くの一いつ対ついに、あまりに近い距離を再認識させられて、頰は再び燃え上がった。

　おまけに、身体に絡む腕にはさらに力が込められ、いよいよぴったり彼と密みつ着ちやくしてしまう。

「ちょっと紅兄さま、何をなさいますの!?　暑いのにっ！」

「……俺のほうが体温が低いからきっと涼しいよ」

「そういう問題ではなくてよ!?」

「ねえ、雛花。ちゃんと覚えている？　俺は〝幼おさな馴な染じみの紅兄さま〟の顔をやめることにした、って言ったね？　今後は我が慢まんも遠慮もしないことにする、と予告もしたよね」

「は、……はい」

「今後は〝小花〟とは呼ばない。けじめとして、〝雛花〟と呼ぶ。俺がきみのことを、一人の女性として見ていることを、ちゃんと知ってほしいから。だから……きみもいい加減、〝志紅〟って呼んでくれないかな」

「っ……！」

　艶つやを含んだ声を至し近きんで耳に吹き込まれ、雛花はぼふっと顔から湯気を噴ふく。このままでは、どきどきと早はや鐘がねを打ち続ける心臓が弾はじけてしまいそうだ。

　ゆえに、思った。




（やっぱりその手できたか！）




　くだんの告白から四日。志紅は忙しい政務の合間を縫ぬい、何くれと雛花に構ってきた。食事に休きゆう憩けいにその他たもろもろ、時間さえあれば室へやを訪おとずれるので、「本当は暇ひまなの!?」「人員がうまく配置できて、落ち着いただけだよ」と応おう酬しゆうしたのは昨日のことである。

　また、彼の態度で目に見えて変わった点がいくつか。まずは、もの言いも接し方も、以前に増して遠慮がなくなった。人前でも触れるし撫なでるしなんなら抱き上げられる。

　そして、これまでは雛花に何かしら与えようとするばかりだった彼は、逆にちょっとしたことをねだるようになったのだ。人じん畜ちく無む害がいな「一いつ緒しよに散歩したい」から精神的に有ゆう害がいな「たまにはきみから触れてほしい」までさまざまな要求のうち、厄やつ介かいなもののひとつが、この「名前を呼んで」である。もちろん今のところ、全部断っている。

（ううっ。わ、分かっていても動揺する、色男の手て練れん手て管くだの恐ろしさよ……えーっと、みずみず、氷、海、汐しお、泉、清きよい、ハイ完かん了りようだいじょうぶ落ち着いた！）

　我われながら、この文字数え法、効くなあと雛花は感心した。そう、できるだけ関係ないことを考えて現状から気を逸そらしたい。

（本当に！　な、なんなのよ、このダダ漏もれの色気……わたくしだって紅兄さまに色いろ仕じ掛かけくらいしたことあるのに……まったく無意味だったけど。ぜんぶ彼の策だって、このままハマったら思うつぼだって、分かってるんだけど……分かってるんだけど!!）

　後宮にお住まいの人生の大だい先せん輩ぱいは、「色仕掛けに引っかかるのなんざ、馬ば鹿かか、男か、馬鹿な男の三さん択たくさね」と、世の男性諸しよ兄けいに叱しかられそうなことをのたまっていたが、果たして自分は思った以上に馬鹿だったのかもしれない。いちおう、胸は平たくても女性ではあるはずだが。

（えー……澄すむでしょ、湾いりえでしょ、潮うしおに瀧たきに[image: ]おがわ、撥はじく、瀕せまる。まずい、だんだんヘンに画数が増えてきたわ。水関連の字なんてまだまだいくらでもあるはずなのに、頭が働かない！）

　なにせこちとら、天后になるためのお勉強ばかりで、まったく恋愛方面に疎うとい徒あだ花ばな公こう主しゆ。志紅の猛もう攻こうには、「ご、ご勘かん弁べんを！」と白旗を上げたくなる。

　しかし彼は、雛花が降参しても撤てつ退たいしても普ふ通つうに追つい撃げきしてくるのだ。なんとご無体な。

　どうにか距離を置いて冷静になるため、「紅兄さま」と封ふう印いんしていた昔の呼び名を盾たてに使うていたらくだが、防ぼう御ぎよ力りよくは乏とぼしく、戦せん況きようは依い然ぜん不利である。

「そんなに子こ猫ねこみたいに毛を逆立てなくても」

　言葉と裏腹に、志紅の指先は、捉とらえていた雛花の顎の下を猫よろしくくすぐってくる。こそばゆさに思わず首を竦すくめると、彼が紺こん碧ぺきがかった雛花の長い黒髪をくるくると指に巻きつけて弄もてあそんでいるのが視界に入り、余計に気き恥はずかしくなってしまった。

「きみが俺のことを信じられないのも怖こわがるのも怨うらむのも、……俺の自じ業ごう自じ得とくだから仕方がないけれどね」

　しかし、続けられた志紅の言葉にちょっと物申したいことがあり、雛花は首を傾げた。

「いえ？　怖がっても、怨んでも、信じていなくもありませんわよ？」

「……え？」

　たしかに少し前まで、間ま違ちがいなく志紅は黒こく煉れんの仇かたきだった。

「だって紅兄さまには紅兄さまのご事情がおありなんでしょう？　煉れん兄にいさまも、身体はともかく……いちおうは生きておいでだわ。それではもう、怨む理由がございませんもの」

　騙だまされないぞ！　と無む駄だに構えるわけにもいかないので、雛花は迷ったあげく、口にできるギリギリの本音を差し出すことにする。せめてもの誠意の証あかしに。

「それは……ずいぶん、考え方を変えてきたね？　何があったんだ？」

　手摺を摑んで今度は自みずから身体を後ろに倒たおし、じっと下から見上げると、志紅にはあからさまに怪け訝げんそうな顔をされた。当たり前だろう。先日まで、敵てき愾がい心しんをあらわにしていた者がいきなり友好的になれば、誰だれだってまずは不ふ審しんに思う。真意を探さぐるような緋ひ色いろのまなざしに、たしかに、と自分でも納なつ得とくする。

　そこで雛花は、何気ないふうを装よそおい、唐とう突とつにも思われる問いを投げてみた。

「ところで紅兄さま。あなた、いつまでも『荊』志紅でいらっしゃるけれど、煉兄さまの代わりに即位なさったのに、改かい姓せいなさらないんですの？　槐かい皇帝ならば、代々国名である『槐』を継つぐのが習いですのに」

「……皇帝陛下の御ぎよ名めいまでをも奪う権利は、俺にはないよ」

「それはあなたが、〝ご病気で臥ふせっている〟煉兄さまが復位されるまでの、一時しのぎの皇帝だから？」

「……さあ？　答える必要はないな。きみも俺の問いに答えていないしね」

（ほらね）

　この話を進めるとまずいと判断したのか、志紅は答えをはぐらかす。しかし、前半の問いに対する答えだけで、十分だ。

（わたくし、もう全部を知っているのよ。紅兄さま）

　皇帝と天てん后こう。

　それぞれ、伏ふつ羲き、女じよ媧かという創世神をその身に宿すことで、槐帝国、ひいては桃とう華か源げんの頂点に君くん臨りんする存在。

　それが実は、一度神を降ろしたが最後、数年かけて二神に自じ我がを喰いつぶされ、生きながらくぐつにされる贄にえにすぎないのだと──この国が秘してきた真実を雛花が知ったのは、つい先日のことである。

（……しかも紅兄さまは、その辿るべき運命を知った上で、自ら簒さん奪だつ帝ていとなったって）

　雛花も志紅も、いつ終わるともしれない不確かな運命の上に立っている。

（わたくしはいいのよ。槐かい宗そう室しつに連なる者は、みんなそのために生まれてきたのだから。でもこの人は、紅兄さまは違う）

　──どうしてそんな真ま似ねをしたかも、もちろん今では分かっている。

（わたくしと煉兄さまを、神々の生いけ贄にえにされる運命から救うため。神々をその身から追い出す方法を探ってみせると、ご自分の命を張って、……伏ふつ羲き真しん君くんと賭かけをしたから）

　では、どうしてそこまでの献けん身しんを、という理由については考えるべくもない。

　その二人を助けるためなら、彼は昔から、どんな危険なこともためらわずに為なしてきた。なぜ、と問うこと自体が、彼の誠意へのとんでもない冒ぼう瀆とくになる。

（かといって、紅兄さまのお気持ちを受け容れることはできないわ。それに彼は、わたくしが何も知らないし、知ってはいけないと考えている。その誤解を解かなくては。このままでは、わたくしを守るために、この人がまたどんな無茶をやらかすか分からない）

　ゆえに、今の雛花にとっての至上命題は、一刻も早く、彼をこの運命から解放すること。

　速やかに黒煉をもとの身体に戻すこと。

　そして、槐帝国の、ひいては桃華源の営いとなみを正常に戻すこと。以上三点だ。

（だからこそ、あなたがわたくしにしたことを、全部水に流すことにしました。だって、目的のためにはなんの足しにもならないし）

　ハイそれで万事解決おめでとう、と、ぱんっと心の中でのみ手を打ち、彼に対して抱いていた複雑な感情の数々を、雛花はごっそり心の屑くずかごに放り捨てたのだった。

（わたくしの私情なんて、この国の天后として意味などありませんしね！）

　──本当は。

　心の奥おくで、声がする。

　彼と培つちかった思い出も、裏切られたあの時に覚えたかなしみも。

　長らく抱いてきた愛情も、それゆえに残っていた屈くつ託たくも。

　あれもこれも、簡単に、切り捨てられるものなのか？

　だが、雛花はその声を無視した。そして、上から厳重に蓋ふたをして重石おもしをする。

「とにかく、相変わらず妻になる気は皆かい無むですけれど、今後はむやみに抵抗したりはいたしませんわよ。わたくしもあなたとの接し方をちゃんと考えなくてはと思っていたの。今も昔も、あなたがわたくしのことを妹みたいに大切にしてくださっているお気持ちは理解しておりますから！」

　決意を胸に、大おお海うな原ばらのように凪ないだ心で、雛花は受け合った。多少さざ波が立っているのは、まあ、きっと気の迷いだ。

「ちょっと待って雛花？　妹って……どうして、そういう解釈になるんだ」

　にこにこ笑って頷うなずく雛花に、こちらを見下ろす志紅からは、なぜか呆れたような、不満そうな気配が放たれている。

（あら。紅兄さまったら、本当、とっても演技がお上じよう手ず。油断するとすぐ勘違いしそうになるわね）

　あまり覚えのない表情にドキリとするものの、わざと不ふ機き嫌げんなふりをして相手の気を惹ひく──これも女性を口く説どく常じよう套とう手しゆ段だんの一種だろうな、と雛花は感心した。さすが、モテ男はやることが一味違う。

「あのさ雛花、……この間から気になっていたんだけど。俺の勘かんが正しければ、きみの自じ虐ぎやく嫉しつ妬と癖へき、なんだか妙みような方向に作用してないか？」

「えっ？　はい。わたくしの嫉妬力は五十三万です」

「そこじゃなくて！　要するに、あの時、聞きき違ちがえでなければ、きみも俺のことを──」

「？　……わたくしが？　紅兄さまのことを、なんですの？」

　そう。実は、志紅から告白をされた際、「わたくしも長年あなたに焦こがれてきた」とうっかり雛花は口を滑すべらせていたのだが、完全に無自覚だったため本人は覚えていない。

　訝いぶかる雛花を背後から抱きしめ直し、「あー、やっぱりか……」と嘆たん息そく交まじりの呟つぶやきとともに、志紅は脱だつ力りよくした。いい加か減げん首が痛かったのでちょうどいいが、彼の表情はそれで見えなくなってしまう。

「だから、雛花？　どうしてそんな『次は何が来るかな！　わくわく！』みたいな、色気もへったくれもない期待を込めた空気出してくるかな」

　彼の額が雛花の首筋に押しつけられ、さらりと髪が肌はだをくすぐってくる。うーん、やはりいちいち心臓に悪い。でも傾けい向こうを摑んで対策を練れば大だい丈じよう夫ぶ。

「すごい！　今の『いかにも凹へこんだ感』は、なかなか真しんに迫せまっておりましたわね！」

「い、いかにも凹んだ感……。はー、……もういいや。きみって、……そうだね。うん、本当。そういうところだよ」

「……？　そういうところって？」

「押しても攻せめても、豆とう腐ふに剣を突き刺してる気分になる」

「はい!?　わたくしがお豆腐!?」

　いきなり珍ちん妙みようなたとえを持ち出され、素すっ頓とん狂きような声を上げた雛花は、「それなら俺が、多少強気に出ても、問題ないってことで」という不ふ穏おんな続きを聞き流していた。

「お豆腐って嫩きぬごし豆どう腐ふ？　わたくしあんなに白くてぷるぷるじゃなくってよ。本当、生まれつきあのお肌はだなんて、豆腐許せない羨うらやましい！　でもわたくしとしては、老もめん豆どう腐ふのどんな味でも柔じゆう軟なんに浸しみ込ませて調和する適応力も捨てがたくて、やっぱり同じく嫉妬と羨せん望ぼうのまなざしを注そそがざるを得な……きゃあ!?」

　つい常の癖くせで豆腐への嫉妬を連ねかけていたところで、いきなり指先にぬるい熱を覚え、雛花の口こう上じようは半ばで途と切ぎれてしまう。

（え、えっ、なな何!?　ゆゆ、指たべられたっ!?）

　一拍遅おくれて理解する。

　びっくりしてとっさに手を引き戻そうとしたが、彼の腕はびくともしない。おまけに後ろから抱かかえられているものだから、己の頭上で彼が今どんな顔をしているのか、自分の指がどんなことになっているのか、まったく分からないのだ。

「あ、の!?　……こ、紅兄さまっ!?　早く離してくだ、さ、っ、……」

　声は、裏返りすぎて喉のど奥おくで全部失なくなってしまった。

「言葉で伝えても分からない子には、実地で教え込まないとね」

　志紅は雛花の指から唇を離すと、くすりと軽く笑う。

「じ、実地って!?　あの、そういうの結構ですから、紅兄さま……紅兄さまってば！」

「それじゃ、これから口づけたところは、全部俺のってことで。指も、爪つめも」

　かりっと爪を柔やわく嚙かまれ、雛花はぎゅっと目を閉じて叫さけんだ。

　ただくすぐったいだけではない、ぞわぞわと背筋を駆かけのぼる未知の感覚に耐たえきれず、やめて、と訴えようとすれば、「ここも」と手のひらを舐なめられる。意図せず、ひっ、と短い悲鳴が漏れた。

（なに、これ。変。あつい）

「こんなふうにしても」

　雛花のうなじのおくれ毛に息を吹ふきかけるように、志紅は囁ささやきを落とした。

「まだ、俺を〝兄〟みたいなものだって、思う？」

　だとしたら黒煉陛下とは一度きっちり話し合わないとな、と笑えない冗じよう談だんをひとつ置いてから、雛花の身体はくるりと半転させられる。気づけば、手摺を背にして、志紅と向き合うように立っていた。

　両りよう脇わきに突かれた腕に閉じ込められて思わずのけぞると、さらに脚あしの間を膝ひざで割られる。これでもう、まったく身動きが取れない。

「豆腐みたいなきみにはどうせ、何をしても効かないようだし。それじゃ俺も、好き勝手させてもらうよ」

「ちょっと、紅兄さま待っ、……」

「待たない」

　両りよう頰ほおを、大きな手のひらに包まれた。
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　──瞬間、唇が塞がれ、雛花はぎゅっと目を閉じる。

　彼の口は、雛花のそれより大きい。今までそんなことを気にしたこともなかったけれど。こうして互たがいのものを合わせると、違いが極きわ立だつ。幾いく度ども角度を変え、深く吐息を通わせると、まるで、ぐずぐずに溶とかされて食べられてしまうような心ここ地ちになった。

　彼と口づけを交かわすのは初めてではないはずなのに。どういうことなのだろう。──慣れるどころか、鼓こ動どうも、緊きん張ちようも、いや増すばかりなのは。

「……かわいい」

　唇を一度離し、彼はくすりと軽く笑った。

「雛花。鼻で息、しないと」

　──苦しくなるよ？

　耳に蜜みつを垂らすように、その声は甘い。

「や、あっ……こ、紅兄さ、ま」

「だから、志紅だって。──雛花、その上うわ目め遣づかい、ちょっとやばい」

「えっ、は、はい、なにが!?　……、んっ」

（ほら、えーっと、だからこれは策で、ぜんぶふりで、それで水の字、考え、……むり！）

　ようやく浮かんだ【涙なみだ】の一字は、己のまなじりに浮かんだそれを彼の舌が舐め取っていったことで逆効果を生んでしまう。

（紅兄さま……）

　はあはあと上がった息を整えながら、潤んだ眼めで、おずおずと間近にある彼の瞳を見上げた。鮮やかな緋ひ色いろの一対に、己の頰も同じ色に火ほ照てっていくのが分かる。

　幼い頃から慣れ親しんだ、赤。

　けれど今は、まるで知らない赤。

　その奥に揺らめくのは、やはり未知の──焰ほのおの気配。

「あああの！　あなたのお気持ちは、よく分かっているつもりですけれど！　わたくし、そっちは初心者なので！　もう少し手心を加えていただけたら！」

「噓だ、絶対分かってない──から、却きやつ下か。きみが俺に堕おちてくれるまで、思いつく限りありとあらゆる方法を取らせてもらう」

　──〝忘れないで。きみは俺の、蜉蝣かげろうなんだ〟

　ふと思い出すのは、あの日。彼から、想いの後に告げられた言葉。

　急に、墨すみを水に落としたような不安が胸に広がり、──雛花はぺちぺちと志紅の懐ふところを叩いた。ついでにぐいっと押してもみる。

「は……、離してくださいませ」

　陶とう酔すいの隙すき間まから湧わいた言い知れないそれは、黒い爪となって心臓を引っかく。

（どきどきする……けど、同じくらい、すごく、ざわざわする……）

　彼と過ごす時間が甘ったるく、穏おだやかで、優しいものであればあるほど、頭の中で強く警けい鐘しようが響くのだ。

（本気にしちゃいけない。勘違いしてはだめ。彼が、わたくしにこんなことをするのは。わたくしを天后にしないためで。全部全部、わたくしが妹みたいなものだから。幼馴染として大切だから、こんなこと──）




「だから、離してって言ってますでしょう！」




　思わず雛花は、志紅を思いっきり突き飛ばしていた。

「……雛花？」

　驚おどろいたような彼の顔を見ていられなくて、視線を逸らす。

（本当。……うまく乗せられて浮かれている場合じゃないのに！　どうしてこういう席を設もうけてもらったか思い出しなさい。ただのお芝しば居いに、いいように翻ほん弄ろうされてこんな──馬鹿みたい）

　もう、わざわざ字を並べて落ち着かなくても、大丈夫。冷静に、なれた。

　ため息ひとつ。

　雛花は、彼に伝えたいことを心の中で整理しはじめた。




　──雛花たちの暮らす東方世界こと桃華源は、男女神の生み出した〝韻いん容よう五ご彩さい〟と呼ばれる理ことわりに守られている。

　経たていとを容、すなわち意味。緯よこいとを韻いん、すなわち音として、渾こん沌とんから紡つむぎ出し。韻容の組み合わせから成る文字の力で織り上げられ、木もつ火か土ど金こん水すいの五色で彩られた巨大な一枚布。それが桃華源なのだ。

　もちろんその外側には、世界のもととなった、目には視みえない異空間が──韻容五彩の布目から零こぼれた果てしない暗黒が存在しているらしい。

　すなわち、魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする、闇やみに覆おおわれた無む秩ちつ序じよの世界。創世神話で語られる渾沌とはそのような場所だ。

　そして、渾沌から桃華源には、しきりに迷めい惑わくなお客様がある。『渾沌の魔ま』と呼ばれるばけものたちである。

　あるいは凶きよう悪あくな爪そう牙がを持ち、あるいは異い能のうを誇ほこり、時には天変地異さえ引き起こして暴れる渾沌由来の獣たちは、桃華源にとって最も厄介な存在だ。中でも『四し凶きよう』と呼ばれる渾沌の魔は、最凶最悪の獣として悪名高い。

　まずは、物体はおろか攻撃ですら喰らって糧かてにする暴食のけだもの【饕とう餮てつ】。

　次に、翼つばさの生えた黒くろ虎とらの姿を持ち、変へん幻げんの術を駆く使しする【窮きゆう奇き】。

　最近になって急に、四凶のうち二種もが襲しゆう来らいした。それも皇帝の膝ひざ下もと、首都春しゆん燕えんに、である。

　女媧が二十年も不在にしていたため、韻容五彩の布目が緩んだのでは、というのが大方の見方だった。

　しかし自分が女媧を降ろし、新たな天后として立つことが決まったのだから、いくらなんでも今後は安あん泰たいだろうと雛花は楽観していた。けれど──

（そうじゃなかった）

　手に入れたと思っていた、平へい穏おんへの手がかり。

　それはまやかしに過ぎなかった。

　天后になるはずだった雛花は、皇帝たる志紅にそれを伝える義務がある。だが。

（どう伝えるべきかしら。伏羲真君と皇帝は一心同体。だからこそ……紅兄さまに宿った伏羲真君に、万が一にもこれからの話の内容を気け取どられたくないわ）

　逡しゆん巡じゆんしつつ、雛花は意を決して切り出す。

「お話があるのは本当です。今、伏羲真君にお会いすることはできる？」

「……いや。少し前から姿が見えないし、呼んでも来ないから、おそらく近くにはいないはずだよ」

（やっぱり、そうなのね）

　ここには二人の他は誰もいない、というのは、神も含めてのことだったらしい。

（ここまでは、聞いていたとおりだわ。とはいえ念には念を入れて、言葉に気をつけないといけないけれど）

　雛花はちらりと思案すると、あらかじめ考えておいた台詞せりふを慎しん重ちように口にした。

「あら、そうですの。ではそのままで構いませんわ。わたくしからのご用は、あなたと少し、小さい頃の懐なつかしい話がしたかっただけですもの」

「懐かしい話？」

「はい。よく寝ね物もの語がたりに怪かい談だんをしたのは覚えていらっしゃる？」

　名門荊けい家けの子し息そくであった志紅は、たびたび雛花の宮を訪ねてくれていた。一緒に寝ねたことも一度や二度ではない。

　だが、志紅は眉まゆをひそめた。「珍めずらしい」とでも言いたげだ。

　それもそのはず、雛花は怪談が昔から大の苦手である。志紅はどちらかというと、語り手というより、黒煉に聞かされた怪談話を怖がって眠れない雛花に、ひと晩中付つき添そって宥なだめてくれる役回りだったのである。

「……どんな話があったっけ？」

　彼の瞳の赤が、わずかに戸惑うような気色を帯びる。雛花は間を置いて答えた。

「はい。画が皮ひ、……というばけものの話を覚えておいで？」

　画皮とは、人間を喰らい、その皮を被かぶって相手になりすますばけものである。

　狙ねらった相手と入いれ替かわる点では、先日出現した窮奇とも近いが、画皮はあくまで架か空くうの存在。今しているのは単なるたとえ話なのだと、わざとらしく含みを持たせる。

（伏羲真君は真実に気づいた人間を消して回っていると聞いたわ。紅兄さまのお父ぎみ、荊けい志し青せいさま……荊将軍が、反乱を企くわだてて処刑された理由も、もともとはそこに端たんを発はつするのだと。紅兄さまが、わたくしに何もかもを伏せてきたのもそのせい。神さまをばけものにたとえるなんて、ものすごく不ふ敬けいだけれど。紅兄さま……お願い、気づいて）

　祈るような心地でじっと見上げると、志紅ははっと息を吞む。




「……雛花。まさか、知った……のか？」




　何を、とは尋たずねられない。

　だが、彼が示しているのが、──皇帝と天后になったが最後、神々への生贄にされる運命を持つという、宗室の真実であろうとは、その表情からも明らかだ。

「はい」

　こっくり頷くと、彼は驚きよう愕がくに目を瞠みはった。

「……なぜ。どこで」

「それは……」

　何か言いかける前に、即そく座ざに表情を凍こおらせた志紅に「ごめん、話さなくていい」と肩を摑まれる。

「雛花。その話は誰にもするんじゃない。女じよ媧か娘にやん々にやんに知られれば、きみが……」

　険けわしい面おも持もちになる志紅に、「違うの。わたくしは、知っただけでは消されない」と雛花は慌あわてて首を振った。

「その件で、あなたと話したいことがあるんですの。女媧もここにはおりませんわ。そして、伏羲真君のご不在を、わたくしも少し前から存じておりました」

「え？」

「女媧が、そう言っていたから。女媧というか……そして、ここからが本題なのですけれど。わたくしが降ろしてしまったのは、どうも〝女媧娘々〟ではなさそうですの」

「……どういうことだ？」

　眉まゆ根ねを寄せる志紅に、雛花はしばし思し案あんする。

　脳のう裏りに浮かぶのは、先般、起きたばかりの出来事だ。
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　時は四日前に遡さかのぼる。

　名門貴族の姫君になりすました窮きゆう奇きを、四し妃ひとして後宮に迎え入れ退治した後、雛すう花かは自室に女じよ媧かを呼び出した。その存在に、疑いを抱いていたからだ。

　神としての本ほん性しようが、黄金のたてがみを持つ白はく龍りゆうというだけならば不審な点はない。しかし、人のかたちを取った時、女媧は──女め神がみであるはずなのに──年若い男性の姿だったのだ。

（伝承では、二神が取る姿は三つ。ひとつは人、ひとつは白と黒の龍、最後のひとつは同じ色の小さな蜥蜴とかげ……だとすれば、やっぱり化身なら、女性でなければおかしいはず）

　強まる違い和わ感かんに抗あらがえず「あなたは本当に女媧なの？」と問う雛花に、彼はなんでもないように返してのけた。

『ううん、違うよ』

　──と。

（その可能性は……覚かく悟ご……していたけれど……本当に？）

　やっと、念願叶かなって女神に声が届いたと。天てん后こうに、なれるのだと。あんなに喜んでいたことが噓のように、雛花はただ、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきにおののいた。

　続けて、怒ど濤とうのごとき恐きよう怖ふが襲おそってくる。膝ひざから下が溶けてなくなる感覚。それは果たして、失望か、絶望か。

（う、そ……じゃあ、この男は……これは、何？　本当の、女じよ媧か娘にやん々にやんはどこに行ってしまったの？　どうして、平然と、女神と同じ白龍の姿をして、同じ呪じゆで顕けん現げんするの！）

　いったい自分は、この身に何を降ろしてしまったのだ。

（本物の女媧娘々は……ご無事、なの……？）

　今ここに彼がいることが、何を示しているのか。

　想像もつかないことが、ただ、ひたすらに恐ろしい。

　真っ青な顔で俯うつむき、押し黙る雛花の顔を覗のぞき込むと、目の前の青年はにこにこ微笑ほほえんだ。

『ふっ、……すっごい顔色。さっきまでの元気はどうしたのさ？』

　彼は宙ちゆうを蹴けって、雛花の周りを泳ぐように回る。緩く編んだだけの稲いな穂ほ色いろの長い髪が、ゆらゆらと視界を漂ただよった。孔く雀じやく緑みどりの虹こう彩さいは己と同じはずなのに、今はまるで知らない色だ。

　上衣と裳もが連つらなった、古風な白い深しん衣い。真しん珠じゆの光沢を持つ肌に、女性のような披ひ帛はく、手足に絡みつく拘こう束そく具ぐじみた玉飾り。

　この姿も、どこからどこまでが偽いつわりなのか。もはやすべてが薄うす気き味み悪わるく、得え体たいが知れない。

『ねえ、怖い？　怖いよね？　あはっ、そうだろうねえ！　だってさあ、分からないもんねえ。君の身の内には、何が巣す食くってしまったのかな？　君は、どうなってしまうのかな？　本物の女媧はどこに行ったんだろうね？　どうなってしまったんだろうね？』

「……っ」

『あはははっ、かわいそうだねぇ。かわいそうな、僕の天后！　さぞかし不安だろうね。君はちゃんと、本当の天后になれるのかな？　己の身の上を呪のろうかい？　それとも理り不ふ尽じんだと怒る？』

　その言葉に、とっさに雛花は己の左手首に目を落とした。

　そこには、蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんと呼ばれる紅あかい紋もん様ようが浮かんでいる。蓮はすの華はなと龍の鱗うろこが、【韻いん】の一字を取り巻く独特な意い匠しようのそれは、女媧を降ろした公こう主しゆの証あかしだ。かつ、雛花の左腕の中ほどまでは、華から伸のびるように蔓つたや葉の模様が広がりつつあった。

　やがて紋様が全身を覆おおい尽つくし、心臓や脳に至れば、──雛花の自我は死に、その身は女神のくぐつとなる。

　けらけらと楽しそうに腹を抱える彼を、血の気の失うせた顔で見つめていた雛花だが、やがてはっと我に返る。

（……吞まれてどうするのよ。ここまでは、予想できたことじゃない。わたくしは）

　──天后に、なると決めた。国を背負う巫み女こ姫ひめに。

　たとえ今、この身に降りているのが、女媧ではない別の何かでも。いずれ必ず。

　大きく息を吸い、呼吸を整える。余裕なんてこれっぽっちもなくても、足が震えても、立つのが矜きよう持じ。そして、立ち向かうのが役目だ。

（彼は女媧ではない。だとすれば、次にわたくしが探るべきは、彼が女媧ではないからこそ知ることができるような情報だわ）

　今、雛花には目的がある。

　──黒こく煉れんから帝位簒さん奪だつした志し紅こうを、槐かいの歴代皇帝が辿たどってきた、悲ひ惨さんな消しよう滅めつの運命から救い出すことだ。

（この男が何もので、なんのために、どうしてここにいるのか。それを聞き出さなきゃ。そして、彼をわたくしから追い払う手段を摑むことができれば、それは伏ふつ羲き真しん君くんを紅こう兄にいさまから引きはがすための手がかりに繫つながるかも……！）

　もちろん雛花にとっての最終目標は、無事に女媧娘々をこの身に降ろして天后になることだ。この男に身体からお立たち退のきいただいたところで終しゆう了りようではないので、本物の女神がどうなったのかも同時に探らなければならない。

（そのために、わたくしがここでとるべき対応は……）

「卒そつ倒とうでもしたほうがよかった？　ご期待に添そえなくてごめんなさいね」

　できるだけ冷ややかな声になるように、雛花は口を開いた。

「ご自分の優位を確信しているからって調子に乗るのは、人間でなくとも無ぶ様ざまなものね。あなたに質問した時点で、答えはある程度予想していてよ。あいにく、無む抵てい抗こうでうずくまったまま叩たたきのめされる趣しゆ味みはないの」

　静かに睨み返す雛花に彼は一度目を瞠みはった後、逆に面おも白しろがるように、にいっと笑えみを深めた。

『じゃあどうするの？　あっ、ひょっとしてその懐に入ってるいろんな石せき碑ひのカケラ、もしもの時には令れい牌はい術じゆつで僕に対たい抗こうする気だった？　見かけによらず、君って結構ヤルよねえ』

　からかうように指さされ、雛花は顔をしかめた。隠かくし持った〝令牌〟のことを言い当てられたからだ。

　令牌とは、樹じゆ海かいや砂さ海かいに勝手に生えてくる不思議な石せき碑ひを加工して作った、術を使うための道具のこと。石碑には、この世ならざる伝説の山、崑こん崙ろんに住まうとされる神しん仙せんたちが作った詩や思想書の断だん片ぺんが刻まれており、その文もん言ごんにまつわる限りにおいて、人知を超こえて世の摂せつ理りに干かん渉しようできる。その業わざを令牌術と呼ぶのだ。

「さすがにそこまで馬鹿にはなれませんわね。これはただのお守り代わり。前に比べればわたくしも多少は腕が上がったかもしれないけれど、それでも女媧娘々の力の前では、令牌術なんて児じ戯ぎに等しいですもの。この後も穏おん便びんにお話しするつもりでしたし、あなたとどうにかなる予定もなくてよ」

『穏便に、ねえ。……ふふ、むしろ、いいの？　抵抗しなくてさあ。僕っていずれ、君の自我を喰い殺しちゃう奴やつなんだけど？』

「……そう」

　にやにやしながら小馬鹿にしてくる〝ニセ女媧〟に、雛花はふうっと息をつく。そして、慎重に次の一手を放った。




「あなたっていい人ね」




『はぁ……？』

「ああごめんなさい、よく考えれば人ではないのですっけ。細かいことは気にしないで」

　いきなり何言ってるんだこいつ、と、彼の顔が疑問に歪ゆがむ。よし、と雛花は内心で拳こぶしを握にぎった。

（……きわどかったけれど、流れは引き寄せたわ）

　ついでと言わんばかりに、「いい人なのだからこれは要いらないわね」と懐ふところに隠していた令牌の包みを投げ捨てると、〝女媧〟はさらに訝いぶかしむ表情になる。武器を手放しても、雛花は努つとめて毅き然ぜんと顔を上げてみせた。もともと演出用だったのだ。

『あのさあ。念のため訊くけど、君、……怖くて頭がどうにかしちゃったわけじゃないよね？』

「ええ、至って正気ですわよ？　だってあなた、わたくしを見くびっている割に、いろいろ情報を与えてくださるじゃない。わざと挑ちよう発はつして警けい戒かいするよう仕向けたり、宿やど主ぬしの自我を喰い殺す存在なのは女媧娘々と同じだとご丁てい寧ねいに教えてくださったり。そもそも、取るに足らない人わた間くしなんかの呼び出しにノコノコ応じて、こうして時間を割さいてくださって」

　ほら親切ね、と両手を広げると、宙に浮いた青年は、酢すを飲んだような顔をした。

『わあ、達たつ観かんしてるぅ……でも、ちょっとつまんないなあ。もちろん、仮かり初そめの器が美少女の身体ってだけで、すっごい気分は爆ばく上あがりなんだけどさ。どうせなら恐怖で打ち震えてくれたほうが、なんかこう、背はい徳とく感かんあって愉たのしいじゃない』

「前言撤てつ回かい。あなたクズですわね！」

　失礼な断言にも、彼は別に気分を害したふうもなく『手厳しーい』と軽口を叩いた。

「それじゃ、親切なあなたにもっと質問させて。どうやら、すぐにわたくしを殺す気はなさそうだし」

『図ず太ぶといね』

　すかさず『可愛くない』と不満を垂れられるが、雛花は構わず続けた。

「……わたくしが降ろしたのは、最初からあなたなのでしょう？　女媧娘々ではなく。女神は最初から、わたくしに降りておいでではないのね？」

『ほんとに訊いてくるし……。なんでそう思うの？』

「猙そうと戦った時に聞こえたのと、声が同じだもの。……はい、この問いの答えは是ぜ、と。あなたが本物の女媧娘々の代わりにここにいるのは、伏羲真君はご存じないのですわね？　だって前に、伏羲真君に所在を知られたくないから、自分のことは誰にも話すなって、わたくしに言ってきましたものね」

『ご想像にお任せするよ。……ねえ、これさあ、いつまで続けるつもり？』

「あら、やっぱり真君はご存じではないの。……文もん句く言わずに付き合いなさい。わたくしの身体に間借りしているくせに、心が狭せまいこと。それじゃ次の質問だけれど」

　自分の調子に相手を巻き込むべく、畳たたみかけるようにぽんぽんと言葉を交わした後、雛花は一度追つい及きゆうの手を止める。

　次に尋ねるのは、核かく心しんのひとつだ。




「──あなた、誰？」




　じっとその顔を見つめ、雛花は声を低めた。

　己と同じ孔雀緑の虹彩の中央には、縦状に線が走っている。人ならざるものの眼めだ。

（訊いたところで、素す直なおに答えてくれるとも思えないけれど──）

　とは、心の中だけで付け加える。

『ナイショ』

　案の定、彼はにっこりと切り捨てた。

　やっぱりか、と雛花が肩を落としたところで、一言ぽろりと付け足される。

『……と、言いたいところだけど、君の図太さに免めんじて、特別に教えてあげる。僕はね、君たちが【白はく澤たく】と呼んでいる存在さ！』

　もったいつけて返ってきた答えに、雛花は目をぱちぱちさせた。

「白澤って……まさか、『白はく澤たく図ず』の、あの白澤!?」

　渾沌から襲来する魔は、全部で一万一千五百二十種。それらの特徴や対処法は、『白澤図』という書物に記き載さいされている。由来は令牌と同じく、樹海や砂海に生えてきた石碑だ。

　そして、その『白澤図』を桃とう華か源げんにもたらしたとされるのが、書名にある【白澤】という、人語を解かいし万ばん物ぶつに精せい通つうする智ち獣じゆうである。

　予想外の方から飛んできた答えに、雛花はたじろいだ。

「……ほ、本当ですの？」

『疑うたぐり深ぶかいなあ。誓ちかって本当さ！』

　白澤は、伝承のとおりなら、神にも準じるほどの善なる獣のはず。

「白澤って、実在したというか、ご存ぞん命めいだったの……!?　あと、いくら書物の筆者とはいえ、こんなバッチリ人間っぽい姿でいいんですの!?　というか、だから男なの!?」

『ふふふ、どうだろうねえ』

（……彼の言葉に偽りがないなら、彼は女媧娘々の代理のようなものというか。神々と同じく桃華源を守ってくれている、わたくしたちの味方……ってこと？）

　納得しかけた雛花だが、彼の言葉を初めから終わりまで思い返し、ぐっと表情を引ひき締しめる。

（危ない。騙だまされるところだった）

「それは真実なんでしょうけれど、それだけじゃないですわね」

『へーえ？』

　片かた眉まゆを上げる女媧──彼曰いわく、白澤──を、雛花は問とい詰つめる。

「わざわざ〝君たちが呼んでいる存在〟なんて回りくどい言い方をするってことは、〝自分では他のものだと思っているけれど〟……って前置きがあるのを白状しているようなものでしてよ」

『おっと、鋭するどいじゃん』

　面白そうに唇を逆さ三日月に吊り上げる青年を睨み据すえ、雛花はさらに畳みかけた。

「あなたの正体を表すのに、もっと適切で事実に近い言葉があるのでしょう？　それはなんですの？　第一……」

　矢や継つぎ早ばやに打ち出しながら、雛花は目の前の青年を見つめる。

「あなたがここにいるってことは、本物の女媧娘々はどうなったの？」

　彼は相変わらず宙に浮き、くつくつと肩を揺らしていた。

『あーあ……ホンット、つくづく君って長生きできそうにないよね。頭のいい子は好きだけど、詮せん索さくされるのは好きじゃないな』

　すうっと、その整った顔から笑みが引く。
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（……怯ひるむんじゃなくてよ）

　雛花は腹に力を込め、彼のまなざしを真正面から受け止めた。

（女媧娘々の所在をなんとしてもたしかめないと。紅兄さまの助け方だって！　訊くことはたくさんある。ここで負けるものですか）

　やがて、ぴりりとした緊張を破ったのは、女媧──否、彼の言が本当なら白澤か──の呆れたような一言だ。

『本当なら、君の望みなんて、応じてあげることもないんだけどねえ……』

　彼は、腕を組んだまましばらく雛花の周りを漂い、何事か思案している模様だ。

　然しかる後のちに彼は、『あっ、そうだ！』とポンと手を打った。




『いーこと考えた！　じゃあさ、こうしよっか。君、謎なぞ解とき遊びは好きかい？』




　唐突な問いに、雛花は目をしばたたく。

「謎解き遊び……ですって？」

　どういう文脈からその単語が出てきた。

『うん。君は、どうも僕が白澤じゃなさそうだって疑ってるんだよね。知りたいことって他にも、本物の女媧がどうなっちゃったのかと、……あと、なんだっけ？』

「伏羲真君に、紅兄さま……今の皇帝の身体から、穏おん便びんにお出いでいただくにはどうすれば？　あと、わたくしの中からあなたを追い出したあと、本物の女媧娘々に宿り直していただく方法とかも是ぜ非ひ」

『わあ、遠慮ないなあ……ちょっと傷つくじゃんか。そのへんの、君が知りたいいろいろだけども。少なくとも、僕の正体と、本物の女媧娘々の消息。その二点についてだけなら、正解を当てられたらちゃんと答えてあげるよ』

「！」

『だって君、しつこいし。もういいよ、大出血の大盤振る舞いさ。うわあ、これじゃホントにただの親切な奴じゃないか、僕ってば。イイ男、つまり都合のイイ男ってやつ？　感かん涙るいにむせんで崇あがめ奉たてまつって畏かしこんでよね』

　それは──お褒ほめいただくほどがっついて食い下がった甲か斐いがあった。が、雛花は一応、もうひと押おしねばってみることにする。

「別に謎解きにしなくても、今、直接教えてくれたらいいじゃありませんの」

『そんな簡単なのつまらないし、第一、僕が困るの！』

　彼の言をじっくり考え、雛花は新たな疑問をぶつける。

「……本当に教えていただけるなら、願ってもないお話だけれど。でも、あれこれ探ろうにも、伏羲真君がご覧になっているのでは、お互い不都合があるのではないかしら」

　志紅に協力を持ちかけようにも、伏羲の目が光っていたのでは難しい。彼ごと即座に消されておしまいだ。

『うん。だから、君たちがその答えを探る間、僕が伏羲の奴を引きつけて足止めしといたげる』

「え!?　足止めが、……できるものなの？」

『まあ、僕もあいつの前じゃ女媧と同じ白龍の姿を取っているからねぇ。見た目は同じなのに口をきかない妹を、あいつもいい加減変だと思ってるみたいだから、そこを突いておびき出すつもり』

「というか……あなたは伏羲真君に見つかりたくないんですわよね？　そんなことをして大丈夫ですの？」

『大丈夫かどうかは、うーん、どーかなあ。気をつけはするよ』

「……謎解き遊びに勝つ条件が、あなたの正体を暴あばくことだとすれば。負けた時は、伏羲真君に見つかって、あなたもわたくしも命がないってことかしら」

『そーゆーことかな！　ま、僕はヤラれるつもりないから、死ぬのは君たちだけなんだけどね。あ、けど、伏羲を引きつけられるのはいいとこ三日間くらいかもなあ。あいつもたいがい用心深いから。遊びを始めるのはそう、四日後の夕刻くらいでどうかな？　前も言ったけど、それまで伏羲にはくれぐれも僕のこと教えないでよね』

　謎解き遊びの中身を要約すると、まず──彼から直接答えを与えてもらえる問いは、少なくともふたつ。【白澤】を名乗る彼自身の正体と、本物の女媧の行方。

　そればかりか、伏羲の目があってはできないようなことも、その期間だけは可能になるということ。

（条件は悪くないどころか、すごくいい。そこが逆に不気味でもあるけれど……だって、そんなことをして彼にどんな利点が？）

『じゃあ、そういうことで頑がん張ばって！』

　雛花が是とも否とも答えられないうちに無責任に言い置くと、彼は仕上げに明るく破は顔がんした。今や胡う散さん臭くささしか感じられない、満面の笑みだ。

　次いで、背景に溶けるように、すうっとその姿が薄うすくなる。

「……あっ、待って！」

　彼が消えるつもりだと察した雛花は、とっさに手を伸ばして引きとめた。

「せめて、名前を教えてくださいませ！　女媧娘々ではないし、白澤と呼んでいいかも分からない。わたくしはあなたをなんと呼べばいいんですの？」

『……驚いた。最後に訊くの、そこなんだ』

「だって呼び方は大事でしょう」

　呆れているのか面白がっているのか分からない表情でふわふわと戻ってくる彼に、雛花は唇を尖とがらせる。そう、呼び方は大事だ。自分だって、長年の想い人に子供用の愛称「小しよう花か」ではなく「雛花」と呼ばれると、落ち着かない。

『……。〝呼び方は大事でしょう〟……かあ。そう、かもね』

　むくれる雛花に、彼はなぜか笑みを深めた。雛花と同じ、孔雀緑の虹彩が柔らかに和なごみ、わけもなくどきりとさせられる。




『丹たん朱しゆ』




「え？」

『種族でも通つう称しようでも仮か称しようでもニセモノでもない、僕の名は丹朱。呼びかける時は、次からそっちを使って』

「あ、……はい。わ、分かりましたわ。とりあえず、これからもよろしく……に、なるのかしら？　丹朱」

『いえいえーこちらこそぉ』

（……白澤を名乗って、見た目も白っぽい割に、名前は丹朱まつかつかって変な感じね？）

　ニセ女媧改め白澤、改め丹朱は、『いいね。人間に名前呼ばれるのって新しん鮮せんだ。ねえねえ、もう一回よろしく』とにこにこしている。感情の機き微びに聡さとい雛花にも、なんとも真意が読めない。雛花は首をひねりつつ、「じゃあついでに、答えられたらでいいんだけど」とためらいがちに続ける。

「丹朱、……あなたが宿ったままだと、わたくしの自我が持つのはあとどれくらいなの？」

　その瞬間、彼の顔からすっと笑みが引っ込んだ。

『長くて、半年いけばいいよね』

　──半年。

（意外に……短いんだわ。数年はあるかと思っていた）

　具体的な日にち限げんは、予想以上に生なま々なましく。衝撃を受けて呆ぼう然ぜんとする雛花に、ついでのように丹朱は『言い忘れてた』と舌を出した。

『謎解きのあいだ、僕も伏羲も不在にするわけだから、つまり、その期間君たちは皇帝や天后の力が使えないからね。四凶級の渾沌の魔が襲ってきたら、即そくオサラバこの世！　だから気をつけてね』

「は!?」

『つまり、ちゃんと正答に辿り着かないと、力は使えないわ、それでも自我はすり減りっぱなしになるわ、何一ついいことがないっていう最悪の事態に』

　なんだそれは！

　さらりと付け足された重要事じ項こうに、雛花はぎょっと目を剝むいた。

「ちょっと待って!?　この話やっぱり取り消しっ……」

『じゃあねー頑張ってー幸運を祈ってるぅ』

　彼はそう言い残すと、今度こそ宙に溶けるように消えてしまう。

「前から思ってたけど！　あなた、大事なことをギリギリまで言わないの、ほんと悪い癖でしてよ──丹朱!?」

　かくして誰もいなくなった〝翠すい帳ちよう紅こう閨けい〟の室へやに、雛花の叫びが虚むなしくこだまする。

「丹朱、丹朱ってば……もう！　いない、のね……？」

　ひとしきり呼んでも出て来ないと分かると、雛花は、ふっと口を閉とざす。どうやら、彼はここから声も届かない場所に行ってしまったらしい。

　つまり、もう気を抜いていい、ということだ。

「……っ！」

　──そう思った瞬間、膝ひざから力が抜けた。雛花は萎しぼむようにくずおれると、そのまま床にぺたりと尻しりもちをつく。

（きっ……緊張した……っ!!）

　女媧に成り代わってこの身に宿る、目的も正体も不明の、何か。

　そんな存在と向き合い、渡わたり合あっていた恐怖が、周回遅れで押おし寄よせてくる。

　やっと腰こしを抜かすことができた雛花は、しばらく声も出せず。半はん刻ときも経たってから、ようやく食事を運んできた侍じ女じよに発見してもらえたのだった。
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（わたくしの自我が、あと半年持つか持たないかってところは、さすがに紅こう兄にいさまには言わないほうがいいわよね……）

　眼下の湖面が、残照を映してゆらゆら揺れている。そう、今は舟遊びをしていたのだった。

　長い回想を打ち切り、視線を上げると、雛すう花かはおずおずと口を開く。そして、真しん剣けんなまなざしで言葉を待っている志し紅こうに、自我の件だけ伏ふせつつ、かいつまんで事情を説明した。

（あと半年で消えてしまうと言われたことは、恐ろしくないといえば噓うそになるけど……）

　だが、何よりも桃とう華か源げんの支柱として、女じよ媧かが入れ替わっている事実は見過ごせない。雛花は、同じ秘密を抱えている志紅と、足並みを揃そろえて問題に向き合いたいのだ。

「女媧が本物ではない、だって……!?」

　この話は、やはり志紅にも相当の衝撃を与えたようだ。しばらく口くち許もとに手を当てたまま言葉を失う彼に、雛花はおずおずと締しめくくる。

「わたくしが知ったことは以上ですわ。そんなわけで、あなたが、わたくしや煉れん兄にいさまを救うために簒さん奪だつを断行したことは、女媧……ではなく、丹たん朱しゆから聞いて分かっているのよ。一番危険な情報を手に入れてしまった以上、もう何もかも隠す必要はないでしょう？　あなたの知っていることを教えて」

　志紅は問いには答えず、少し逡しゆん巡じゆんした後に、おもむろに右手の人差し指と中指を立てた印いんを結ぶ。

「──〝容ようと韻いんとで乾けん坤こんを抱いだけ。我わが右手をかたしろに我わが身みに降くだれ伏ふつ羲き真しん君くん〟」

　口ずさんだのは、己の身体を代たい価かに、伏羲に降臨と助力を希こいねがう呪じゆだ。通常ならば、唱え終わった瞬間に、漆しつ黒こくの蛇じや身しんと銀のたてがみを持つ龍りゆう神じんが出現する。

　しかし、彼が印で宙に適当な文字を書いても、しんと静まり返った湖面にも、ほの暗い船上にも、何ものも顕あらわれることはなかった。

　ぽちゃん、と音を立てて、遠くで鯉こいが跳ねる。

「本当に、来ない……よく見たら、少しだけ紋も薄くなっている、ような」

「わたくしも試ためしましたけれど、結果は同じでしたわね」

　己の手ての甲こうに浮かぶ、【容】の一字を取り巻く蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんに目を落として呆然と呟つぶやく志紅に、にわかに信じがたいのも無理はないと思いつつ、雛花はおずおず頷いた。

「……今、四し凶きようにでも襲ってこられたらひとたまりもないですわよね。ごめんなさい。大失態だわ。わたくしが安易に丹朱と交こう渉しようしたばかりに」

「違う。第一、きみがその謎解き遊びに乗ろうと乗るまいと、そいつが考えを変えたとは思えない。だから、断じてきみのせいじゃない」

　志紅はため息をつき、前まえ髪がみに手を差し入れて搔かき回す。思わず、雛花は俯うつむいた。

（……馬鹿ね、わたくし。不ふ手て際ぎわをなじってくれたほうが、ちょっと気が楽になったかもしれないなんて、身勝手な期待をしていたみたい）

　甘えを恥じている雛花に、志紅は予想外のことを告げた。

「むしろ、謝あやまるのは俺だ」

「え？　って、何がですの？」

「ずっと、きみに何も話せなかったこと。不安にさせただろう。不用意な言葉で傷つけもした。たくさん」

「それは……もう、今さらですもの」

　たしかに不安だったし、志紅の行動は決して褒ほめられたものではないが、今の雛花にとって、彼はむしろ被ひ害がい者しやだ。

「おまけに、きみに宿ったのが女神じゃないどころか、男だとか……むしろそっちのほうが大問題というか……そう、あいつ、男だったのか。男のくせにきみの身体に居い座すわって、臥ふし室どに侵しん入にゆうして、呼べば飛んでいくだの慣れ慣れしく抜かしたわけだ、へえ……？」

　だんだん彼の声が低くなってきたので、雛花は「あ、あの？　紅兄さま？」とおそるおそる呼びかける。「ん？　どうかした」と志紅はそらぞらしく返してのけた。瞳の真紅が深みを増す。

「ところで雛花、その邪じや念ねんまみれの糞くそ邪じや神しん野や郎ろう……じゃなく、丹朱？　とかって男、ちょっとまた、近日中に俺の前に召よ喚んでみてくれないかな。俺も、じっくり話してみたいし……？」

「左手を腰の剣から離して同じ台詞せりふが言えたら検討いたしますわね」

　志紅の要よう請せいを切り捨てつつ、雛花はさっと目を逸らした。

　このぶんだと、自我の消失の件はおろか、『女の子の身体は気分が爆ばく上あがり』発言のことや、額に口づけられたことがあるなんて話も避さけたほうがいいだろう。ちっとも目が笑っていないのに口許だけ張りつけたような微び笑しようを浮かべているのが怖すぎる。

（……はい、わたくしもそこで変な勘違いしない。これは単なる妹扱いの延長なんだから。断じてヤキモチではないはず。分かってる、知ってます！）

　いつの間にか熱くなっていた頰を、ぱたぱた扇あおいで誤ご魔ま化かしつつ、雛花は「それより、隠かくし事ごとなしで話せる貴重な時間を、こんな茶番で浪ろう費ひしないで！」と無理やり軌き道どう修正をかけた。

　これには志紅も同意だったようで、首しゆ肯こうののちしばし沈ちん黙もくし、考え込む様子を見せる。

「それにしても……奇き妙みようだね。その丹朱とやら」

　やがて彼が呟いたのは、やはりニセ女媧──丹朱についての話だ。

「本物の女媧の行ゆく方えも気になるけれど、なぜその女媧もどきは、自分の正体を隠すくせに、わざわざ探ってみろなんて矛む盾じゆんすることを要求してきたんだろう。神に匹ひつ敵てきする力を持つのなら、俺たち人間ごときに何を知られたところで、別にどうということもないだろうに」

　それは雛花も考えていたことだ。

　まずいことを知られてしまったならば、単純に消せばいい。

　──志紅の父、荊けい志し青せいが謀む反ほんを企くわだてて、粛しゆく清せいされた時のように。

　彼は、宗室の秘密を知りすぎた。当時の皇帝を慕したっていた志青は、敬愛する主君の自我を喰い殺した神を許せなかったのだ。そして結局、伏羲によって始末された。荊けいの乱らんの、知られざる裏側である。

　神々にとって人間の命など、かくも虫けらのごとき瑣さ末まつなものであろう。丹朱にはおそらくその力があるはず。

　だというのに、わざわざ雛花に『誰にも言わないで』と口止めし、危うい足場に留とどまる。かと思えば、『探ってごらん』と、本当は事情を知ってほしいようなことを言ってくる。その言動のちぐはぐさが示すところは？

（何が狙い？　だいいち、丹朱は何ものなの？　白はく澤たくだってことを別にして、他に該がい当とうしそうな神しん仙せんなんている……？　文字の力を用いて桃とう華か源げんを創った、伏羲真君と女媧娘々と同じ力を持つものなんて……）

「白澤は神に類する獣だけれど。それ以外で、男女二神の他に、創世に関わる神も、同等の力を持つ仙も、わたくしの知る限り聞いたことがないですわね。ああでも、わたくしの勉強不足かも……」

「桃華源で雛花以上に神話を究きわめている人間はいないよ。きみがそう言うなら、実際そうなんだろう」

　志紅はあっさり頷いた。

（……えっと）

　たしかに、天后を目指す一いつ環かんで、雛花は桃華源の神話や史学を熟じゆく知ちしている。二神は、宗室の中でも、礼れい儀ぎ作法や学問をよく修めた者を選びたがるためだ。志紅が自分の知識に信頼を置いてくれているのが分かり、雛花はわずかにくすぐったいような、誇らしいような気持ちになる。

（いや、そういうのは今はどうでもよくて！）

　そんな雛花の葛かつ藤とうなどお構いなしに、志紅は眉み間けんに皺しわを寄せて、沈ちん思し黙もつ考こうのていである。

「なんにせよ、彼が実際に白澤でもあるというのなら、桃華源を創る時に伏羲や女媧を手伝ったはず。味方のはずの伏羲から逃げ回る理由が分からない。もし仲なか違たがいしたというのなら、その理由はなんなのか。それに、……俺は伏羲のことも信用していないんだ」

「信用していない、って」

（前から気になっていたけど、紅兄さまは、なんだかすごく真君を疎うとんでいるみたい。理由を考えれば、当然といえばそうなのだけれど……伏羲真君は煉兄さまから離れてまで紅兄さまを選んだくらいなんだから、多少はお互い通じるものがあるのかと……）

　神をその身に降ろすことを至上の使命とする宗室に連なる雛花としては、どうにも落ち着かない。さすがに苦く言げんを呈ていすべきか迷っているうちに、志紅は続けた。

「あの蜥蜴とかげは、眠ることを『渾こん沌とんに沈む』と表現していた。神話のとおりなら、渾沌は顧かえりみるべきところのない、闇と無秩序の世界じゃないのか？　だとすれば、二神とは……いや、彼らが創ったという、この桃華源とはそもそも一体なんなんだろう？」

「桃華源とは、いったい何か……ですって？」

　考えたこともなかった。

　雛花は目をしばたたく。

（桃華源は、わたくしたちの暮らす世界よ。槐かい帝国宗室に生まれたからには、命に代えても守るべきもの。それ以上でもそれ以下でもないわ）

　今立っている大地が、頭上に広がる蒼そう穹きゆうが何ものなのか。そこにある限り、何を疑う必要もないことだと思っていた。考えても仕方のない、崑こん崙ろんの説せつ仙せん『列れつ禦ぎよ寇こう』の説く、『杞き憂ゆう』そのものであると。少なくとも、雛花にとっては。

　けれど志紅はそうではない。そんな突とつ拍ぴよう子しもないことを思いつくのは、彼が武人だからだろうか。

　──なぜ、真君はわざわざ志紅に宿ろうと考えたのだろうか。そんなことが、不意に気になった。少なくとも志紅は真君を嫌っているようなのに。

　それはさておき、四凶の侵入など、渾沌の魔関連の事件が最近とみに多いことといい、女媧が二十年沈黙し、降臨したと思ったらニセモノだった件といい、桃華源に何かのっぴきならない事態が起きているのはたしか。

（今この時に、彼が皇帝になったのが、偶ぐう然ぜんではないのなら）

「紅兄さま。改めて確認なのだけれど」

「なに？」

　いつの間にか陽は暮れきり、志紅の顔を照らすものは、夕ゆう陽ひの残照から、湖こ畔はんのいたるところに焚たかれた篝かがり火びに変わっている。

　穏やかな夜だった。黒々とした水みな面もには、月明かりや火ほ影かげがゆらゆらと映はえる。

　胸むねの奥おくをざわめかせる不安は、蒸むし暑あつさのせいだと雛花は片付けることにした。

「煉兄さまを殺したのは一時的なことで……伏羲真君に抗あらがうすべを見つけたら、あなたは煉兄さまを蘇よみがえらせるおつもりなのですわよね？」

「そうだよ」

「帝位もその時返上するの？」

「危険がなくなれば当然。もっとも、俺はこんな格好をしているけれど、今でもただの代理で、あの方の臣しんではなくなった瞬間は一度たりともないつもりだよ」

　五ご爪そうの龍が金銀糸で刺し繡しゆうされた、禁きん色じきの黒い龍りゆう袍ほうの長い袖そでを摘つまみ、志紅は疲つかれたように苦く笑しようした。眉を苦しげに寄せた、複雑な笑みだ。

「俺は皇帝なんて柄がらじゃないし、さっさと陛下にお返ししたいところだな」

（……ああ。わたくしの知っている、紅兄さまだわ）

　その言葉は、すとん、と胸に落ちるものがある。雛花は腹を決めた。

　思い切って、目の前にいる志紅に向けて、開いた右手を突き出す。

「では、もうひとつの改めてを──協力しませんこと？」

「……協力？」

「力を貸してほしいのよ。女媧娘々がニセモノだなんて、桃華源の安あん寧ねいを脅おびやかす一大事ですもの。決して見み逃のがせない」

　丹朱が伏羲を引きつけられるのは、たった三日間。そして、志紅と話しているうちに分かってきたが、その期限までに解決すべき問題は、現状で少なくとも三つはあるようだ。

　丹朱は、本当は何ものなのか。

　本物の女媧娘々はどこへ行ってしまったのか。

　そして、この桃華源という世界の裏には、いったいどんな事情が隠されているのか。

（まったく。ずいぶん危ない謎解き遊びね。伏羲真君にバレた瞬間、即そつ刻こくこの世から退場させられるなんて……でも、その真相を明らかにすることが、誰もが安心して楽しく暮らせる槐帝国の未来に繫つながっているのなら。残り少ない命だけど、活用に値あたいするわ）

　今後、「皆さまは思う存分幸せに長生きできるんですわよね、あー羨ましい！」と、誰しもに言えるような、多少短くはあれど楽しい嫉妬満まん載さいの余生を送るためにも。

「……雛花。答える前に、俺からもひとつ確認したい」

　しばらく差し出された右手を眺ながめていた志紅だが、やがてじっと探るような目を向けてくる。




「俺はきみが大事だよ」




「い、いきなりなんですの？」

　唐突な告白の追加に、雛花はうろたえる。

「でも、大事だってことを盾に、俺はたくさんきみを傷つけた。目の前で黒煉陛下を刺さしたし、後宮に閉じ込めて無理やり妻に据えて、天后になるきみの夢は絶対に叶わないと断言もした。ちなみに今も、叶えさせるつもりはないよ。……実際に殺そうとしたこともあったね。ほんの、ついこのあいだのことだ」

　全部、ただの事実。反応に迷い、思わず視線を泳がせた雛花だが、そこで志紅は予想外の台詞とともに頭を下げた。

「だから、……ごめん、雛花」

「……え」

「俺がきみにしたことは、一生かけて償つぐなっても、到とう底てい許されることじゃないし、許さなくていい。それでも、けじめとして謝らせて。きみの何もかもを否定して傷つけたことも、意思を無視して閉じ込めたことも、恐ろしい言葉で脅おどしたことも」

「紅兄さま」

　彼からこんなふうに謝罪を受ける日が来るなんて。驚きが引いた後、雛花はここぞとばかりに持ちかけた。

「もう！　そう思うんでしたら、勝手に後宮に入れて妻にしたことも謝って帳消しになさってくださると」

「それは嫌だ」

　一いつ瞬しゆんで拒きよ否ひされて、雛花は固まる。

「え、ど、どうしてそれだけ」

「このまま、俺の気持ちまでただの方便ですまされたら、たまったものじゃないから」

「!?」

　まっすぐな言葉に、不意打ちを食らった雛花は再びかちこちになる。顔が熱い。まったく、この必ひつ殺さつ口く説どき人にんときたら、隙すきあらば仕事に走るのは勘かん弁べんしてほしい。

（はあ、……ほんっと！　お上手なんだから！）

　でも、彼のまなざしが、あまりに真しん摯しで。

　その謝罪も、誠意も。──紛まぎれもなく本物だと分かるから。

「……仕方がないですわね！　最後の点は、今後も引き続き断固としてわたくしも抵抗を続けますけれど。先に謝っていただいたことに関しては、もう全部昔のことですもの。今さら気にしないでよくてよ。でも、これきりにしてくださいね？」

　ややあって、雛花はからりと笑い飛ばすことにする。

「全部、昔のこと……って」

　だが、それだけのことに、なぜか志紅はひどく衝撃を受けたようだった。

「まさか俺を、……このまま許すつもりじゃないだろう？」

「あのね紅兄さま。何か勘違いしていらっしゃるようだけれど」

　ふうっと雛花はため息をつく。

「言いましたでしょう？　そもそも怨うらむ理由がないって！　たしかにあなたを許すつもりはございませんけれど、たぶんそれは、あなたの期待しているようなことではなくてよ。ご自身の大切な命をむやみに危険に曝さらす理由に、わたくしが使われたことに怒おこっているだけ」

　あとは、と、心の中だけでこっそり付け足す。

（煉兄さまの命を、あんなふうに、仮かり初そめにでも奪った事実は、……決して忘れないけれど、その理由を知ればもう、怨めなくなってしまったのだもの）

　雛花の答えを聞いて、志紅はしばらく黙りこくっていた。

「そう……か」

「……ええっと、それが何か？」

　おずおずと雛花は確認を取った。

「それが何か、……か。そうだね。きみならそう言うだろうと思っていたよ」

　なぜだろうか。志紅がこちらを捉えるまなざしは、どこか暗い。

　お蔭かげで雛花は落ち着かなかった。

　気き迫はくに負けじと平静を装い、その緋の双そう眸ぼうを見つめ返していると、彼はさらに重ねて尋ねてきた。

「それじゃ、もうひとつ。……きみの提案は、自分のため？　それとも桃華源や槐帝国のため？」

「え？」

　質問の意図が読めない。雛花は首を傾げた。

（わたくしは桃華源を守りたいし、それはわたくし自身の希望であって、別にわたくしのためと桃華源のためという目的は矛盾しないものであって……ええっと？）

　迷ったあげく、雛花はきちんと正直に答える。

「どちらもですわよ。当たり前でしょう」

「分かった。……そういうことなら喜んで」

　答えを聞くなり、志紅は警戒を解いたように微笑んで雛花の手を取った。

　ついでに手の甲に軽く唇を落とすものだから、「ひえっ」と雛花はまた色気のない悲鳴を上げるはめになった。
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　──ちょっと死んでいるあいだに、親友の恋こい路じが、従来比で五千倍くらいめんどくさくなっていた。




「黒こく煉れん。きみの異母妹いもうと、本当、どうにかしてほしいんだけど」

『は？　何？　いきなり真顔で言われても意味分かんねえんだけど、志し紅こう』




　槐かいの禁きん城じようは実に広大だ。政務の場を外がい廷てい、皇こう帝ていの私的な空間を内ない廷ていといい、合わせるとひとつの城ま市ち並なみの敷しき地ちがある。

　簒さん奪だつ帝ていといえど、内廷の中心、皇帝の住まう晴せい乾けん宮きゆうの最上階に私室があるのは変わらない。その奥おくに匿かくまわれるように過ごす、先代皇帝槐黒煉は、現在、仮かり初そめの器うつわとして黒い鷹たかに宿っている。志紅の手で、宝ほう剣けん『緋ひ霄しよう』に貫つらぬかれて絶命したものの、来きたるべき蘇そ生せいの時に備え、反はん魂ごんの術を以もつて三さん魂こんを現うつし世よに留とどめているのだ。

　身体からだのほうも、剣けんを合あいの楔くさびに七しち魄はくを繫つながれて、やはり然しかるべき処置を施ほどこされて保管されているらしいが、黒煉自身は自分の死体を見たことはないし、おそらく見る予定もない。自分の死にざまなんて拝む機会はそうそうないので、ちょっと興味はあるが。

　そんなわけで、鳥かごの中でおとなしく夜食代わりの高級肉をついばんで、楽しい鷹生活を謳おう歌かしている最中、足音荒あらく踏ふみ込こんできた親友に、彼は食事を邪魔された。

（なんだこりゃ？　こいつこの前、ついに一いち念ねん発ほつ起きして雛花に告白したんじゃなかったっけ？）

　ついでに、聞き違ちがいでなければ、両想いだったかもしれない──とかのたまっていなかっただろうか。あれは幻げん聴ちようだったのか。

　とはいえ黒煉は、もどかしいような甘あま酸ずっぱくもむず痒がゆいような、この二人の相そう互ご一方通行の片想いをやきもきしながら見守っていた立場なので、進展が事実ならば非常に喜ばしい限りである。

（ハタから見てるぶんには、ようやくかい！　って感じだったんだけど……え？　え？）

　室へやの戸口に幾いく重えにも垂れ下がる緞どん帳ちようを乱暴にはねのけ、ひたすら混乱する黒煉のもとにつかつか歩み寄ってくると、志紅はガシャン！　と鳥かごの銀ぎん格こう子しに額をぶつけた。黒煉は思わず身を竦すくめる。割と痛そうな音がしたので。

　続けて、ずるずると鳥かごを置いた大だい卓たくまでずり落ちると、親友は口早に零こぼした。

「……意味が分からないのはこっちのほうだ。なんだあれ難なん攻こう不ふ落らくというか難解すぎるんだけど。彼女のことだから、絶対、何かしら奇きっ怪かい極まりない勘かん違ちがいをしているに決まってる。黒煉、きみはいったい異母妹にどういう教育をしたんだ」

『知らねえオレじゃねえ文もん句くはあいつの亡なきご母ぼ堂どうに言え。宗そう廟びようなら郊こう外がいだ』

「知ってるよ。なんなら毎月墓参り行ってるよ、帝てい位いについてからは無理だけど」

『だったらオレに絡からむなよ!?　ってかお前、自分の親でもねえのに月参りか、怖こわっ！　引くわ！』

「……それも、知ってるよ……」

（いや、ってーか……何があったよ？）

　そのまま「あー……」と低く呻うめいて動かなくなった志紅に、黒煉は仕方なく食べかけの肉から嘴くちばしを離す。もぐもぐと頰ほお張ばっていたぶんだけ咀そ嚼しやくし、吞のみ込んでから、ためらいがちに誘さそってみた。

『まあ、落ち着けや。生肉食う？』

「いらない」

『即そく答とうかよ！　じゃあその、なんだ……順を追って話せって。お前たしか今日、その雛すう花かと舟ふな遊あそびしてくる予定じゃなかったっけ？　しかも、あいつのほうからふたりきりで会いたいって誘いがあったとかで、割と張り切って浮うかれまくってたんじゃ』

「さっき終わった。あと、小……じゃない、雛花から俺に用事がある時は、確実に何か裏があるに決まっているから、別にさほど期待はしていなかったよ」

『ホントにか？』

「噓うそです。浮かれていました」

『だよな。あと、あいつの呼び名、オレの前だし別に慣れたほうでいいぞ。小しよう花かで』

　相あい槌づちを打ちながら、黒煉はどこか少し、ほっとしていた。

（なんか、調子戻もどってきたよな、こいつ。うんうん、いい兆ちよう候こう）

　なにせ帝位を簒奪してからこちら、しばらく志紅は、ずっと黒煉にどこか一線を引いて接していた。決して臣しん下かとしての態度を崩くずさず、仮初めにでも命を奪うばって不自由を強しいていることに気き後おくれして、常に悲ひ壮そうな顔で、どろどろと暗い罪ざい悪あく感かんを背せ負おって。

　そんな親友を見るに見かねて、『いい加減にしろ、ってかせっかくテメエで帝位簒奪して皇帝に収まったんだから、いっそ昔みたいにただの友人として話そうぜ！』とちゃっかりな要求をしたのは黒煉である。そんな無茶ぶりに応こたえようとしたのか否いなか、一度吹っ切れた志紅は、割と遠えん慮りよなく本音をぶつけてくれるようになった。

　こういう、情けないところまで明かしてくれると、本当に、昔に戻ったみたいな気持ちになれる。

　──たとえ束つかの間まの幻げん想そうだとしても。

　ちくりと胸を刺さす感かん傷しようはさておき。

　親友の話は、要約すると、果たして以下のとおりだった。

「……小花はどうも、俺が告白したことを、方ほう便べんか何かだと誤解しているらしい」

『ぶはっ！　いやーそうじゃねえかと思ってたわ！　ウケる!!』

　ここぞとばかりに、黒煉は盛せい大だいに笑い飛ばした。とたんに志紅には恨うらみがましそうな眼めを向けられたが、知ったことか。

『自じ虐ぎやく志し向こうの強いあいつのこったし、どうせ、美形で有能でかっこよくてモテモテの紅こう兄にいさまが無能小こ娘むすめで徒あだ花ばな公こう主しゆのわたくしになんて惚ほれるわけないわ！　なんて思い込んでんだろうなあ。まあ見てろって、そのうち、ただの演技でこんなにサラサラと口く説どき文句が出るなんてよほど女性に不自由したことがないのね羨うらやましいキーッ！　とかって、見けん当とう違ちがいな嫉妬に切り替わるから』

「きみの指摘は正確すぎて、笑い事じゃない……。あと、その小花の口くち真ま似ね、似てないよ。気色悪くて無む駄だに精神力削けずられるからやめてくれるかな……」

『ひでえなオイ！』

　なんなら続けて、『紅兄さま大好き！』とでも言って慰なぐさめてやろうと思ったが、逆効果らしいので断念した。

　志紅の愚ぐ痴ちはなおも続く。

「あと、触ふれようが抱だきしめようが、なんならもう少し先まで進んでも、ぜんぜんこれっぽっちも響ひびかない。彼女、恋愛事には疎うといはずなのに。だから最初は真っ赤になっておろおろ動どう揺ようしてくれるし、それがまあ、すごく可愛かわいいんだけど」

『のろけは飛ばせ。肉が甘あまくなる。あと、もう少し先がどのあたりまで先か詳くわしく』

「……凄すごまなくても唇くちびるまでだよ。それでも、終わって一拍置いたら〝あ、大だい丈じよう夫ぶ。分かってますから。お疲つかれさまです〟と言わんばかりに、謎なぞの労いたわりと慈じ愛あいに満ちたまなざしを送ってくるんだけどね……」

『うわぁ。必ひつ死しこいて口説いたら返事がお疲れさまです、ってのはなかなか心が折れるな。いや、なんか悪い。断じてオレのせいじゃねーけど』

「正直、あの自虐鉄てつ壁ぺきをどう攻せめたら打ち崩くずせるのかサッパリ分からない」

　遠い目をする志紅に、だろうなあ、と黒煉は雑ざつに頷うなずく。

（まあ、たしかにこいつ、昔っからありとあらゆる女にモテまくってたけど、なぜか一いち途ずに想い続けてるはずの雛花にだけは何言っても本気にされてなかったもんな。お互たがい好きなくせに）

　目に浮かぶようだ。押おせども押せども、肝かん心じんの想い人にはするするかわされて静かに凹へこむ、槐帝国きっての色男。いい感じにダサい。光景を想像すると、やはりちょっと笑いが零れた。

「……別に、両想いになって甘ったるい雰ふん囲い気きになりたいとかいうわけじゃないんだ」

　さんざんぼやいた後、志紅は最後にぽつりと付け足した。

「けど、俺じゃ、どうしても彼女を変えることができないのかと、そういうところが気になっているだけ」

　──そもそも、それももとはといえば俺のせいだけど。

『お前……』

　自じ嘲ちようを含ふくんだ最後の呟つぶやきに、打って変わって黒煉は口中に苦みを覚えた。

　さっきから幼おさな馴な染じみの言動ときたら、端はし々ばしが気になって仕方ない。いつも以上に本音がダダ漏もれで、らしくもなく弱音を吐きまくる。黒煉に気を遣つかわなくなったとはいえ、ここまでの場合は滅めつ多たにない。

（これは……）

『時に志紅。……お前、何なん徹てつめ？』

　唐とう突とつなこの質問に、志紅は視線を泳がせた。

「……俺の中では、起きてから寝ねるまでを一日だと換かん算さんすることにしたから、そういう意味では一徹め……かな？」

『そういうテメェに限った屁へ理り屈くつの話じゃねーし！』

「さっき雛花を摂せつ取しゆできたから大丈夫だよ」

『オレの異母妹をヤベェ薬みたいな言い方すんな。お前、なんかいつもの七割増しくらいでもろもろめんどくせえから、絶対コレ寝てねえわって思った！　当たってるし！　今すぐ寝ろ!!　ほら勅ちよく命めい!!』

「暴ぼう君くんだなあ……別に何日か寝なくても人間死なないよ……」

『死ぬから命令してんだよ!!』

　いよいよぐったり鳥かごに懐なつく志紅に、黒煉はため息をつく。親友の眼の下には、青黒い隈くまが居い座すわっていた。早く追い出してしまえ。

『まあ、……なんだ。お前がいろいろ焦あせるのも分かるけど』

　肩かたのひとつも叩たたいてやりたいところだが、黒煉には、あいにく手がない。あるのは翼つばさばかりだ。代わりに嘴でちょいちょいと、格子の隙すき間まに入った髪かみの毛けをくわえて引っ張ってみる。

（って、オレが何か言えた義ぎ理りじゃねえんだけど）

　不意に我わが身みを省かえりみる。志紅という、この猪ちよ突とつ猛もう進しんな思おもい詰つめ型の親友は、理知的で聡そう明めいそうに見えて、あまり考え事に向いていない。すぐ自己犠ぎ牲せいや悲ひ観かん方面に頭がいく。

　──そんな友人を捉つかまえて、神々に自じ我がを喰くわれて身体を乗っ取られるかもしれないという、宗そう室しつ最大の秘密を明かしてしまったのは、返すがえすも重大なあやまちだった。結果がこの簒奪である。ある意味、分かっていたのに。

　第一、間ま違ちがいといえば。荊けいの乱らんで処しよ刑けいされるはずだった志紅の助命だって、本来ならば黒煉が動くべきだったのだ。雛花が自分の将来を全部なげうって先せん帝ていに志紅の命いのち乞ごいをしていた時に、黒煉はといえば、保身に走った親族の手で幽ゆう閉へいされ、情けなくも地じ団だん太だを踏ふんでいただけ。

　そして、そのせいで、親友と異い母ぼ妹まいは、それまでの曖あい昧まいで優やさしい関係を続けられなくなった。片や志紅は恋れん着ちやくを執しゆう着ちやくへと変質させ、対する雛花はといえば、志紅への想いが、必ず天てん后こうになるべしという使命感に取って代わられた。

　全部そばで見ていたので、それはもう、よく知っている。

（いやマジ何も言えねえじゃんか。ほんっと、オレ、余計なことするばっかで役立たずにもほどがある……）

　改めて思い知り、がっくりうなだれている黒煉に、志紅は「そうだ」と手を打つ。

「前段はここまでにして、ここからが本題なんだけど」

『へっ？　ここから……本題？』

「うん。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うと。雛花が、宗室の秘密を知った」

『──え』

「それだけじゃなくて、彼女に宿った女じよ媧か娘にやん々にやんが、ニセモノだったらしい」

　予想外の連続に驚おどろき、黒煉は絶句した。

『ま、待て待て待てって！　次から次に、……じょ、冗じよう談だんだよな!?　いや冗談にしたって悪あく趣しゆ味みすぎて、そんなベラベラしゃべってると、さすがに伏ふつ羲き真しん君くんに消され……』

「ああ、その心配はないんだ。とりあえず、最後まで聞いてくれない？」

　志紅はそのまま、異母妹とのやりとりについて具体的に教えてくれる。

　伏羲も女媧もここ数日不在にしていること。彼女と協力関係を結んだこと。

『あいつ、そっか……知っちまったんだな』

「俺も、小花には何も知らないままでいてほしかった。……安全とはいかないまでも、可能な限り危険からは遠ざけたかったんだけど」

　黒煉の呟きに、志紅は目を伏ふせる。その表情に、不意にしくっと胸が痛み、黒煉は肩を落とした。次いで、自じ嘲ちよう交まじりの愚痴が零れたのは無意識のことだ。

『遠ざけたいっていうならオレは、あいつもだけど、お前のことも巻き込みたくなかったよ。何回謝あやまっても足りないと思うけど、お前はオレを怨うらんでくれていいし、むしろ怨めよな。本もとを正せば全部オレのせいだし。最初にオレが黙だまってれば、少なくともお前は……』

　そう。黒煉は、ずっと悔くやんでいたのだ。

（オレ、なんだかんだ、雛花とこいつが、幸せそうに笑って並んでいる光景が好きだったんだ）

　彼らの平へい穏おんを壊こわした原因のひとつは、確実に自分にあると言っていい。先ほどの自じ責せきの念ねんが、再びずっしりと重くのしかかってくる。

「……何を言っているんだ、黒煉。寝ね言ごともほどほどにしてくれるかな」

　羽う毛もうを力なくぺたんとさせて落ち込んでいた黒煉は、静かな怒いかりを含んだ志紅の声に顔を上げた。

「きみと雛花のどちらが欠けても、俺は、ひとではいられなくなる。軍人でも、皇帝でも在あれるかもしれないが、荊志紅は死んでしまう」

　黒煉が怯ひるむほどの強い力を込め、赤い瞳ひとみがじっとこちらを捉とらえてくる。

「……分かる？　きみが教えてくれなかったら、わけも分からないまま、俺はこの世で最も大切なものをふたつも一気に失っていたんだ。怨むどころか感謝しかないよ。だから、巻き込んで後こう悔かいしてるとか、言わなきゃよかったなんて、戯ざれ言ごとでも許さない」

『……志紅、お前』

「それ以上何か言えば、三食とも生野菜に変へん更こうする」

『そりゃまた、地味だけど確実な嫌いやがらせだな！』

　黒煉が笑うと、志紅も頰ほおを緩ゆるめた。

「それに。こうして、俺たちで秘密を共有できる利点はあるだろう。特に、丹たん朱しゆとかいうニセ女媧の正体や立ち位置によっては、今までなら考えもつかなかった対たい抗こう策さくが見つかるかもしれない。きみや小花を、宗室の運命から解放するために」

　──少しずつ、希望のある方へ。

　志紅の声を聴きいていると、黒煉も、だんだん気持ちが明るくなってくる。

（あーあ。こいつ、こういうところだよなあ、ホント）

　呆あきれと同時に、妙みようにくすぐったかった。そんな黒煉の様子に気づいていないのか、志紅はこの場の話をまとめにかかる。

「それで、今後のことなんだけど。取り急ぎ……これから、小花を呼んでくる。きみがその姿になってから会うのは、結構久しぶりだと思うけど……宗室の秘密について確実に知っているのは、きみと、小花と、俺の三人だけだ。俺が今まで調べた情報や、きみたちが知っていることを一からさらってみよう」

　何もかも手て探さぐり状態だけど。運命がどう転ぶかは、まだ分からない。

「絶対に、助けるから」

　去り際に、ぽつりと独ひとり言ごとのように決意を告げる幼馴染に、黒煉は『お前もな』と苦く笑しようした。

（……はっ、しまった！　そういえば、あいつに寝ろって命めいじたのにこれから会議するんじゃ意味ねえし！）

　伏羲のいぬ間に片付けるべき急務だから仕方ないとはいえ、黒煉がはたと気づいたのは、親友が出て行ってすぐのことだった。
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　雛すう花かを迎むかえに行くために志し紅こうが出て行った後、一人室内で待っていた黒こく煉れんは、不意に響いた、キイッという細い軋きしみに顔を上げた。扉とびらが開く音だ。

『えっと……志紅、と、雛花か？』

　妙に早い、というより早すぎる。もう戻ってきたのか、と重ねて問うも、返事はない。

　──胸むな騒さわぎがする。

「いいえ、残念ながら。……久しゅうございます。黒こく煉れん前ぜん陛へい下か」

　やがて、緞どん帳ちようを取りのけて現れたのは、予想外の人物だった。

（李り将しよう軍ぐん……なぜ、ここに？）

　志紅の腹心にして、右う龍りゆう武ぶ軍ぐんの長たる柱ちゆう国こく大だい将しよう軍ぐん、李り彗すい縹ひよう。〝武の丞じよう相しよう〟の異名を取るほど、槐かいの政まつりごとの中ちゆう枢すうを掌しよう握あくする男である。

（……しかも、勝手に入ってきやがった。あいつがいない隙すきを狙ねらったってことだよな）

　この時点で、怪あやしさが閾いき値ちに達している。

「前陛下におかれましてはご機き嫌げん麗うるわしく。お休みのところ、突とつ然ぜんの来訪をお許しください」

　金色の眼めで睨にらみつける黒煉に、彗縹は薄うす青あおの瞳ひとみを和やわらげ、流れるように膝ひざを折ると、臣下の礼を取った。今の黒煉は、籠かごに入った鳥に過ぎないのに。

（なんで、分かったんだ!?　オレが槐黒煉だって！）

　とっさに、白しらを切ろうと口をつぐむ黒煉に、「ああ、どうぞお気を楽に。前陛下がよみがえりの禁きん術じゆつで鷹の中に仮住まいしておいでなのは、私も存じ上げておりますよ」と先手を打たれた。そもそも、一度話しかけてしまってもいる。

　彗縹が纏まとう袍ほうは、白や淡緑に竹を刺し繡しゆうした紫し紺こん色いろ、光こう沢たくのある生き地じは薄うす暗ぐらい室内の明かりでもきれいに映える。褐かつ色しよくの褲こと猩しよう紅こうの帯を合わせた装よそおいは粋いきで、〝武の丞相〟と名高い彼の権勢を物語っている。しかし、官位や身分を示すものを一切身に着けていないのが気になった。私人として用があるとでも言いたいのか。

『なぜ、オレのことを知っている？』

　慎しん重ちように問うと、にっこりと意味深長な笑えみを返される。

「さあ？　老ろう獪かいな年寄りは、耳が遠くなる前に、順じゆん風ぷう耳じを侍はべらせておくものでございますから」

　順風耳とは、初代天てん后こうに仕つかえたとされる、彼方かなたの音まで聞き分ける神しん仙せんである。

（密みつ偵ていのことか？　それにしたって、伏ふつ羲き真しん君くんの監かん視しをくぐり抜けて情報を得るなんて。こいつは俺の在位中からやたらと耳が早かったとはいえ、さすがにおかしい。何か……特別な情報源があるのか。素す直なおに明かしてくれる気はなさそうだけど）

　黒煉は警けい戒かいを強める。

『……簒さん奪だつ帝ていの狗いぬが、まぬけな崩し御に帝んになんの用だ？』

　反応を見るために、わざと毒のある言い方を選ぶと、彗縹は萎い縮しゆくするどころか、ますます笑みを深めた。

「黒煉前陛下は、志紅陛下を大切になさっておいでなのですね」

　返ってきたのは、まったく唐突ともいえる言葉だった。思わずぽかんとする黒煉を前に、彗縹は手に持った羽う扇せんでゆるりと己おのれを扇あおぐ。

「失敬。突つき放はなした言い方で不仲を装い、志紅陛下を庇かばわれるおつもりでしたら、そうした心配はご不要です、という意味です。あなた様を利用してあの方に不自由を強しいる気は、一いつ切さいございませんので」

『……そうかよ』

　これは、なんとも肝きもが太い。その上、こちらの考えの一歩先を読まれている。さすがに跳ちよう梁りよう跋ばつ扈この禁城を統すべるだけはある。

　呆れつつも、黒煉は警戒を強めた。

（相変わらず、食えねー奴やつだな、李彗縹……）

　たとえば外見。わずかに白しら髪がの交まじる濃こい茶ちやの髪かみが、不しじ惑ゆう半ばの実年ねん齢れいを物語るぐらいで、不思議なほど若々しい。それはかつて、荊けい志し青せいの腹心だったにもかかわらず、〝荊けいの乱らん〟の前に袂たもとを分わかって独り生き残ったためだといわれていた。仲間の精気を啜すすって生命を伸のばしたのだと。

（たわごとだと思ってたけど。……こうして対たい峙じすると、すっげえ不気味な迫はく力りよくがあるな。在位中になんとも思わなかったのは、巧こう妙みように気配を隠かくしてたのか。なんで志紅は、コイツを平気でそばに置けるんだ）

　それ以上に、先日の窮きゆう奇き襲しゆう来らいの際も、雛花を手に掛かけるよう志紅に唆そそのかしたり、宗室の秘密を知っているようなそぶりを見せたりと、いまいち肚はらの読めない男である。

　思わずぞっと身ぶるいする黒煉の気も知らず、彗縹は続けた。

「無礼をお赦ゆるしください。本日は、前陛下にどうしてもお目通り願いたい者がおり、取り次ぎに上がらせていただいたのです」

『……その件、志紅は知ってんのか？』

「いいえ」

　即答されて、黒煉は面食らった。

（なんだ、それ!?）

　言外に、私は信用なりませんよと告げられたようなものだ。

『帰れ。話を聞く気はねえ。今のオレは見てのとおり、ただの鳥だ。お前が頭こうべを垂れる皇こう帝ていは別にいるはずだ』

「そうおっしゃらず。──前陛下からお許しが出ましたよ。こちらへ」

『だから許してねえって！』

　語気を荒らげる黒煉にまったく構わず、立ち上がった彗縹はにこにこと笑みを深めると、緞帳を指先で取りのけて、向こう側にいるらしい人物を手招いた。




「ほほう。入り口でも思ったが、人間くさくて湿し気けた部屋だのう。いかにも彼奴きやつらしいことじゃ」




　唐突に響いたのは、年寄りじみた口調と相そう反はんするような、高く細い声だ。声変わり前の、子供のような。

（誰だれだ？）

　とんとん、と軽い足音が近づいてくる。

「初にお目にかかる。おぬしが当代の皇帝か。に、しては、──ずいぶんと愛らしい小鳥姿よのう」
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　現れたのは、十三かそこらの少年だ。そしてその子は、どこか奇き妙みような雰囲気を持っていた。

　まず印象的なのは目だ。長いまつげに縁ふち取どられたそれは、見事な碧へき青せいである。色白な肌はだといい、人形じみて整った目鼻立ちといい、少女めいて見えるほどの麗うるわしさだが、装いが非常に変わっている。

　青みがかった白銀色の髪をひとつに編み、頭の横でくるりと丸くまとめて余りを垂らしている珍めずらしい髪形はまだいい。不可解なのはその、時じ代だい遅おくれの深しん衣いだ。城ま市ちから連れてきた舞ぶ台たい役者のようにも見えつつ、凝こった刺し繡しゆうの施された絹地は上質で、妙に物事を達たつ観かんしたような、歳としに似合わぬ老ろう成せいした雰囲気が気にかかる。もちろん口調も、だが。

（なんだ……こいつ？）

　おまけにこの少年も、当たり前に黒煉を先帝として扱あつかってくる──態度はぞんざいだが。仕方なく黒煉は、そのへんの疑問をいったん放ほう棄きした。

『前言を翻ひるがえすようだが。……当代皇帝はオレじゃねえけど、話は聞くぜ。現皇帝と、今は皇こう貴き妃ひやってるオレの異母妹に手出ししねーって確約できるんならな』

　籠の中で、無駄と知りつつ後ずさり、黒煉は彗縹と少年とを交こう互ごに睨んだ。

「そう警戒なさいますな。私が、志紅さまの害になることをするはずがないでしょう。この者は私の協力者です」

（きょ、協力者……？）

　白い羽扇をひらひらと揺ゆらし、のんびりと宥なだめてくるのは彗縹だ。

「もちろんあなた様にも危害は断じて加えません。そうですね、黄おう熊ゆう」

「ああ。殺しても仕方ないものは殺さぬ主義よ。羽虫もいきものゆえな」

　黄熊と呼ばれた少年はこくりと頷いた。容姿もあいまって仕草は愛らしいが、言葉は物ぶつ騒そう極まりない。

「時に黒煉前陛下。ひとつ、お尋たずねしてもよろしいか」

　不意に彗縹が声を潜ひそめるので、黒煉は『なんだ』と問い返す。

「もし復位が叶かなうなら、皇帝としての責せき任にんを、今からでもまっとうしたいと思われますかな？」

　彗縹の問いに、黒煉はぽかんとした。

（何を問うかと思えば……）

　反射的に開きかけた口を、一度閉じる。

　いきなり部屋に押しかけ、協力者だとかいう奇妙な少年を連れてきての、この問い。

　彗縹の狙いはなんだろう、としばし考えを巡めぐらせ──

　その薄青の瞳の奥に宿るものを、黒煉は直視する。

　途と端たん、背筋に悪お寒かんが走った。

　深しん淵えんを覗のぞいた、……と、思ったのだ。おまけに、彼はきっと、その暗くら闇やみを隠す気もない。

　不意に、親友の父親のことが思おもい浮うかぶ。忠誠を誓ちかった主君を伏羲に奪われた、荊志青。その志青のことを、生しよう涯がいを捧ささぐべき上官と心に決めていたのが彗縹だ。

　怨えん嗟さが連なっている。

　おそらくは今までも、二神の犠ぎ牲せいになった骸むくろの数だけ、同じ怨みが時代のどこかで生まれては消えてきたのだろう。

　否いな、消えてはいない。一人ひとりの人間の嘆なげきなど些さ細さいなものだろうが、積もればやがて黒い刃やいばと化して、そのうちに天にも届く。

　ふむ、と黒煉は結論を出した。

（どいつもこいつも、というか）

　──こいつはこいつで、呆れるくらい自分に正直だ。

（まあ、気持ちは分かるから）

　だから黒煉は返す。

　まじり気なしの本音を。それが、彗縹の望むとおりの答えであると知りながら。

『一度怖おじ気けづいたオレが今さら言うのもなんだけど、この血が受けた呪のろいは、もう誰にも譲ゆずる気はねえよ』

　それを聞いた瞬しゆん間かん、彗縹は視線を床に落とし、深く頭こうべを垂れて再び礼を取った。
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「煉れん兄にいさま！　やっとお会いできた……！」

『おう雛すう花か！　健勝そうでよかったぜ』

　深夜、月が中天を回って久しい。

　晴せい乾けん宮きゆうにある皇こう帝ていの居室。雛花が志し紅こうに案内された奥おくの隠かくし部屋に入ると、声なき声と、力強い羽ばたきに迎むかえられた。

　紫し檀たんの大だい卓たくに据すえられた大きな鳥かごの中、翼つばさを広げる黒い鷹たかに駆かけ寄より、雛花は思わず銀の格こう子しに縋すがりつく。

「本当に、一時はどうなることかと……煉兄さま……」

　なにせ雛花は、彼が志紅の手で胸を串くし刺ざしにされて惨ざん殺さつされる現場を、間近で見せられたのだ。その後、一度だけ再会できたものの、饕とう餮てつの襲しゆう来らいで離はなればなれになり、それ以後の消息は志紅を通して知るのみだった。

『なんだよ雛花、泣くなよ。オレまでつられちまうだろ』

「ご、ごめんなさい煉兄さま……だっ、て……」

　それきり互たがいに言葉が途と切ぎれる。じわりと熱くなった涙るい腺せんが、さっそく決けつ壊かいの兆きざしを見せているが、黒こく煉れんに苦く笑しようされ、雛花は首を振って溢あふれるものを堪こらえた。

（今までは、紅こう兄にいさまに反発していたから、会わせてもらうなんてとてもできないと思っていたけれど。こうして煉兄さまと再会できただけでも、和解の意味があったというものだわ！）

　ほうっと息をつく雛花に、黒煉入りの鷹は『心配かけちまったよな……』と嘴くちばしを寄せて気き遣づかってくれた。愛あい敬きようのあるその仕草は、切なさを和やわらげてくれる。

（はあ。安心した……）

　姿が変わっても本質は変わらない黒煉に、雛花はほっと胸を撫なで下おろした。念のため周囲を警けい戒かいしていたのだろう、しばらく居室の入り口に目を走らせていた志紅が、続けて緞どん帳ちようをめくって入ってくる。

「黒煉、お待たせ。……室へやを空あけていた間、誰だれも入って来なかったかな」

　わざわざ確認を取る志紅は、どことなしに硬かたい面おも持もちである。「何か異変でもあったのかしら？」と雛花は首を傾かしげた。

『……おう！　別になかったぜ？』

　しかし、異い母ぼ兄けいは無む邪じや気きにバサッと片かた翼よくを掲かかげて応える。一いつ瞬しゆん、志紅は何か口にしかけたが、黒煉がそう言うならそうなのだろうと納なつ得とくしたらしい。「なら、よかった」と力を抜いた。

『なあ雛花。詳くわしいことは全部、志紅から聞いたぜ。それで、伏ふつ羲き真しん君くんの目を気にしなくていいのは、三日間だけなんだっけ？　ちなみにその丹たん朱しゆとかいうニセ女じよ媧か娘にやん々にやん、いったいどうやって真君を引きつけてるんだろうな』

「たしかにわたくしも、どういうことかしらって不思議に思いましたわね」

　疑問はもっともだ。名前と短い呪じゆを唱えるだけで顕けん現げんできるほどぺたっと張り付いていた存在を、おびき寄せてよそに連れ出すというのは、なかなか至し難なんの業わざではないのだろうか。

（うーん。でも、その件に関しては、気になることが他にもあるというか）

　指先を顎あごに当てて視線を巡めぐらせていた雛花は、ふと志紅に尋たずねてみた。

「ええと、紅兄さまの話だと、伏羲真君はこれまでも〝眠ねむる〟ことがあったってことでしたわね？　それも、不在のあいだの行き先については〝強しいていうなら渾こん沌とん〟と表現していたとか」

「そうだね。もっとも、眠っている間でも呼びつければ応えがあったし、俺の行動もお見通しだった。こんなふうに蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんが薄うすくなったこともないから、今回はやはりいつもとは違ちがうんだろうとは思うが」

『マジ？　お前、伏羲真君とそんな話したんだ？　真君は、オレとはさっぱりしゃべらなかったぞ。力を使う時に目が合うくらいで、なんならどうしてオレが皇帝に選ばれたのかすら知らねえし。やっぱそのへん、個人差があるんだなぁ……にしても、神々が眠るって、どういう意味なんだろな。人間の眠りっていうと、疲つかれを癒いやして体力を回復するためのモンだけど』

　鳥かごの中で、鷹姿の黒煉がくりくりと首を傾げている。雛花も「うーん」と手を口くち許もとに動かした。

「では、女じよ媧か娘にやん々にやんも今は眠っておいでなのかしら。というかそもそも、同じように疲れを取るのが目的なら、わざわざ形も色も秩ちつ序じよもない闇やみの世界まで出向いて眠るってどういう意味でしょうね……？」

『分かんねえよなあ……』

「分かりませんわね……」
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　雛花と黒煉が、同じ方向にぐいーっと首を捻ひねっていると、その様子をしばらく黙だまって眺ながめていた志紅が、「その件についてだけど」と口をはさんだ。

「ちょっと、俺が個人的に調べてきたことを聞いてもらっていいかな」

「個人的に調べてきたこと、……？」

「ああ。暇ひまさえあれば神々を身体からだから追い出す方法を探していたから、謎なぞ解ときの足しになるかもしれない。むろん、決め手はいまだ摑つかめていないけれど……」

　──と、志紅から何気なくもたらされた情報は、雛花と黒煉にとってなかなかに衝しよう撃げき的てきなものだった。




「ふ、伏羲真君にじかに斬きりつけた、ですってぇ!?」

『自害と自じ傷しようを繰くり返かえしまくって、死し線せんがどこか試ためしてみたって、何やってんのお前!?』




「え、うん。ひとまず剣けんと弓で襲ってみたんだけど、全部素す通どおりしたし、鼻で笑われた。それなら自分ごと殺せないものかと試したら、今度は反応がまったく違った。致ち命めい傷しようかそうでない傷かにかかわらず、基本的には全部、俺の身体を操あやつって無理やり止めてきたよ。こっちも武器は当然使ったし、飛び降りと首くび吊つりと入じゆ水すいは挑ちよう戦せん済み。あとは、……なんだったかな。成功したのは服ふく毒どくした時だけで、これに関してはいろいろと成果が……」

「待って待って待ってってば紅兄さま。あ、あ、あなた、何してらっしゃるの!?」

　すらすらと、ろくでもない行状を列れつ挙きよする幼おさな馴な染じみを、雛花は額を押おさえつつ制止した。

「何……って？　自分にできそうなことを、思いつく限りでちょっとやってみただけだよ」

「どこが『ちょっと』で『だけだよ』なのか詳しくご説明いただいても!?」

「別に俺は、怪け我がには従じゆう軍ぐんで慣れているから、……」

『そういう問題じゃない!!』

　雛花と黒煉の絶ぜつ叫きようがきれいに被かぶった。

（だ、駄だ目めだわこの人、本気で手段選ばなさすぎ……!!）

　めまいがする。どうしたもんかと悶もん絶ぜつする幼おさな馴な染じみ二人をうっちゃり、志紅は何事もなかったかのように「で、話を戻もどすけど」と続ける。

「服毒自殺未み遂すいで分かったのは、神々は、俺たちの様子に常に目を光らせているわけではないということ。もちろん心を読まれるわけでもない。明らかに死ぬべく目立った行動を取ると、気け取どられて事前に阻そ止しされる。でも、段階を踏めば話が変わる。たとえば、何も知らない医局に砒ひ霜そうや冶や葛かつを薬の名目で取り寄せさせて、何も知らない厨ちゆう房ぼうに、安あん眠みんの薬だから適当に食事に混ぜるように命じて……と慎しん重ちように動けば、ちゃんと無事に死にかける」

「ちゃんと、ぶじに、しにかける……」

　言葉の並びの違い和わ感かんがすごい。が、復唱しながら雛花は、もうまともに受けとめるのを放ほう棄きした。

　なお、器うつわの不調に気づいた伏羲は、『油断も隙すきもない小こ僧ぞうめ』と舌打ちしつつ、志紅に【解とく】の字を使わせて回復させたという。

「つまり伏羲が力を振るう時は、必ず俺の身体を介かいさなければならない。たかが自身の器の解げ毒どくひとつ取ってもね。そして、今の段階で俺が死ぬと、不都合がある」

「今の段階……って？」

「つまり、俺の意識が残ったままというか、……伏羲にしてみれば、器の肉体を完全に支配していない状態、かな。そもそも皇こう帝ていや天てん后こうが崩ほう御ぎよしてから伏羲や女じよ媧かが次代に宿るのが基本である以上、器の死亡が彼らにとって問題になるか否いなかは、時期が関わっているんだと思う」

　志紅いわく、まったく血筋違いの彼が伏羲を身に宿すことは、黒煉の生き血を飲むだけで叶かなったらしい。だが伏羲からは、『しばらくはもとの器に引っ張られるため、安定するまでは黒煉を生き返らせることができない』と言われたそうだ。

「皇帝の中身が伏羲真君に成り代わられてからは子供が作れなくなるように、おそらく器の交代には決まりがあるんだ。女媧と天后の場合も同じだろう」

「なるほど……。そういえば前に、わたくしが自我を持ったまま死んでも宿った女め神がみが無事でいられるのか丹朱に確認したら、『心臓か脳を捧ささげてくれればどうにか』って言ってましたわ。あれは、一度器に宿ったが最後、その意識を掌しよう握あくするまでは出られないせいでしたのね。……あの、もう終わった話なので怖こわい笑い方しないでください紅兄さま」

　情報収集の手段はさておき、内容はさすがの収しゆう穫かくだった。

　なお、『これ以上の自傷をすれば、すぐに身体を乗っ取る』と脅おどされ、志紅の自死実験はそこで終しゆう了りようせざるを得なかった、らしい。

「さて。……さっき話したとおり、伏羲自身は武器では傷つけられないどころか、そもそも物理的な影えい響きようを受けない。彼らが直接世界に働きかけられるのは、せいぜいが、器の意識を支配したり、百ひやつ官かんの夢に顕あらわれて天てん啓けいをもたらす程度だ。桃とう華か源げんの創世神であるにもかかわらずにね。……妙みようじゃないか？」

　志紅の言葉に、雛花は戸と惑まどいつつ黒煉と顔を見合わせた。

「妙って、何がですの？」

『別に、普ふ通つうのことだろ。槐かいの、ってか桃華源の安あん寧ねいは、神々の力をお借りして俺たち皇帝や天后が守るものなんだから』

　また二人して首を傾げると、志紅は苦笑して解説を加える。

「ああ……そっか、きみたちならそう考えるよね。じゃあ言い方を変える。自分たちが創ったのに、神々はどうして世界をそんな不便なものにしたんだ？　誰かの身体を借りないと安定して存在すらできず、その誰かが死ねば自分もそいつごと消えるかもしれない。俺が神なら、いちいち誰かに寄生せずに、好き勝手に動き回れて、なんでも自由気ままにどうこうできるようにするけれど」

「それも……そうですわね？」

　考えたこともなかった。雛花は息を吞のむ。

（だって、二神が桃華源を創ったのも、その力をわたくしたちがお借りするのも、当たり前のことだから。別に、そうなっていたのなら、そういうものだって）

　志紅の話を聞いていると、だんだん、胸の内側でざわざわと薄うす暗ぐらいものが騒さわぐ。不安なのだ。これ以上踏ふみ込こんではいけない、そんな予感に囚とらわれる。

（馬ば鹿かね。それこそ杞き憂ゆうだわ……ちょっと話をした程度で、何を怖おじ気けづいているのよ）

　雛花の心中を知ってか知らずか、志紅はさらに続けた。

「桃華源特有の奇き妙みような点については、他にもある。たとえば、西方と比ひ較かくすると、より明らかになるよ」

　ちなみに大地の東西は、広大な樹じゆ海かいと砂さ海かいに隔へだてられ、地理に通じた隊商くらいしか行き来が叶わない。桃華源では、西方など、もはや別世界と認にん識しきされている。もちろん天后を目指す雛花にとっては、一生関わりのない場所である。「西の事情にお詳しいの？」と首を傾げると、志紅に苦笑された。

「何かの手がかりになるかもしれないと思って、ここのところ、時間の許す限り西方の事情に通じた商家出身の妃ひ嬪ひんを呼んで話を聞いたり、向こうの書しよ籍せきの翻ほん訳やくを片かたっ端ぱしから漁あさったりしたから」

　しれっと流すには、前置きがやっぱり不ふ穏おんだ。

「……天后になるためにわたくしも似たようなことをしましたから、人のこと言えないかもしれないですけれど、……あの、紅兄さま。それ、結構に結構な量ですわよね……？」

『って、お前が目の下に常じよう駐ちゆうさせてる隈と、今日の支し離り滅めつ裂れつな言動の理由はそれか！』

「だから心配しなくても別に、俺は不ふ眠みん不休くらい従軍で慣れ……」

『それはもういい!!』

　また被った。

「ちょっと紅兄さま、あのですね!?　情報はとっても興味深いし助かるのだけれど！　まずは自じ虐ぎやくの先せん輩ぱいとして、するなら今後は穏おん当とうでまっとうで人じん畜ちく無む害がいな方法でお願いします！　むしろそこは自虐趣しゆ味みの大鉄則ですわよ!!」

「いや雛花、俺のは自虐じゃなくてただの調査だから」

「ああ言えばこう言う!!」

　拳こぶしを握にぎりしめる雛花の抗こう議ぎを流しつつ、志紅は飄ひよう々ひようと話を続ける。

「ところで、二人とも知ってた？　西では令れい牌はい術じゆつは一いつ切さい使えないそうだよ。石せき碑ひを持ち込んでも、ただの文字が刻まれた石くれに過ぎない」

『ああ、それはオレも聞いたことがあるけど』

「……ええと、それがどうかしまして？」

「そもそも西方には、渾沌の魔まが一切出しゆつ没ぼつしないそうだ。代わりに、植生は独特で、たとえば人ひと喰くいの花が出たりはするとか。それを討とう伐ばつする特とく殊しゆな術はあるそうだけれど、令牌術とはまったく別物だ。もっと顕けん著ちよな例を挙あげようか。西方では西から陽が昇のぼるんだよ。桃華源では東だね。東西は、森と砂さ漠ばくに隔てられているだけで地続きなのに、そこまで違うのは妙じゃないか？」

「でも。そ、それは、……そういうものだから……」

「果たして、その一言で納得していい違いかな？　第一、西にはそもそもこれといった創世神話がない。なぜなら槐かい帝てい国こくのように一国支配ではないから。神話の種類も豊富で、信しん奉ぽうする神も国それぞれだ。もちろん神々は特に人間に干かん渉しようすることもない」

　そこで一度言葉を止め、志紅は目を伏ふせる。

「我々の創世神話に登場するのは『桃華源』だけだ。言葉や文字が力を持つのも東だけ。じゃあ、ここまで違う、西方とは──いや、逆か。西方とここまで違う桃華源とは、いったいなんだ？　神々が創ったのに、その神々ではじかに触ふれることすらできない。そして、特殊なばけものが襲おそってくるのも桃華源だけ。では、その渾沌の魔とは何なんだ？　どうして執しつ拗ように桃華源にやって来る？」

　次々に疑問を連ねつつ、志紅は、己おのれの右手に指を滑すべらせた。

　双そう龍りゆう戯ぎ珠じゆの紋もん様ようが縫ぬい取られた黒い手て甲こう。その下にある、蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんをなぞるように。

「桃華源だけが、どうして、こんなにいびつなんだ？」

「……いびつ、……だなんて」

　ぼんやりと、雛花は繰り返した。

「ちょっと乱暴、じゃないかしら。ただの違いだと、……思うけれど。変なのはむしろ、西方のほうかもしれないじゃない……」

　言い返すものの、声に力が籠こもらない。案の定、志紅にはすぐに反はん駁ばくされる。

「じゃあ、もうちょっといびつさを証明する例を挙げてみるよ。このあたりは雛花や黒煉のほうが詳しいだろうけれど……槐宗室の典てん範ぱんをさらっているうちに、ちょっと気になることがあって。雛花、後宮で皇こう后ごうや皇こう貴き妃ひの呼こ称しようは何か知っているね？」

「娘にやん々にやん、ですわね」

　不本意ながら、普ふ段だんそう呼ばれてしまっている雛花は、ちょっと顔をしかめる。

「でも、それは女媧への敬けい称しようと一緒だ。奇妙ではない？　女媧娘々と伏羲真君は兄きよう妹だい神しん。ゆえに、彼らの化け身しんである皇帝と天后は、決して結ばれない決まりだ。なぜなら近きん親しん婚こんは禁きん忌きだから」

『それは、たしかにオレもちょっと気になってた』

　呼びかけ代わりに、黒煉が嘴でちょいちょいと志紅の袍ほうを引っ張っている。話の内容はさておき、異母兄あにの仕草に雛花はちょっと和なごんだ。

『娘々は本来、女神への敬称だ。女媧と同一視される天后をそう呼ぶならまだ分かるが、皇后や皇貴妃をってのはおかしい。昔どっかで変に混ざったんだろうけど、なぜか今に至るまで訂てい正せいされてねえし』

「史書でも、正せい妃ひについて触れる時は、ずいぶん昔から……それこそ国の草そう創そう期きから娘々と記されておりますものね」

　黒煉と一いつ緒しよになってむう、と眉み間けんに皺しわを寄せていた雛花だが、ふと思いつくことがあり、「では、娘々の敬称は」と顔を上げる。

「そもそも、最初から皇后と女神、どちらのことも表す言葉として使われていた。……紅兄さまはそうおっしゃりたいの？」

「そうだよ」

　だとすれば。

「女媧と伏羲は、夫ふう婦ふでもあった。でも、その事実は、公おおやけにはすぐに秘された、ってことになりますわね」

　ならば、たしかに妙だ、と雛花は眉をひそめる。

「桃華源を創ったのは自分たちなのに、わざわざその自分たちの関係を禁忌にしているってこと、……になってしまうもの」

『んじゃあ、早いうちに、夫婦としては仲なか違たがいして離り縁えんしたのかも……って線はどうだ？』

　もっともな黒煉の意見に納得しかけるが、やはりそれでもおかしい。

「だったら、そんな面倒になる前に、呼称のどちらかを改めるはずでしてよ。道どう義ぎ的てきには禁忌にしても、自分たちが夫婦なのだという関係性を否定したくないから、こんな奇妙なことになっているのでしょう」

『……ああ、なるほど。そういや、そだな』

　──その、いびつさは。

　全部、雛花にとっては、「そういうものだから」ですませてきたことばかりなのに。

　雛花が黙り込むと、志紅が後を引ひき継つぐ。

「ちなみに、西方諸国の習しゆう俗ぞくや倫りん理り観かんをいくつか当たってみたけれど、別に近親婚が罪つみではない地域もあるよ。つまり、伏羲と女媧が、自分たちが夫婦であることを禁忌にしてしまったのは、……彼らが桃華源を創る上で下敷きにしたどこかの常識を、どうしても自分たちでは書き換えられなかったせいだ、って考えられないか？」

　違和感が少しずつ浮うき彫ぼりになると、なんだか酷ひどく──

（気持ち、悪いわ）

「伏羲と女媧は、渾こん沌とんから文字を紡つむぎ出したという。でも、文字そのものを作ったとは、神話のどこにも書かれていない。となればそれは、どこかから持ち込んだって証しよう左さにならないか？　令牌術で世の摂せつ理りに干渉できるのも、桃華源特有の歪ゆがみのひとつとすると、あの石碑はいったいなんだろう？」

（だって、そんなの。この桃華源は。そうしたら、まるで……）

　話をゆっくりと頭の中で嚙かみ砕くだくうち、雛花はある印象を覚えたのだ。口にするのも、はばかられるような。

　けれど、雛花が避さけた言葉は、志紅があっさり口にしてしまう。




「この桃華源。まるで、もともとは西側しかなかった世界に、あとから無理やりくっつけたようだと思わないか？　何か目的があって、どこかからさまざまな概がい念ねんを借りてきて、歪みに目をつぶってでも急ごしらえせざるを得なかった世界みたいだって」




　──それでは、この。

　雛花が今立っている、この国は。大地は。

　むしろ、そこで生を受けて育った自分は。

　何ものなのだ。

「……っ」

　ぞわりと背筋を悪お寒かんが這はう。思わず、雛花はぎゅっと両りよう腕うでで自身を抱だきしめた。

　しかし、志紅の声はさらに追い打ちをかけてくる。

「でも、一番の違和感はね。黒煉も雛花も、あまり知らなかっただろう。西方のことを。さほど興味もなかったんじゃない？」

『！　それは……』

　何か言い返しかけて、結局何も言えない黒煉の鳥かごに、雛花は寄りそう。そうすることで、きっと異母兄あにも抱いているであろう己と同じ惧おそれを、共有したかった。

　志紅の言葉はさらに続く。

「皇帝は西への外がい遊ゆうを禁じられている。さらに天后は一生、世せ俗ぞくと隔かく絶ぜつされる定めだ。宗そう室しつは、皇帝と天后にならなければ存在が無意味だと教育されるから、令牌術やさまざまな学問、歌か舞ぶ音おん曲ぎよくや礼れい儀ぎ作法にただ打ち込んで暮らす。国交こそ断絶していないけれど、西方に嫁かした公こう主しゆは、二度と帰国を許されない。まるで、宗室を西の情報から隔かく離りするかのようにね」

　一気に言い終えると、志紅はわずかに次の言葉に逡しゆん巡じゆんする様子を見せる。

「俺は、……そういう決まり事は全部、宗室に疑問を抱かせないためではないかと感じた。西との違いを、とりたてて不思議に思わせないための」

　桃華源は、なぜ創られたのか。

　文字はどこにあったものなのか。

　二神とは、何ものなのか。どこから来たのか。──ひいては、それらの謎について。

「あと、西の情報に詳しい妃嬪の一人が話してくれたけれど、今は桃華源となっているこの東側は、千年前はただの茫ぼう洋ようたる大おお海うな原ばらだった、という説話があるそうだ。ある時突とつ然ぜんに、一夜にして樹きと砂の海ができ、それを抜ぬけると肥ひ沃よくな大地が広がっていたと。もちろん、ただのヨタ話かもしれないが」

　だが、もし本当に──千年前、槐帝国の成立と同時に、国どころか桃華源そのものが、蜃しん気き楼ろうのごとく忽こつ然ぜんと出現していたとすれば？　まるで、人も文化も歴史すらも、さも当然のようにそこにあったような形なりをして……。

（駄目。この先は、もう……）

　志紅が言葉を発するたび、足元が崩くずれ落おちるような錯さつ覚かくに陥おちいり、雛花は一度目を閉じた。咽の喉どが干ひからびたようにからからで、呼吸のたび空気が気道を撫なでる感かん触しよくすら不快だ。

（だって、紅兄さまの話が真実なら。わたくしが当たり前だと、信じていたものは……）

　この、心臓の内を無数の蟲むしが這っているような嫌けん悪お感かんはどうしたことだ。いつの間にやら肉に深く爪つめを潜らせて巣食ったその蟲は、しきりに喚わめく。

　──何も知るな。何も見るな。許さない、と。言うなれば、まさに呪いのごとくに。

　雛花の動揺を斟しん酌しやくせず、志紅は続ける。

「で、ここでひとつの仮説を立てる。二神は、渾沌にわざわざ出向いて眠りにつかなければならないらしい。だとすれば、──彼らの本来あるべきところは、桃華源ではなく、渾沌なんじゃないか？」

　桃華源では形を保っていられないから、仮かり初そめの器として最適な人間を選んで宿る。

「そして、渾沌の魔がなぜ、桃華源だけを選んで狙ねらうのか。それは、二神が世界観や文字を借りてきたのが、ひょっとしたら──」




「待っ、て」




　考える前に制止の言葉が出ていて、雛花は自分で驚おどろいた。

「……ごめんなさい。でも、少しだけお願い。……追いつけないの。頭じゃなくて、気持ちが」

　目を瞠みはる志紅の顔を見ていられず、とっさに視線を逸そらす。

（これ以上は、聞いていられない）

　今まで培つちかってきた当たり前を、こんな、ちょっとした言葉の連つらなりだけで突つき崩くずされる。

　まさに、『文字と言葉が力を持つ』桃華源らしい──そんな皮ひ肉にくに、唇くちびるが歪む。救いを求めて黒煉を見るが、彼も耐たえるように、黄金の眼めでじっと床ゆかの一点を見つめていた。

　真っ青になった雛花の顔を見て、志紅は「……ごめん」と俯うつむく。

「とにかく、桃華源は、すごくいびつで奇妙なところがある。その理由が、一連の謎なぞの答えに繫つながっていないかな、と。……俺が調べられたのは今のところここまでなんだ。あまり具体的な解決方法に至らなくて、申し訳ないけれど」

　頭を下げる志紅に、雛花は「そんなことありませんわ！」と慌あわてて首を振った。むしろ、簒さん奪だつからの短期間でよくぞそこまで摑んだものだ、といっそ感動する。

『お前すげえな。やり方はアレなのもあるけど』

「ありがとう。そう言ってもらえると、隙を見ていろいろと伏羲に挑んだ甲か斐いがあったよ。女媧の行ゆく方えには直接関わらない情報ばかりだから、役に立つか分からないけど……」

　黒煉と志紅の会話を聞きながら、雛花は実感する。

（紅兄さまは。この人は、わたくしたちとはやっぱり違う。……わたくしや煉兄さまじゃ到とう底てい思いもよらなかったことを、どんどん考えては取り入れていく）

　目的のためならば死しに物もの狂ぐるいで手を尽つくす、その執しゆう念ねんはつくづくすさまじい。

　また、彼が究明せんと調べてきたことは、雛花では、──宗室に連なる者では、決して行き着けなかったものばかり。

（でも……それならなおさら、どうして伏羲真君が紅兄さまに賭かけなんて持ちかけたのか分からないわ）

　ふとまた、同じ問いが頭を過よぎった。

（仲の悪い相手に降くだって居い心ごこ地ちが悪い、どころの話じゃないもの。不都合では、……ないのかしら）

　宗室ならば。黒煉ならば、今までどおりただ自じ我がを蝕むしばんで支配してしまえばいい。現に彼は、伏羲とほとんど言葉を交かわしもしなかったというではないか。

　第一、先ほど志紅が実験したという自死のくだりも、もし雛花が伏羲の立場なら、そんな危なっかしい器の自我など即そく座ざに消しにかかるだろう。しかし、結果として志紅はまだ無事でいる。

（知った人間を残らず消してしまうほどに探さぐられたくない秘密なのに。どうして、わざわざ泳がせて、試すような真ま似ねをするのかしら……。伏羲真君もだし、丹朱も……）

　疑問を胸に俯く雛花に代わり、『それでさ、志紅』と声を上げたのは黒煉だ。

『まあ、オレもちょっと混乱してるんだけど……お前の話、すっげえ興味深かったよ。ちなみに、ニセ女媧娘々の正体は、お前ならどう考える？　そいつが【白はく澤たく】だって点は、噓うそではないんじゃないかってのが雛花の見立てだけど……』

　伝説によれば、白澤は、伏羲と女媧を手助けした善の獣けもの。

　──つまり、二神の、ひいては桃華源に与くみする存在のはずなのだが。

　それだけでは納得しきれない含みを持たせて、丹朱は消えた。

「……女媧に成り代わるだけの同等の力があって。伏羲に知られたくないということは、今は敵対しているかもしれない存在で。さらには、桃華源にいることを、二神からおそらく許容されていないもの」

　そして、渾沌の魔に、非常に詳しいもの。

　──〝窮きゆう奇きかあ、懐なつかしいねぇ。元気してる？〟

　ふと思おもい浮うかんだのは、先日、丹朱に言われた台詞せりふだ。

　四し凶きようを相手にあまりにものどかな発言で、当時は彼のことを女媧だと信じていた雛花でも呆あきれたものだ。

　しかし、彼が女媧ではないのなら。そして、伏羲から歓かん迎げいされない者なのだとしたら。




「まさか、彼は渾沌の魔……？」




　閃ひらめきは、そのまま口をついてしまった。

「な、なぁんてね！　……だとしたら、わざわざ仲間の窮奇や饕とう餮てつを討うつわけがないもの」

「いや、俺も同じことを考えた」

　笑って自分の言葉を否定しようとした雛花に、志紅が硬かたい表情で首を振る。

「伏羲も、愛あい妹まいである女媧となんの言葉も交わせていないことに不ふ審しん感かんを抱いているから。渾沌の魔と一口に言っても、一枚岩とは限らないわけだしね」

　万一そうだとすれば、見過ごせないどころの話ではない。雛花は唇をわななかせた。

「よりによって、本当にばけものが女媧になりすましているのだとしたら……」

　ただでさえ、四凶が立て続けに襲来して世情が不安定なのだ。

　ちなみに、まだ桃華源に出現していないのは、残り二種──【檮とう杌こつ】と、まさに渾沌の音を有する【渾こん敦とん】。

　どちらも、饕餮や窮奇より暴虐な性質で、さらに恐ろしい力を有するという。ことに後者については、「存在そのものが波乱を呼び、ひとたび見れば生きて帰ることは叶わない」とまで『白はく澤たく図ず』に記載されている。それらが今後訪れない保証などない。

　その上に、にせものの女媧まで渾沌の魔だとすれば、桃華源が大混乱に陥おちいるのは必至。

（大変なことに、なってしまったわ……）

　──謎解きの期限まで、残り二日しかない。

　思わず、雛花は胸の前でぎゅっと両拳を握り固める。

　そして、志紅の手で図はからずも気づかされてしまった、桃華源や創世の神々への疑念を、どうにか意識の外に追いやることにする。

（べ、別に……どんな真相を知ったところで、目標は変わらないわ！　……わたくしは、槐帝国を、桃華源を守る天后になるのだもの）

　決意を新たに、自らに言い聞かせるように視線を伏せる雛花を、気遣うように志紅がじっと見守っていた。
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　その日はすでにかなり時間が遅おそかったこともあり、三人は不安を覚えつつ解散した。とはいえ、場所は晴せい乾けん宮きゆうにある皇こう帝ていの居室なので、退去するのは雛すう花か一人である。

（……なんだか、怖い。今、独ひとりになりたくない……）

　とっさに雛花は唇くちびるを嚙かむ。この奇妙な危き惧ぐを抱かかえたまま、夜明けを待てる気がしない。

「それじゃ、……わたくしはこれで……」

　しかし、どうにか動揺を押し隠して退出を告げた途端、不意に『あ、ちょっと待てよ雛花』と黒こく煉れんが呼び止めてくる。彼はさらに志し紅こうに告げた。

『なあ志紅、頼みがあるんだけど。……ちょっとの間ま、雛花と二人にしてほしいんだ』

　ばさばさと翼つばさを振って『数分でいいからさ』と重ねる黒煉に、「え？　煉れん兄にいさま……？」と雛花は戸惑う。もちろん志紅も眉まゆをひそめた。

「それは、俺がいちゃできない話？」

『ごめんな。気ィ悪くすんなよ。兄妹きようだいだけで、話したい。……駄目か？』

「……そういうことなら」

　顔色の悪い雛花をちらりと気き遣づかわしげに見やる黒煉に、志紅も何かを察さつしたらしい。「扉の近くにいるよ、終わったら呼んで」と言い残して、すぐに緞どん帳ちようの向こうに消えてしまう。

　展開にまごつく雛花に、黒煉は『はー、ビックリしたよなぁ！』と明るく切り出した。

『ってか、ビックリさせたよな。志紅の奴やつ、見かけによらず飛ばす時ゃ飛ばすからさ』

「は、はい」

　おずおずと首しゆ肯こうを返すが、会話はそこで途と切ぎれる。黒煉にとって、先ほどの話はさほど心乱れることもなかったのだろうか。気まずくて俯うつむく雛花に、異い母ぼ兄けいは快かい活かつに語った。

『それだけに、槐かいに新しい風を呼び込める奴なんだよ、あいつは。……だってのに、軽々しく命を使い捨てようとしやがるから、いただけねえんだよなぁ』

　その台詞せりふは、どこか自らに言い聞かせているようでもあって。雛花ははっとする。

（ああ、……そうだわ。伏ふつ羲き真しん君くんが、紅こう兄にいさまの中から出ていくということは……）

　つまり、黒煉に宿り直すこと。そうでなくとも、他の兄あに皇子おうじの誰かが生いけ贄にえになることだ。

（桃とう華か源げんの営いとなみを正常に戻す、という目的はあっても。わたくしは、その先を考えていない。考えてこなかったし、……今も、考えようとすると、頭が拒きよ絶ぜつする。なぜ、……？）

　またひとつ、疑問が生まれる。都つ度どに覚える胸のざらつきを、雛花はいまだ宥なだめられない。

『なあ雛花。お前が考えていること、お前が目指していること。それはオレも一緒なんだ』

　不意に。異母兄の穏やかな言葉が、雛花のささくれた心の上を、ふわりと撫なでていった。

『お前がどうしても考えられないこと。それもまた、オレと同じだ。……なんで、いつから、オレたちはそうなんだろうな？　ったく、自己不信に陥おちいりそうだぜ。疑問を持つこと、それ自体が怖いなんてさ』

　そう言って笑える黒煉は、強い人だ。同じ強さを持てずに俯く雛花に、彼は続けた。

『だけど、それでもひとつだけ、オレはちゃんと信じられるモンがあるんだぜ』

「ひとつだけ信じられるもの？」

『お前たちが、絶対にどんな時も大事だってことだよ』

「！」

　息を吞のむ雛花に、言い含めるように黒い鷹たかは続ける。

『……その願いは、ひょっとしたら二神の御み心こころに背そむくのかもしれないけど。でもオレは、お前にはちゃんと、何があっても幸せになってほしいんだよ。できれば志紅と一緒にな』

「一緒にも、何も。紅兄さまは……わたくしのことを、妹としか」

『見てねえかどうかは、ちゃんとあいつの話を正面から聞いて決めてやってくれよ。まったくお前、普段は鋭いのに、自分のことにはてんであんぽんたんだもんな！』

　カラカラ笑う黒煉に、「意味が分かりませんわ」と口を尖とがらせつつ、雛花は少しだけ胸のつかえが取れた気がしていた。

　急に甘えたくなって、銀の鳥かごの隙間から、その中に手を伸ばす。雛花の意図を理解してくれたのか、異母兄あにはよしよしと慰なぐさめるように嘴くちばしを白い指先にすりつけてくれた。

『それが再確認できたから、まあ、いっぺん死んでみるのも悪かねえな』

「……もう、煉兄さまったら、そんな縁えん起ぎでもないことおっしゃらないで」

『って、──オレが思ってること、忘れないでくれよ』

　ふと笑いを引っ込め、黒煉は付け足した。

『きっと、覚えててくれよ、雛花』

　異母兄の声こわ音ねが含む不思議な色に、穏やかな黄金のまなざしの裏に見え隠れする影に。

「煉兄さま？　どうなさったの」

　雛花は首を傾げた。だが、なんでもねえよ、と黒煉には笑って誤ご魔ま化かされてしまう。

「なんでもないって感じじゃ……」

『おーい志紅、話は終わったぞ！　ついでに、雛花を室へやまで送っていってやってくれ』

　しかし、そこで黒煉が無理やり話を遮さえぎって志紅を呼んだため、質問は立ち消えてしまった。

　おまけに、さらっと付け足された依頼も不満である。早々に戻ってきた志紅が、「じゃ、行こうか雛花」と当然のように実行しようとするのも気に食わない。




「わたくし、一人で戻もどれますわ。宮きゆう中ちゆうだし、衛えい兵へいもたくさんいるし、きっと侍じ女じよ……珞らく紫しも、やきもきしながら待ってくれていますもの。この時間まで何やってたんだって、紅兄さまがまた殴なぐられたら事ですし」

「じゃあ、なおのことしっかり送り届けないと。珞紫どのからは、次に何かあったら背骨くらい覚かく悟ごしやがれと言われているから」

「……頰ほお骨ぼねではないのね、そこは」

　固こ辞じする雛花を押し切って、志紅は泰たい坤こん宮きゆうの室まで送ってくれたが、そのあいだ、わざと謎なぞ解ときとは関係のない話ばかりをしていた気がする。おそらく、雛花の動どう揺ようを慮おもんぱかってくれたのだろう。

　翠すい帳ちよう紅こう閨けいの私室の扉とびらをくぐった雛花は、目的を果たしておもむろに踵きびすを返かえす志紅の背を、振り向いて見送る。

（煉兄さまといい、紅兄さまといい、……はあ。よっぽど危なっかしく見えたのね、わたくし。余計な心配をかけて、情けないわ）

　禁きん色じきの黒が、角をするりと曲がっていくのを確かく認にんすると、雛花はため息をついた。まだ頭の中で、整理しきれない情報や感情のかけらが渦うずを巻いている、気がする。

（それにしても、……反はん目もくしているわけではなくなっても、わたくしはあなたに心を揺ゆらされてばかりね、紅兄さま）

　声に出す予定のない文もん句くを心中でつけ、唇を尖らせる。

　本当に、こんな時にまで。彼には、振り回されてばかり。

　しくりと痛む胸には、気づかないふりをした。
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　──そして、翌朝。

　夜明け前から起き出した雛すう花かは、身み支じ度たくを整えると、朝食もそこそこに、内ない廷ていにある書庫に籠こもっていた。

　蔵ぞう書しよの目録の文字列をひとつひとつ辿たどりながら、まだ新しい墨すみと竹ちく簡かんのにおいをかぐ。高価な紙の稀き覯こう本ぼんの棚たなの向こうには、詠えい仙せんや説せつ仙せんの石せき碑ひがきれいに磨みがかれて陳ちん列れつされている。

（崑こん崙ろん由来の書はもちろん、今さら『白はく澤たく図ず』をさらっても、もう手がかりがあるとは思えないわ。新しい石碑も発見されていないし……外がい廷ていの書庫もおそらく同じでしょうね。目新しい情報がないのは、まあ仕方ないとして）

　壁かべにびっしりと並ぶ書しよ架かを見上げながら、雛花は、誰だれもいない、まだ薄うす暗ぐらい書庫でため息をつく。やっと夜から目覚め始めた陽が、簾すだれを上げた窓から射さし込こみ、舞まい上あがった細かな埃ほこりが淡あわい光の帯を作っていた。

（謎解きの期限は、明後日あさつて。それまでにどうにか答えを見つけないと。でも、伏ふつ羲き真しん君くんがお戻もどりになったら……というか、そもそも穏おん便びんに戻ってこられるのかしら。だって、女じよ媧か娘にやん々にやんのふりをしておびき出すって。どう考えても、不ふ穏おんすぎない？）

　なお、禁きん城じよう書庫にある文ぶん献けんをほとんど読どく破はしている雛花の今回の目的は、知識の取得とは少し別にある。

（……紅こう兄にいさまの話のとおりだわ。ここにある資料、西方関連のものが少なすぎる。特に帝てい国こく草そう創そう期きの西との交流については、意図的としか思えないくらい何もないわね）

　見慣れた書簡をいくつか手に取ってざっと眺ながめ、雛花は顔をしかめた。今までは「そういうものだから」と納なつ得とくしてただ諳そらんじるばかりだった神話や史書の数々は、志し紅こうの視点を取り入れてからこちら、不ふ可か解かい極きわまりないものに感じられる。

（創世神話も、建国神話も、肝かん心じんなところがぼかされてばかりだし、伏羲真君や女媧娘々以外の神仙の記述も曖あい昧まいすぎる。やっぱり、宗そう室しつだけ情報が分断されているというか……いろんなことを、意図的に誤ご魔ま化かされているみたいだわ）

　しかし、わざわざそんなことをする意味は分からない。

　だんだん自身の〝常識〟にも〝知識〟にも自信が持てなくなってきたが、このままぐるぐる悩なやんでいても仕方がない。

（巷ちまたでは、そのあたりどんなふうに伝わっているのかしら？　東西交易に詳くわしいかたには、紅兄さまが当たってるって言ってたっけ……ああもうほんと抜ぬけ目めないわ、あの人。まあ、情報通には事欠かないけれどね、この後宮）

　なぜなら黒こく煉れんが〝とっておきの美び姫き〟を取とり揃そろえた槐かいの後宮は、今、ちょっとどころではなく異常なことになっている。

　形式としては一応、皇こう貴き妃ひたる雛花を筆頭に、九きゆう嬪ひん、二に十じゆう七なな世せい婦ふ、女によ官かんたる八はち十じゆう一いち御ぎよ妻さいが、それぞれいくばくかは足らずともきちんと存在している。皇こう后ごう、四し妃ひが不在とはいえ、問題はそこではない。

　なにせこの後宮──平均年ねん齢れいが七十過ぎなのである。

　外廷では、『耳順ろくじゆうは乙おと女めのはじまり』『枯かれ木きが山の賑にぎわい』『場合によっては抱だいたが最さい期ご（相手が）』と、そっと囁ささやかれているとか。

　どうも黒煉からすれば、「自分が渾こん沌とんの魔まの討とう伐ばつなどで不ふ慮りよの死を遂とげた時に、若い身空で道て観ら入りなどしなくてすむように」と、「子供を作らなければ、伏ふつ羲き真しん君くんに乗っ取られるのを先延ばしにできるかもしれない」というふたつの目的を兼かねた、それなりの意義を持つ後宮らしいが、はたから見れば一種のご乱心に等しい。

　ついでに、志紅の代になってからは、期間限定で幼女が四妃に据すえられていたこともあった。ゆえに外廷の噂うわさ話ばなしには、『このごろの皇帝は女の趣しゆ味みがヤバい』という単なる事実がひっそり追加されたという。

（でもその実態は、商売、隠おん密みつ活動から、武芸、工芸に至るまで、ありとあらゆる技術に秀ひいでた最強職歴のおばあちゃん集団……）

　とりわけ雛花と仲がいいのは、呉ご灰かい英えいという爆ばく炭たん──妓ぎ楼ろうの女あるじ──上がりのご婦人である。御おん歳としは詳しくは知らないが、おそらくは六十代だろう。

（それじゃわたくしも、そろそろ灰英のところに行かなくちゃ）

　ふうっと息をつき、雛花は書庫番の官かん吏りたちをねぎらってから回かい廊ろうに出た。

　槐後宮は男子禁きん制せいではないので、見張りの禁きん軍ぐん兵へいがところどころを守っている。かつて雛花が皇貴妃に立てられてからは、志紅の手で泰たい坤こん宮きゆうから一歩も出られない呪のろいをかけられたり、窮きゆう奇きの襲しゆう来らいのせいで高こう楼ろうに幽ゆう閉へいされかけたこともあった。あの頃ころを思えば、兵の目を気にせず後宮内だけでも堂々と自由に歩けるようになったことは喜ばしい。

　ちなみに灰英を訪ねる目的は、謎解き関連ではない。

　後宮全体の監かん督とくを彼女に一任しているので、その報告と、──何より、渾こん沌とんの魔まに関する市し井せいの情報収集のためだ。

（謎解き遊びの期間中は、皇帝や天てん后こうの力が使えない。国内に四し凶きよう級きゆうの魔が出ただとか、万一のことがあればわたくしにも報しらせてほしいって紅兄さまには頼たのんであるけど……どうせ絶対、教えてくれないでしょ、あの人）

　前々から薄うす々うす感づいていたものの、簒さん奪だつの後、確信したこと。

　とにかく志紅は、雛花や黒煉を安全な場所に囲かこい込んで守ろうとする傾けい向こうがある。それはもう、問答無用で串くし刺ざしにして命を奪うばったり、無理やり後宮に放り込んで監禁するくらいに。

（それがどうしても受うけ容いれられなくて、いつもぶつかり合っていたけれど……）

　もはや、雛花は悟さとった。諦あきらめの境地に達したと言いい換かえてもいい。

　──要はバレなければいいのだ、と。

（あれは一種の病気というか災害みたいなものなんだわ。一生治らない。鷹たかになった煉れん兄にいさまのことだけ守っていただけるならそれでよし、わたくしはお気持ちだけ頂ちよう戴だいします。わざわざ彼の許きよ諾だくを得なくても、好きに自じ衛えいして勝手に動かせていただくわよ）

　彼のしでかしてくれたもろもろのお蔭かげで、ここ最近、図ず太ぶとさが増してきた雛花だ。

　本人が聞いたら、常のさわやかな笑顔が凍こおりつきそうなことを考えつつ、意い気き揚よう々ようと灰英の居きよ所しよを目指した。
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「おはようございます、灰かい英えい。朝早くからごめんなさい。後宮の皆みなさまは、特にお変わりない？」

「ああ、雛すう花かさまもおはようサン。ありがとよ、アタシたちゃ何もないサ。そろそろお迎むかえが来そうな奴やつもいないよ。今のところだけど」

「わあ、朝っぱらから黒々したお戯たわむれをありがとうございます……さすが介かい護ご後宮……」

　後宮の一角にある灰英の室へやに辿たどり着いた雛花は、象ぞう牙げの小しよう卓たくを挟はさんで腰こしを落ち着け、部屋の主ぬしと語らっていた。室内の調度品は、大だい卓たくも長なが椅い子すも文ふ机づくえも、螺ら鈿でん細ざい工くを控ひかえめに施ほどこした黒こく檀たんで揃そろえてあり、彼女の趣味のよさが窺うかがえる。

「しかし、あんたも災難だねえ。わざわざ後宮のババア使わなきゃ、情報ひとつ得られないたァね。志し紅こう陛へい下かとは一応和解したっつっても、いまだに腹の探さぐり合いは続けてンのかい？」

「逆ですわよ。ここの皆さまが優ゆう秀しゆうすぎるの。どこの国に、春しゆん燕えん一の女じよ郎ろう宿やどを営いとなんだ人脈最強の元爆ばく炭たんに、元凄すご腕うで女おんな隠おん密みつ、世界を股またにかける商家がお里の情報通、その他もろもろ各種達人の揃った後宮があるのよ」

「おやおや。過分な評価、光栄なこって！　ま、とりあえずここにあるねえ」

　すっかり名のとおりの灰色に染まった髪かみを、派手な双そう刀とう髻けいに結ゆい上げた灰英は、さすがの艶いろ街まち出身なだけあり派手好みだ。初夏らしい薄うす水みず色いろを基本とした絽ろの襦じゆ裙くんや刻絲つづれおりの帯といい、鮮あざやかに蜜みつ紅べにで彩いろどられた唇といい、椅い子すの手て摺すりにしなだれかかる仕草といい、若い頃はさぞや数多あまたの男を手玉に取ってきたのだろう。今は少しばかり、胸や尻しり以外も肉付きがよくなっているが、知性の光る薄うす紫むらさきの眼めは衰おとろえを感じさせず美しい。

「それで、今のところ国内に変な動きはない？」

「ない……と言ってやりたいんだけど、ちょっとね。気がかりな情報はあったよ」

「！　それは、どんな」

　すかさず食いつく雛花に、「うーん、それがねえ」と灰英は珍めずらしく言葉に困っているふうだ。

「まだあくまで裏の取れない噂話の域いきなんだけど。三日くらい前、西の州都の秋しゆう鶸じやくに、馬ば鹿かでかい饕とう餮てつが出たらしいのサ」

「な……んですって」

「それどころか、数頭の群れでね。他の渾こん沌とんの魔まもオマケで連れて現れて、城ま市ちは一時、大混乱に陥おちいったとか」

　思わず、雛花は絶句した。

（饕餮……？　あの一頭だけではなかったの!?　いいえ、そのたった一頭でも、皇帝と天てん后こう、どちらの力も同時に使わなければ歯が立たなかったばけものだわ。なのに、他の魔まで引き連れて、群れで、……ですって!?）

　そんなもの、本当ならば被ひ害がいは計り知れない。

「!?　それでっ、どうなったの！」

　驚おどろきと焦あせりが同時に押おし寄よせる。覚悟して話の続きを待つ雛花だが、灰英の話はまったく予想外の方に進んだ。

「いやね、それがサ。聞いてビックリなんだけど。死者どころか怪け我が人にんもなし、建物もほぼ無傷だとよ」

「……は？」

　──あり得ない。

　即そく座ざに結論を出す。

　饕餮は、暴ぼう食しよくのけだものだ。あらゆるものをその巨きよ大だいな口で齧かじり取り、ひと吞みにする。一頭きりで襲しゆう来らいした前回でさえ、出しゆつ没ぼつ地ちとなった辺境や首都春燕の惨さん状じようはすさまじかったと聞いたし、禁きん城じようの地下も甚じん大だいな損害をこうむった。

「作り話にしては広がるのがやけに速いんだけど、もっと妙みようなのはここからだよ。饕餮どもを追おい払はらったのは、秋鶸の州しゆう師しじゃなかったそうなのサ」

「え？」

　州師とは、地方を守る軍団である。首都や禁きん城じようを守る禁きん軍ぐんからは独立した存在だ。

「龍りゆう旗きが見えたとか。つまり、禁軍さね。それも、狻さん猊げい宝ほう傘さんの旗だ」

　宝傘とは、国と民たみをあまねく守る神しん仙せんの傘のこと。狻さん猊げいは獅し子しの亜あ種しゆで、魔を喰らう瑞ずい獣じゆうである。そのふたつを組み合わせた軍旗が示すのは、槐かい帝国ではただひとつ。

「……右う龍りゆう武ぶ軍ぐん。紅こう兄にいさま……いえ、李り彗すい縹ひようさまの兵ってことですの？　たまたま右龍武軍が秋鶸にいて、おまけに饕餮を追い払った……？　そんな馬鹿な」

　四凶には、伏羲や女媧の力がなければ対たい抗こう不可能なはず。いかに禁軍とはいえ、それも饕餮を含ふくむ魔の大群を迎むかえ撃うって無傷とは、にわかに信じがたい。

「んっとだね、それがなんと、禁軍そのものじゃないらしい。いや、これも噂うわさなんだけどね──饕餮どもを撃げき退たいしたのは、その龍武軍が連れていた、凄すご腕うでの令れい牌はい術じゆつ士しなんだとさ」

「え？　……凄腕のって、……まさか単身ではないのでしょう？」

「いや、独ひとりらしいよ。それも、なんとビックリ、洟ハナ垂たらしててもおかしくないような年とし端はもいかない餓ガ鬼キだってサ。見たとこ十を過ぎたかそこらとか聞いたっけな」

「はあ!?」

　今度こそ雛花は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　槐帝国所属の令牌術士が魔の討伐に参加するのは当然のことだが、もちろん集団である。いくら腕うでの立つ術士でも、独りでできることは限られているし、そもそも束になっても饕餮には及およばない。それが単身どころか、子供だなどと。

「なんでも、えらく古風な装よそおいで、ドえらくキレイな顔立ちの、男の餓鬼だとよ。おまけに、令牌術士のくせに、令牌も使わず呪じゆも唱えずで。さらに仰ぎよう天てん、魔の大群に向き合って、何やらゴニョゴニョ呼びかけるだけで、ばけものどもはみんな素す直なおにぞろぞろ退散していったときたもんだ」

「えええ……？　さすがに眉まゆつばにもほどがなくて？」

　首都から遠く離れた西の都のことだ。さっき灰英も、裏の取れない噂話だと言っていた。

「さらに問題はここからサ。今度はつい昨日のことだがね。夕刻、今度は、同じばけもの集団が、この春燕の外れに現れたらしいよ」

「!?　噓うそでしょう！」

　今度こそ信じられず、雛花は目を瞠みはる。

（だって、そんな騒さわぎの気配なんて全然なかった……！　いくら後宮が外界と隔へだてられているからって、饕餮の大群が出ればさすがに分かる。ひと晩で片付くわけもない）

「で、だ。さらにわけが分からないのは、またしても右龍武軍が同じ餓鬼を連れて現れて、ばけものを撃退しちまったってことだよ」

「はぁあ……何者なの、その子供って？　右龍武軍とはどんな関係？」

　何から何まで謎なぞに満ちている。雛花は肩かたを落とした。たしかに、被害がないならそれに越こしたことはないが、しかし……。

「まったく分からない。餓鬼と一緒にいた将が誰かは不明で、餓鬼自身はシレっと姿を消しちまったらしいし、禁軍へは報告もないってサ。だが、単なる噂で片付けるには、まーあ目もく撃げき者しやが多すぎてねえ。話が広がるにつれ、城ま市ち全体を巻き込むほどの騒ぎになってるよ」

　この調子だと秋しゆう鶸じやくからも噂が立っているだろうから、きっと国中に拡散するまで日はかからない。そう続けて、灰英は煙管きせるに唇をつける。

「騒ぎってなァね。それだけなら、渾沌の魔に対抗し得うる、謎の救きゆう済さい者しや現る！　ですむんだけど。厄やつ介かいなのは、その餓鬼が、魔を追い払った後、ひれ伏ふさんばかりにそいつを拝む民衆に向けて、ケッタイなことを抜かしたそうなのサ」

「けったいな、こと？」

「なんでもね……」

　──創世の神々、伏ふつ羲きと女じよ媧かは、この桃とう華か源げんを見捨てたもうた。

　皇帝と天后は、もはやその力を失っている。

　ゆえに己おのれは、無む慈じ悲ひな神に代わり、民を守る存在である。

「なっ……!?　ちょっと！　どういうこと!?」

「それだけじゃない。……これまで桃華源に襲来していた渾沌の魔は、実は伏羲と女媧が呼びよせていたものだとまで吹ふいたそうだよ。自分たちに人じん心しんを集め、支配するためにってね」

「……なによ、それ」

　なんだ、その子供は。なんの恨うらみや根こん拠きよがあって、そんな大おお法ぼ螺らを！

　怒いかりやら混乱やらで声が出ず、雛花は黙だまり込んだ。

「ああ、この件、まァ志紅陛下もご存じじゃいるだろうが、なにせ雲を摑むような話だし、対応に困ってるかもしれないねえ」

　しかしまあ変なこともあるもんだねえ、と。

　適当に締しめくくり、灰英は紫し煙えんを吐はき出した。

「……その話、また続報が入れば教えてくださいな」

　それ以上は何もないとのことで、やりきれないものを抱かかえつつ、雛花は灰英のもとを去ることになった。
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　来た道を辿って一人泰たい坤こん宮きゆうへと戻りつつ、雛すう花かは悶もん々もんと悩んでいた。

（今は謎解きに集中しなくちゃいけないのに……なんなのよ、その謎の子供。気になりすぎるわ。いったいどうなっているの？　それよりも、四し凶きよう級のばけものの大襲来のほうがよっぽどおおごとで！　でも、公おおやけにはなってないっていうし）

　おまけに、この時期にその事件。果たして偶ぐう然ぜんなのか。

　女じよ媧かがいない今、自分にできることは正直ない。ひとまず饕とう餮てつを追い払う子供の件については後回しにすべきだろうが、妙に頭から離れず苦労する。

（ちょっと落ち着こう。そして、情報を吟ぎん味みしなくちゃ。とはいえ、本当に右う龍りゆう武ぶ軍ぐんの関係なら、彗すい縹ひようさまに話を伺えれば、何か分かるかも……）

　そこでつい、雛花は深いため息をつく。李り彗すい縹ひよう、か。

「彗縹さま……ちょっと苦手なのよね、あの人」

　思わず声に出していて、いけないと口を押おさえる。

　そう、彗縹は、雛花にとって正直、できれば遠巻きにしておきたい人物だ。先日の志し紅こうに殺されかけた一件は、どうも彼が唆そそのかしたせいらしいし、笑顔を張はりつけた薄うす皮かわの下にいかにも何かを隠かくし持もっていそうなところも怖こわい。

　人心の機き微びを読むのが得意な雛花だが、先日垣かい間ま見みた、彼の持つ深しん淵えんは底知れなかった。ゆえに──近づかぬが吉きち、と判じている。もちろん無む駄だに用心しても仕方ないのだが、じかに会うのは可能な限り、激しくご遠えん慮りよ申し上げたい。

　丹に塗ぬりの柱の間をほてほてと歩いているうち、里なか院にわにさしかかる。盛さかりを前にした青い紫陽花あじさいの、手て毬まりに似た花が可か憐れんだ、と感じたところで、ふと不ふ審しんを覚える。

（それにしてもこの回廊、妙に人が少ないというか、いない？）

　まるで人ひと払ばらいでもしたようだと思ったところで、背後から声をかけられた。




「これは、雛花公こう主しゆではありませんか。いいお天気ですねえ、ご機き嫌げん麗うるわしく」




（きゃっ！）

　油断しきっていた雛花は、口から心臓が飛び出るかと思った。声の主ぬしが、ちょうど思い浮かべていた相手だったから、余計に。

「すっ、彗縹さまぁ!?」

　白しら髪がが少し交じった茶色の髪に切れ長の薄うす青あおの眼め。裏返った声で名を呼ぶ雛花に、「やあ奇き遇ぐうですねえ」と常の柔やわらかな笑えみを唇に刷はき、彼はのんびり武官の拱きよう手しゆを以もつて挨あい拶さつをしてくれた。

　本日の彼の装いは、銀ぎん藍らんの地に色の濃こい糸で蝙こう蝠もりの吉きつ祥しよう紋もんを縫ぬい取った衫さんと老ろう緑りよくの褲こに、官かん吏りの最高位を示すいつもの緋ひ袍ほうだ。相変わらず年齢不ふ詳しような男ぶりである。

（な、な、なんで後宮に!?　奇き遇ぐうすぎて怖い！　……えっ、聞こえてない!?　わたくしの失礼な独り言、よもや聞こえてないわよね!?）

　──もちろん、翡ひ翠すい製せいの獅し子しの佩はい玉ぎよくが示すとおり、彼は右龍武軍の柱ちゆう国こく大だい将しよう軍ぐんである。

　警護のために後宮にいてもまったく不思議ではないのだが、それにしたってあまりにも時じ宜ぎがよすぎだ。まるで計はかったように。

（計ったように、というか、本当に計っていたりして）

　まさかとは思うが、自分が灰かい英えいのもとを訪ねていたことを把握した上で待まち伏ぶせていたのでは──と思い至り、雛花の背を冷たい汗あせが伝う。会話の中身までは知られていないと信じたい。

「ところで雛花公主。出で合あい頭がしらになんですが、こうもいい天気だと咽の喉どが渇かわきますなあ」

　たじろぐ雛花をよそに、彼はあくまでのんきな調子を崩くずさない。

「の、咽喉？」

「さようでございます。というわけで、一服お茶でもいかがでしょうか。ごちそういたしますよ」

「は、はあ……」

「実は、是ぜ非ひお見せしたい貴重な茶器がございまして。珍しい黒ヘイ茶チヤもございますので」

　いかにも無害そうな表情でニコニコと誘さそいかけてくる彗縹に、雛花はしばらく絶句していたが、我に返ってじりじり距きよ離りを取る。

「ごめんなさい、彗縹さま。わたくし、この後ちょっと用事が」

「それは残念……。いえいえ、公主のお気持ちはお察しいたしますよ。苦手なオッサンと二人で茶をしばくなど、まかり間ま違ちがっても遠慮したいものです、これは大変な失礼を」

「わ、わたくし黒茶だーい好き！　是非ご一いつ緒しよさせてくださいな！」

　反射的に頷うなずいた後、「しまった」と青ざめる雛花に、「よろしゅうございました」と彗縹はさらに笑みを深めた。

　まさしく後の祭りである。
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（トホホ。ど、どうしてこんなことに……）

　後宮の里なか院にわで出会った後、「自分で誘っておきながら恐きよう縮しゆくですが、さすがに陛へい下かの私的なお庭で皇こう貴き妃ひとお茶を楽しめるほど肝きもが太くないもので」という彗すい縹ひようの言により、雛すう花かは禁きん城じよう外がい廷ていの園えん林りんまで足を延のばすことになった。

（……正直、後宮の妃を茶に誘っている時点で十分どうかと思うし、そもそも、妃ひ嬪ひんを勝手に後宮から出すのも、普ふ通つうならおおごとになるものなんだけど）

　それでも誰にも文句を言わせないほど彼は大物だ、ということだ。仕方なく、雛花はせっかくの外廷の空気を堪たん能のうすることにした。

　卓たく上じようには、茶の用意と、茶ちや菓が子しが並んでいる。舌にのせるとほろほろ崩れる緑豆糕らくがんも、蜜みつをまぶした干ほし杏あんずも、雛花の好きな菓か子しなのだが、緊きん張ちようで味はよく分からない。

（しかもここ、正直あまり嬉うれしくないところだわ）

　──茶会の席は、雛花が志し紅こうや黒こく煉れんとともに、三人だけの宴うたげを楽しんだ四あず阿まやだ。あの凄せい惨さんな簒さん奪だつ劇げきの舞ぶ台たいである。

　あの時は梅が盛りだった。もう、桜も牡ぼ丹たんも散っており、他の色に先んじて咲さく白びやく蓮れんが、池の上に清せい楚そな花を浮うかべている。前せん栽ざいの紫陽花あじさいも白が主で、水みな面もに映った赤い太たい鼓こ橋ばしと季節の花々の対比が美しい。

（あーあ。彗縹さま、絶対わざと選びましたわね……わだかまりは解けたと思っていたのに。もう、いつまで引きずる気なのよ我われながら！）

　怒りや愚ぐ痴ちは頭の隅すみに追いやる。今はとりあえず、彗縹だ。

（まさか本当にお茶を楽しむためだけではないだろうし、わたくしを誘ったのは、どういう意図があってのこと？　まずはそれを確認して。あと、せっかくの機会なんだし、いっそ開き直って、謎の子供の一件をご存じなのか伺うかがいたいわ。さて、どう切り出したものかしら）

　顔に出したつもりはなかったが、雛花の内心の葛かつ藤とうを見み透すかすように、彗縹は困ったような笑みを浮かべた。

「いやはや。こんなところまでご足労の上、苦手なオッサンの趣味にお付き合いいただき恐縮にございます、雛花公主」

「……い、いいえ？　あらいやだ、ホホ」

（うっ！　しっかり根に持ってるし！）

　やりにくい。雛花は乾かわいた笑いを零こぼした。

　それにしても、彼に茶をごちそうになるのは二度目だが、こうも本格的な席は初めてだ。なんでも、多た趣しゆ味みな彗縹にとって茶もその一つらしく、今回も手ずから淹いれてくれるとか。袖そでを捌さばき、茶器を扱あつかう作法は流れるようで、やはり、父親ほども離れている彼の実年齢を忘れさせる。

　湯が卓上に零こぼれないよう、茶ちや盤ばんの上で茶器一式をあたためながら、彗縹はにこにこと機き嫌げんよく語った。

「実は、この茶きゆ壺うすは私の宝物で。紫し砂さ壺こといいまして、南方の辺境の、特産品です」

「あっ、聞いたことがありますわ。そこでしか採とれない紫し泥でいを使っているとか。でも、見るのは初めて。どちらかというと黒くて深みがある色で、あまり紫らしくはございませんのね」

　気を遣つかってだろう、他た愛わいのない話題を振ってもらったので、ほっとしながら雛花は乗ることにする。

（でも、〝宝物〟……って。お気に入り、とかではなく、すごく重要そうに言うのね）

　首を傾かしげる雛花の様子に気づいているのかいないのか、彗縹は饒じよう舌ぜつに続けた。

「そうですね。色については、紫し砂さ壺こには、少し変わった楽しみ方がございます」

「変わった、楽しみ方？」

「はい。育てるのですよ」

「育てるって……茶きゆ壺うすを、ですの？」

　黒こつ褐かつ色しよくの小さな茶きゆ壺うすを大切そうに指先で辿りつつ、彗縹は「ええ」と頷く。大きな手は美しいが節くれだって無ぶ骨こつで、ああ、志紅と同じ軍人の手だと雛花はうっすら思った。

「紫し砂さ壺こは、もともとは素材の土と同じ明るい赤紫色をしているのですが、長い年月をかけて使ううち、茶葉の油や渋しぶで次し第だいに黒っぽく変わり、独特の艶つやや照りが出てまいります。こうして紫し砂さ壺こを使いながらその変化を楽しむことを、壺を養やしなう、というのですよ」

「まあ……そうなんですの」

　では、この茶きゆ壺うすはかなり長く使われているものらしい。「ご自じ慢まんの茶きゆ壺うすですのね」と雛花が言うと、「はい」と彼は笑みを深めた。

「面おも白しろいですよ、紫し砂さ壺こは。人の手で触ふれることも、小さな瑕き疵ずすらも、すべてその成長の一助となる。一刻一秒、経へてきた時のすべてを、この茶きゆ壺うすは忘れません」

（今……）

　彼の挙きよ措そを窺うかがっていた雛花は、その声こわ音ねが含む不可思議な深みに眉をしかめた。

　──今、雑談に何を織り交ぜた？

　茶ちや匙さじからさらさらと落ちていく黒ヘイ茶チヤも、彼の気に入りの産地のものだという。湯を注ぎ、少し蒸むらし、茶海そそぎくちへ。そこから、手のひらに収まるほど小さな飲杯うつわに。

　見上げれば蒼そう穹きゆう高く白雲漂ただよい、甚はなはだ好天。

　近日の暑しよ気きや湿しつ気けが噓のように、気候はさわやかである。

　彗縹が茶を淹れる器うつわ同士が触れ合う音、鳥の声や、風に揺れる梢こずえの葉ずれだけが場を満たす。静かだ。

「──〝死生命めいあり。富ふう貴き天に在あり〟」

　ぼんやりしていた雛花は、ふと呟つぶやかれた彗縹の声に、顔を上げる。

（何かしら、いきなり。これは、ええと。……説せつ仙せん『孔こう丘きゆう』の言葉？）

　正確には弟子の言げんだが、孔丘の思想として伝わるものだ。

「人として生まれたからには、その宿命は生まれた時から天によって定まっているという意味、でしたわね。命の長さも、貧ひん富ぷや貴き賤せんの差もすべて」

「ハハ、さすがは雛花公主。よくご存じですねえ」

「一応は……有名な説仙ですし」

　どうしたのだろう、と首を傾げつつ、雛花は彗縹を見る。

「彗縹さまは、孔丘、お好きなんですの？」

「いいえ？」

　にっこりと笑みを深めつつ、きっぱり彗縹は否定した。

「最も嫌けん悪おする言葉ですよ。反へ吐どが出ます」

（え）

　棘とげを含む響ひびきに、どきりとする。

「私に言わせれば、まったく世よまい言ごとを抜かすものだと感じざるを得ませんな。何なん人ぴとも、その命運は己で決めるものですよ。誰であろうと、勝手に定められるいわれはない。もし、本当に定められているとすれば──」

　彗縹は、飲杯うつわに満たした茶を、雛花の前に置いた。コトリ、と小さな音に視線を落とすと、黒い茶の表面に、自分の顔が映っている。

「それは、天てん地ち万ばん物ぶつそのものが誤りなのでしょう」

　彼の笑みの奥おくを、じっと雛花は探る。

　色は澄すんでいるはずなのに、どこか澱よどんだ薄青の双そう眸ぼうを。

　見つめているうち、つい口にしてしまったのは、ここに来る前にはおよそ尋たずねようなどとは考えなかったことだった。

「彗縹さま、いいえ、李り将軍。……あなたは、宗そう室しつを怨うらんでいらっしゃるのですか」

　あなたから、敬愛する相手を奪った血筋を──

（だってそれが、あなたの傷なのでしょう）

　かつて左さ羽う林りん軍ぐんにおいて、荊けい志し青せいと李彗縹の信頼関係は、青と縹はなだというその名に負った色にちなんで〝帰き青せいの交まじわり〟と称しようされていたほどだったと、志紅から聞いたことがある。互たがいになるべくしてなった将と副官だと。

　雛花から見える今の彼は、ただの美しい黒い紫し砂さ壺このようでも。その色に育つまでに、いかほど泥どろに塗まみれてきたのか分からない。荊けいの乱らんはきっと、彼の時をあまりに無残に踏ふみにじり、汚よごし、暗く影かげを落としただろうから。

（いつまでも若々しい外見のように。あなたの時は、ずっとそこで止まっているのでしょうか、……って。訊きくまでも、ないかしら）

　外からは、癒いえた傷きず跡あとに見えても。

　本人には、まだ痛みを発し続ける生傷なのかもしれない。

「往おう々おうにして、死者は生者より雄ゆう弁べんだ、というのが私の持論です」

　その問いには答えず、己のぶんも茶を注いだ飲杯うつわを手にすると、彗縹は薄い唇を三日月に吊つり上げた。

「どんなに尊敬する相手でも、生きている間は、自分で思っているほど相手の言葉をつぶさには受けとめていないものではないでしょうか。なぜなら、明日もまた声を聞けると思ってやり過ごしてしまうから」

「……」

「死なれて初めて、本当の意味で、幾いく度ども真しん摯しに考えるのです。失った相手のことを。あの時、あの人が言ったあの一言は、どういう意味だったのかと。己はその人に、何を任されていたのかを」

　愚おろかなものですよねえ、と添そえ、彗縹は茶を含んだ。他の言葉ごと飲み込むように。

「考えて考えて、私は壺を養うことにしたのです。手元にある紫し砂さ壺こがどんな色に染まるかは、誰にも知り得ません。けれど、結果として育つも変わるも壊こわれるも、自由に。せめて、まだ何ものにも染まらぬ紫し砂さ壺こが、己おのが心の赴おもむくままに自身の色を決められるように」

　邪じや魔まな汚れならば拭ふき取り、丁てい寧ねいに守り。

　ただ一人、生き残って時を託たくされたのはそういうことだと理解することにした。

「雛花公主。御おん身みを揺さぶり、害そうとするものがあったとして、傷つかず平然といられることは強さではございません。傷は大切になさいませ。それは宝です。柔じゆう軟なんに受け容れれば、それは貴女あなた様を育てる糧かてになりましょう」

「……」

　返す言葉を探すが、見つからず。白磁の飲杯うつわを、黙って雛花も傾かたむけた。

「ちなみにこの茶きゆ壺うす、かつて私が左羽林軍に属していた頃、荊志青将軍から頂いたものです」

「そう、ですの」

　しくりと胸が痛む。

　それ以上は何も問えないまま、ただ沈ちん黙もくが横たわった。遠くで鳶とびの啼なく声に、さやかな梢のそよぎが調和し、音楽のようだ。

「……風が出てまいりましたなあ」

　ふと、彗縹が天を見上げたことで、はっと雛花も我に返った。

「初夏とはいえ、これ以上はお身体からだを冷やします。少しばかりこちらでお待ちください。すぐ部下を呼んで送らせましょう」

「あの、待っ……」

　まだ尋ねたかったことは何も訊けていない。おもむろに立ち上がって背を向けた相手に、引きとめかけた手を、結局雛花はそのまま下ろしてしまった。

（なんだったの）

　彼はそもそも、どんな含みを持って、自分を茶に誘ったのだろうか。いや、それよりもなぜ、志青からもらった茶きゆ壺うすの話を自分に……。

（踏ふみ込こむ隙すきもない。やっぱり苦手だわ、彗縹さま）

　一人残されたまま、茶の飲杯うつわを手にうなだれていた雛花だが、ふと人の気配を感じて顔を上げた。

（……子供？）

　少し向こう、青葉の合間に小さな実をつける梅の木々の向こうに。大昔の士し太たい夫ふのような、黒こく紫しの深しん衣いを身に着けた少年の姿がある。

　年齢はせいぜい、十三かそのあたりだろう。

　遠目にも、頭の横で珍しい形に結った銀色の髪と、その整った白はく皙せきのおもざしが分かる。碧へき玉ぎよくのごとき双眸は、常の嫉しつ妬と癖へきが出るくらい美しかった。

　──〝まだ十かそこらの餓ガ鬼キで〟

　すぐさま頭を過よぎったのは、灰かい英えいの言葉だ。まさか。

「……！　あのっ、あなた」

　とっさに椅子を蹴けるように立ち上がり、声をかけようとした雛花に、彼はにこりと淡く笑んだ。離れているのに、その声は驚くほど明めい瞭りように響く。

『おぬしが、媧か児じの……いや、今は丹たん朱しゆの器か』

　少年の唇は赫あかい。

　血を塗りたくったような色のその両りよう端たんが、にいっと深く吊り上がると、けだものじみた犬歯がちらりと覗のぞく。

『なるほど、よう似ておる。だが、壊されるばかりのお人形とは哀あわれなものよのう』

「!?　あなたっ……」

　言葉の意図を問とい質ただそうとした瞬しゆん間かん──彼の姿は、忽こつ然ぜんと消えていた。

　思わず目をこすってみるが、やはり何度見ても梅林の向こうには誰もいない。

（……!?　げ、幻げん覚かく……？）

　しかし、それにしてはいやにはっきり見えたし、いでたちも気になった。古風な深衣。最近とみに馴な染じみがあるものだ。そして、彼がはっきりと口にした『丹朱』の名。

　呆ぼう然ぜんとしていた雛花は、「あの？　失礼いたします、藍らん皇こう貴き妃ひ？」と呼びかけられて我に返る。

　いつの間にか、彗縹のよこした兵が傍かたわらに立ち、怪け訝げんそうな顔でこちらを見ていた。
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　彗すい縹ひようのところで一刻ほどを過ごした雛すう花かは、再び、回廊を泰たい坤こん宮きゆうに向けて戻っていた。

　──〝傷は大切になさいませ〟

　頭の中を、聞いたばかりの声が回っている。

　立ち止まると、余計なことを考えそうだった。大切そうに茶きゆ壺うすを撫なでる彗縹の瞳ひとみの奥にちらつく、翳かげりのことを。

　同じ色を、どこかで見たはず。

　──〝きみの提案は、自分のため？　それとも桃とう華か源げんや槐かい帝てい国こくのため？〟

　舟ふな遊あそびの晩に見た、志し紅こうの眼めだ。

（彗縹さまは、紅こう兄にいさまと同じものを抱かかえている……ということ？）

　けれど、その抱えたものがいったいなんなのか。見当もつかず、そこで立ち止まってしまう。

（それに、あの子供も彗縹さまが？　でも、一瞬のことすぎて……わたくしも本当に見たのかしら。兵には視みえていなかったようだし、まぼろし？　ああもう……これ以上はダメ。彗縹さまのことは、後回しだわ）

　余計な情報に躍おどらされてあたふたしているうちに時間切れなんて笑えない話だ。なんにせよ今は、まず謎解き最優先。しっちゃかめっちゃかになる頭を整理するように、雛花はこめかみを指先で揉もむ。

　軌き道どう修正も兼ねて、昨晩志紅や黒こく煉れんとした話を改めて思い出しながら、今までに得た情報を頭の中で列れつ挙きよしてみることにした。

（丹たん朱しゆは何者なのか。その答えに行き着くために、解決していない問題は何？　仮にまず彼が渾こん沌とんの魔まだとして、どうしてわざわざ【白はく澤たく】として、仲間であるはずの渾沌の魔の対処方法を桃華源に伝えたのか。しかも、女じよ媧か娘にやん々にやんのふりをしてまで渾沌の魔を退治するのを手伝ってくれた理由は何か。それから、そもそも渾沌の魔ってなんなの？　どうして桃華源を襲おそってくるの？　西には一いつ切さい出現しないらしいのに）

　東西を分かつ樹きと砂の海を越えることに、単なる距離以外のどんな隔へだたりがあるのか。

　──〝二神は、渾沌にわざわざ出向いて眠ねむりにつかなければならないらしい。だとすれば、彼らの本来あるべきところは、桃華源ではなく、渾沌なんじゃないか？〟

　──〝そして、渾沌の魔はなぜ、桃華源だけを選んで狙ねらうのか。それは、二神が世界観や文字を借りてきたのが、ひょっとしたら〟

（あの後、わたくしが遮さえぎらなければ、紅兄さまが言おうとしたことって……。果たしてわたくしは、それを知って、いいのかしら）

　そこまで考えたところで、不意に、雛花は不安になった。

　状況に流されるまま、謎解きをしている。

　──〝せめて、まだ何ものにも染まらぬ紫し砂さ壺こが、己おのが心の赴おもむくままに自身の色を決められるように〟

　先ほどの話が、また耳の奥で反はん響きようする。

（わたくしは……天てん后こうになるために生きてきた。それは、きっかけはやむを得ずでも。今ではちゃんと、わたくしが自分で望んで、そう在ありたいと決めたことで……）

　天后に必ずなってみせるという誓ちかいは、最初こそ、処しよ刑けいされかけた志紅を救うためだった。けれど──

　己の持てるすべてを天后としての責務につぎ込み、桃華源で暮らす人々を守りたいのは、紛まぎれもない今の本心。そのために、女じよ媧か娘にやん々にやんを我が身に降ろすことを切望してきた。

　雛花がひとつの紫し砂さ壺こならば。ちゃんと、自分で染まるべき色を決めた、はずなのだ。

（そうよ。この夢は全部、切り離せない一ひと連つらなりなの。桃華源が、女媧娘々の正体が何ものなのか、なんてどうでもいいことだわ。今さら何を知ってもわたくしは揺らがないし、生き方を変えるつもりもない……）

　だというのに、どうしてこんなに不安になるのだろう。

（ああもう、むしゃくしゃするったら！　第一、丹朱が女媧娘々のふりさえしなければ、こんなに迷わされたり余計なことに首を突っ込むことにもならなかったのに！　あの男ホンット何ものなの!?）

　知られたくない、でも知らせたい。

　何を？　なぜ？　桃華源ができるより前に、彼らに何があったのか？

　丹朱もだが、志紅に賭かけを持ちかけた伏ふつ羲き真しん君くんもだ。彼ら大いなる存在たちの、矛む盾じゆんする意図は複雑怪かい奇きで、ちっぽけな人間の雛花には見当もつかない。

（そういえば今日見かけた子供も、幻覚でなければ、丹朱みたいな時代がかった深しん衣い姿だったわね……ということは？）

　はたと思い当たったところで、ぽつぽつと目の前に黄金の光が散る。雛花は目を凝こらした。

（まさか）

　疑う暇ひまもなく、するんと闇やみから滑すべり出るように、お決まりの古風な白い衣い装しようの青年が顕あらわれる。女性が身に着けるような披ひ帛はくや、手足に鎖くさりのようにまとわりつく玉ぎよくも変わらない。稲いな穂ほ色いろの長い髪が、淡く燐りん光こうをまとわりつかせながら宙ちゆうに散らばった。

「……丹朱!?」

『やっほう。久しぶり、僕の天后。元気そうでよかったよかった』

　明るく両手を挙げ、ひらひらと深衣の袖ごと振る青年を、雛花は見据えた。

「やっほう、じゃなくてよ！　あなた、どういうつもり!?　あんな一方的な謎解きを持ち出したりして！　それに、てっきり明後日あさつてまで姿を顕あらわさないものだと思っていたのに。だいたい、伏……もがっ」

『あ、だめ。名前やめて』

　伏ふつ羲き真しん君くんを引きつけておくんじゃなかったのか、と畳たたみかけるはずだった声は、口を押さえられて不発に終わる。

「……呼んじゃいけないんですの？」

『うん。僕がここにいるってバレる危険が高まるからね。ついさっき、あいつを撒まいてきたところなのさ』

（あいつって、伏羲真君……よね？）

　撒いてきたとはいったい。むしろ、やはり追われてはいたのか。

『いい加減、怪あやしまれていたからね。引きつけて逃にげるにはそろそろ潮しお時どきかなと思ってたんだけど、思ったより追つい跡せきがきっつくてさぁ。粘ねん着ちやく気き質しつなんだからなあ、昔からもう』

　ぶつくさ言いながら唇を尖とがらせていた丹朱に、雛花はジト目を向けた。

「真君は粘着気質ですの？　ずいぶんと親しいご様子ね。渾沌の魔のくせに」

『あ、それは摑つかんだんだ。早いね』

「……あなたがどんな種類の魔かまでは、まだですわよ。あと、どうして女め神がみと入いれ替かわっているのかも不明。ねえ、もう謎かけなんてまどろっこしいこと言わずに素直に教える気は？」

『ないね』

　雛花の願いをばっさり切り捨てつつ、丹朱はきゅうっと唇を吊り上げて嗤わらった。白い肌はだに、赤い唇はよく映はえる。毒々しいほどに。

『それにしても君ってさあ。平気そうなふり、うまいね』

「……なんのことかしら」

『心の機微を読むのが、君だけの特技だと思わないでよねえ。まあ、僕はどっちかというと他人の気持ちなんて無む頓とん着ちやくなほうだけど、生きた年数だけは君より経へているのさ。誤ご魔ま化かされないよ──その、さも平気そうな面めん皮ぴの下の、親を見失った幼おさな児ごみたいな顔！　ねえ、言葉にして教えてよ。君たち、どこまで知ったの？　それで、どうして、何が、そんなに不安なのさ？』

「不安って……何を、根拠に」

　さすが、丹朱の指し摘てきは図星だった。からからに渇かわく咽の喉どを潤うるおしたくて、雛花は少ない唾つばを吞のみ込む。

『根拠？　君たちが探している答えを、僕が知ってるからに決まってるじゃないか！　今、すごく怖いんじゃない？　君が気になって仕方ないのは、千年前、何があったのかってことだ。この桃華源ができた頃に。神々は、僕は、渾沌とどんな関わりがあるのか』

　ああ、煩わずらわしい。その、何もかもお見通しだと言わんばかりの笑顔が。思わず視線を逸そらす雛花に、『で？　どうなの？』と彼は追い打ちをかけてきた。

『ついでに僕の予想だとさぁ。いろいろとイヤな仮説を立てては君の不安を煽あおっているのって……よりによって、君のだぁいじな幼おさな馴な染じみの、新たな皇帝くん──』

「黙りなさい」

　予想以上に冷えた声が出た。雛花がぴしゃりと遮ると、楽しげに続けていた丹朱は口をつぐむ。

（不安に決まってるじゃない。そんなの……）

　──千年前、この地ができる前に。

　何があったのか。

　韻いん容よう五ご彩さいを形作る文字はどこから生まれたのか。

　桃華源の、二神による創世の裏に隠かくされた事情とは、どんなものなのか。

　どの史書も、どの神話も伝承も、真実を示すものは何一つない。気になるほどに知りたくないと感じてしまう理由は、ひどく曖あい昧まいで頼たよりなく。

（わたくしが……）

　さんざん迷って、雛花はやっとそれを形にしてみた。

（わたくしは、宗そう室しつなのだもの）

　神々の忠実なしもべとして、国に仕つかえるべしと信じて育ってきた雛花にとって、世界の源みなもとに触れるのは、己の在り方さえ問う行こう為いだ。

　天てん后こうになる。天后になって、国を守る。

（目指したのは、もともとはたしかに、紅こう兄にいさまを助けるためだった。でも今は……ちゃんと、わたくし自身の夢なんだもの）

　そのために生きてきたし、これからもそうやって生きていくつもりだった。

　──もしも、見つけてしまった答えが、その夢を根本から覆くつがえすようなものだったら。

（わたくしはもう、何を拠より所どころにして生きればいいか、分からない）

　いざ言葉にすると、自分がとても卑ひ小しようで情けないものに思えた。

　足元がぐらぐらと揺れて崩れていくような不安。十六年間、積み上げてきたものを否定されるかもしれない恐きよう怖ふ。

　むしろ、これが丹朱の目的なのか、と雛花は唇を嚙かんだ。

　わざと奇き妙みような謎解きを仕掛け、心を弄もてあそぶ。雛花が己を見失い、迷い、立たち往おう生じようしているさまを眺めて愉たのしんでいる。

　暇つぶしのお遊びにしても、悪あく趣しゆ味みだ。

（そんなに面白い？　それは、たしかにわたくしは、あなたに比べれば矮わい小しようで脆ぜい弱じやくで無力で無む能のうで、オケラとかアメンボみたいな、クイッと指先ひとひねりで死んじゃうくらいの存在かもしれないけれど！　虫けらには虫けらなりの意地があるんですのよ……！）

　第一、虫けらだって種類によっていろいろではないか。志紅にたとえられた、蜉かげ蝣ろう──では、先ほど挙げたものと似たようなはかなさかもしれないが。せめて、名前を言いたくない例の黒いアイツくらいの踏ふん張ばりは見せたいところだ。

　屈くつしてなるものかと、雛花は無理やりに口こう角かくを上げてみせた。怒りのひとつ、恐怖や絶望など言わずもがな。意地でも、このばけものにくれてやりたくはない。

「……失礼。あなたの思い上がりと勘違いが聞くに堪たえなくて、つい話を遮さえぎってしまったわ。で？　必死にくだらない御ご託たくを並べて、何をなさりたいの？　詭き弁べんを弄ろうしてわたくしを揺さぶるおつもりなら、あなたごときでは力不足でしてよ」

　取り繕った微笑で武装しつつも、だらりと垂れた腕の先で、手のひらに爪つめが食い込むほど両りよう拳こぶしを握にぎりしめる雛花に、『何考えてるのか、だいたい分かるけど』と丹朱は目を眇すがめた。

『その眼め。そういうところ。……似てるから、構いたくなるんだよなあ』

「は？」

　──似ている？　誰に？

　ぱしぱし目をしばたたく雛花に、丹朱はふと微笑ほほえんだ。雛花を透すかして、別の誰かを見ているようなまなざしだった。

『まあ、僕の正体の一片だけでも摑んだんだし。ご褒ほう美びをあげようかな』

「なんの、こと……」

　ただ呆あつ気けに取られる雛花の左手に、丹朱の指が触れる。

『知りたいんでしょ？　千年前に、僕らにあったこと』

「……丹朱？」

『おしえて、あげる』

　白い指先が触れた途と端たん、手て首くびに刻まれた蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんが、ぼんやりと淡く光を放った。

　それは見る間に強くなり、瞳を灼やくほどの輝かがやきに変わる。

「待っ……!!」

　思わず目を閉じ、右手で顔を庇かばいながら、雛花は見えない左手で彼の深衣の袖を摑もうとした。だが、宙を搔かくだけで終わる。

　その声を最後に、雛花の意識は白い光に塗りつぶされた。
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　まったく、なんでもかんでも突とつ然ぜんすぎる。人外独自の調子に、人間を気軽に巻き込まないでほしい。叫んでやるつもりで息を吸すい込もうとして、雛すう花かは身体の違い和わ感かんに気づいた。

（え……声が出ない!?　というか、そもそも口が動かない！　真っ暗で何も見えないし、どうして!?）

　とりあえず落ち着こうと浅い呼吸を繰くり返かえしていると、ふと耳みみ許もとで声が聞こえた。

『……女じよ媧か。どうしたのだ、女媧』

　気き遣づかわしげな、男性の呼びかけ。どことなく聞き覚えがあるような気がしなくもない。そうだ、この声は。

（煉れん兄にいさま……？）

　ごめんなさい平気ですの、ちょっとうちの白しろ蜥蜴とかげのしつけがなっていないせいで目つぶしを受けて、──と冗じよう談だん交まじりに答えようとしたが、やはり声はまったく出ない。それどころか、指一本も動かせない。

　閉じた瞼まぶたを上げることすら叶かなわず、いったいこの身体はどうなってしまったのだろうと焦り始めたところで、やっとぱちりと目が開き、視界が色と光で満たされた。

　雛花の前で膝ひざをつき、心配そうにこちらを覗のぞき込んでいたのは、案の定、黒こく煉れん──

　ではなく、彼に非常によく似た青年だった。

（え？　誰……？）

　年ごろは同じだし、浅黒い肌や、烏からすの羽のような漆しつ黒こくの髪も同じ。瞳も異い母ぼ兄けいと同じ金色。だが、今そこにいる彼の風ふう貌ぼうは、黒煉に比べ野性味がある。

　さらに言うなら、その美しさが決定的に違ちがう。異母兄は姿形が整っていても人間の域を出ないが、この黒煉のそっくりさんは、どこか神こう々ごうしくて畏い怖ふを覚えるほどである。

　さらに彼は、丹たん朱しゆのような古めかしい黒い深しん衣いを身にまとっていた。冠かんむりはなく、伸びた髪は編んで肩に垂らしている。跪ひざまずいてこちらを見上げているところを見ると、どうやら己おのれは何かに腰かけたまま自失していたらしい。

　──彼の背後には、知らない景色が広がっていた。

　頭上を塗りつぶす満天の星空からすると、きっと屋外なのだろう。樹木もそこかしこに見える。

　けれど、下にあるのは茶色い土や石ころではなく、真っ白なつるりとした雪せつ花か石せつ膏こうの床ゆかだ。一面、見み渡わたす限り、平野のように。

　視線を下げれば──雛花の意図ではなく、足元を確認するように自然にそうなった──赤い木き沓ぐつを履はいた己の白い足は、くるぶしまで透とう明めいな水に浸つかっている。床を真水が洗っているのだ。ところどころ、砂じや利りのように瑪め瑙のうや瑠る璃りの玉が無造作に転がっている。

　よく見れば、樹に見えたものは、すべて金銀細工でできていた。軟なん玉ぎよくの葉、翡ひ玉ぎよくの実、紅こう玉ぎよくの花。岩石の類たぐいは碧へき玉ぎよくや玻は璃りの結けつ晶しよう。

　夜のはずなのに、すべての色が見て取れるほど視界は明るい。水、いや床が、ぼんやりと発光しているのだ。足の間を、銀色の魚が泳いでいく。

（えっ。違う。魚じゃない……？）

　それは、【魚】という文字だった。まるで生きているような文字たちは群れをなし、すいすいと楽しげに水中で戯たわむれている。

　冷たさを感じないのは、これが夢だからなのか。

　さらに目を凝こらせば、上空には、信じがたいことにいくつも島が浮かんでいた。ごつごつした島々には、【岩】や【崖がけ】などの文字が張り付いている。

　まるで、伝説に聞く仙境のような、美しく幻げん想そう的てきな世界。
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（いえ、ちょっとこれ、本当に誰、で、どこ……!?）

　丹朱はいったい何をしてくれたのだ。

　混乱のまま、とりあえずそばにいる人物に問いかけようと唇を開くと、滑すべり出た言葉は雛花のまったく意図せぬものだった。

『ごめんなさい。少し目がくらんだだけ。わたくしは大だい丈じよう夫ぶですわ、伏ふつ羲きお兄さま』

　自分のものではない、玉の鈴すずを転がすがごとき繊せん細さいな声。思わず咽の喉どを押さえようとして、やはり四し肢しが動かせないことにおののく。

　けれど、雛花の身体は、内心の動揺を無視して青年の手を借り立ち上がった。足元をひたす水が、まるで水銀のようにきらめきながら流れ落ちる。たぷんと微かすかな音を立てつつ、濡ぬれた感かん触しよくすら残さず、それらは一瞬だけ【水】や【雫しずく】の文字と化して一面の水に溶とけ込んでいった。

（さっきわたくし、彼のことを伏羲って呼んだわ）

　そして、自分は〝女媧〟と呼ばれているらしい。

　──〝知りたいんでしょ？　千年前に、僕らにあったこと〟

（わたくし、女じよ媧か娘にやん々にやんの過去を追つい体たい験けんしているの？）

『すまない、女媧。おまえに長旅などさせたことはなかったのに。もう足が動かぬのではないか』

　伏羲は、〝女媧〟の手を取って、顔をしかめる。〝女媧〟はゆるゆると首を振った。

『いいえ、お兄さま。わたくしは平気です。それより、ここまで来れば、もう間もなく、渾こん沌とんを抜けられるはずだと──』

『いいや』

　明るい声で問う〝女媧〟に、伏羲は沈ちん鬱うつな表情で俯うつむく。

　いっぽうで雛花は、「渾沌を抜ける」という言葉が引っかかった。まるでここが、仙境どころか、渾沌であるかのような。

『奴やつらに嗅かぎつけられた。……黄おう熊ゆうが来る。あいつは丹朱に次ぐ手て練だれだ。我われさえ傷を負わねば……』

　その言葉に視線を下げれば、彼のわき腹や足から紅あかいものが流れ出て、透明の水を汚している。〝女媧〟は小さく悲鳴を上げた。

『伏羲お兄さま……！』

『女媧、まっすぐ行けば、他界へ通じる門がある。それさえ抜ければ、自由の身。追っ手は我が食い止めよう。おまえだけでも逃げてくれ』

『いやです！　あなたを置いては行けません。そんなことをすれば、文字を盗ぬすんだ罪も、わたくしたちが夫ふう婦ふとなった罪も、そして牢ろう獄ごくを抜け出した咎とがもあなた一人で負おうことに。次は投とう獄ごくではすまないのですよ』

『わがままを言わないでくれ』

　伏羲の袖に縋すがると、彼には困ったように苦く笑しようされた。

『この世の秩ちつ序じよとやらは、ままならぬものよな。我らが、ただ兄きよう妹だいであるだけで、ともに生きることすら叶わなくなる』

　どこかその顔が、黒煉よりも志し紅こうに重なって見え──雛花は内心で息を吞む。

『もう来たのか』

　気づけば、夜に覆われた平野の向こう側が、燃えるように明るい。まるで暁あかつきのような眩まぶしい光だが、それは希望ではなく、彼らに絶望をもたらすものだと、雛花はぼんやりと察した。

（あれが、追っ手なんだわ）

　ここまでか、と、彼女の中で雛花も感じた。

　──と。

『まだ諦あきらめるのは早いよ、ふたりとも』

　不意にすぐ耳みみ許もとで囁かれ、〝女媧〟ははっと振り返る。

　よく知る稲いな穂ほ色いろの輝き、白い衣装が視界に入った。

『丹朱！』

（!?）

　呼びかけたのは伏羲だ。

　まったく変わらぬ容姿だが、丹朱もまた、伏羲と同じく無数に傷を負っていた。

（丹朱。瞳が、孔く雀じやく緑みどりではないわ。きれいな瑠る璃り色いろ）

　思わずその顔に見入る雛花の前で、丹朱は珍しく、好戦的で不敵な笑みを浮かべる。これが真実、彼の過去の姿であるならば、こんな表か情おもできたのか、と妙な新しん鮮せんさがある。

（でも、どうしてわたくしが追いかけているのが、丹朱ではなく女媧娘々の過去なの？　女神の記き憶おくを、丹朱も持っているということ？）

　ふと疑問を覚えた時、ビキッ、と玻璃ガラスに罅ひびが入るような音がした。

　風にさざ波を立てていた足元の水が、その中を気ままに泳いでいた文字の魚が、等しく凍りついたように動きを止める。それどころか、何もかもが止まった。黄金の木々のそよぎも、玉たま響ゆらの音ねも。

　そして、一瞬の後、悲鳴を上げるように砕くだける。文字の魚は墨のように水に溶とけ、樹木も岩石も浮うき島しまも、それぞれを示す文字に分解されるように変じては消えていく。

（これ、丹朱の力……？）

『丹朱、お前、力を……!?　ただでさえ、獄ごく吏りの身で我らを見み逃のがした咎とががあるのに！　こんなことをすれば、今度はお前が……』

『水みず臭くさいね。僕らは幼おさな馴な染じみじゃないのかい』

　肩を摑んで揺さぶる伏羲に、丹朱は力なく笑ってみせる。その顔を、雛花は信じられない顔で見上げた。正確には、〝女媧〟が、だが。

『あの、このご恩はきっと忘れません。丹朱お兄さま……』

『感謝はしないで。助けられるのはこれきりだから』

　ほら早く、と。

　丹朱は彼らを急せかすように、平野の先を指さす。

『君たちが盗んだ文字と、今後君たちの追っ手となるだろう者たちの名めい鑑かんを、手て土産みやげにくれてあげるよ。渾沌の規き範はんとなるべき君たちが犯おかした罪は、きっと未来永えい劫ごう許されない。この先、ずっと追われ続けるだろう。だからせめて、新天地まで逃にげ延のびて幸せになりなよね』

　台詞せりふをみなまで聞き終えないうちに、伏羲が〝女媧〟の手を摑んで走り出す。

　鉛なまりのように重い足を上げて、蹴け散ちらすたびに文字と化す水しぶきを浴び、先へ、先へと。

　その背を追うように、丹朱の呟つぶやきが鼓こ膜まくを揺らした。

『さあ、逃げて。きっと次に会う時は、僕も君たちの敵だから』
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「……花、……雛すう花か!!」

　誰かの呼び声とともに軽く頰ほおを叩たたかれる衝しよう撃げきで、雛花はぼんやりと意識を浮ふ上じようさせた。

（あら？　わたくし……いつの間に眠って……？）

　身体の下に柔らかな感触があり、寝しん台だいの上に寝ねかされているのだと察する。

　ひどく重い瞼を開けると、すぐに志し紅こうの赤い双そう眸ぼうが視界に飛び込んできた。

「紅こう兄にいさま、わたくし……？」

「何があったんだ、雛花」

　上半身を助け起こしてくれながら、「きみが回廊で倒たおれていたと兵から報告を受けて……血の気が引いた」と続ける彼は、本当に雛花の身を案じてくれていたのだろう。その顔には、安あん堵どと憔しよう悴すいがないまぜになっている。

　ゆっくりと視線を巡めぐらせると、寝台にかかる緑の垂れ幕や、柱を彩る鮮やかな赤が目に入る。どうやら、気を失っている間に翠すい帳ちよう紅こう閨けいの自室に運んでもらっていたらしい。

　そして志紅はきっと、雛花が倒れたという報告を聞くなり、政務の途と中ちゆうで飛んできてくれたのだ。

「ええと……もうなんともありません、お仕事の邪魔をしてごめんなさい。ありがとうございます」

「……顔色が悪い。大だい丈じよう夫ぶには見えないな」

「ほ、本当に平気ですのよ。それより寝ね起おきに紅兄さまの顔を見ると、どうして世の中には容姿にも文武にも秀ひいでた人間が存在するのか不公平だわ人類って、なぁんて嫉妬と羨せん望ぼうが胸に渦うず巻まいてとてもいい気つけになりますわね」

「…………訂てい正せい。割と元気そうだね？」

　やっと、くすっと軽く笑った志紅に、雛花も頰をほころばせた。

「で。いったい、何があったんだ？」

　志紅の瞳に揺れる不安の色を見て取り、雛花ははっとする。不ふ可か抗こう力りよくではあるが、余計な心配をかけてしまったことを反省した。

　雛花が思わず俯うつむくと、彼は、指の背でその頰ほおを辿たどる。

　何度か輪りん郭かくをなぞると、おもむろに深いため息をつき──不意に、助け起こされていた上半身ごと強く引き寄せられ、雛花は「わっ」と小さな悲鳴を上げた。

　よろめいた先には、当然、彼の肩がある。

　首筋に顔をうずめるようにして、志紅は雛花を強く抱きしめた。

「急に倒たおれないでくれ」

「……倒れたくて倒れたのではないもの。無茶言わないで」

「いや、言うよ。……頼むから」

　──俺の前から、いなくならないで。

　襟えりぐりから肌に、吐と息いきがかかる。消え入るような声だった。雛花は目を瞠みはる。

「紅兄さま」

（あっ、また……）

　彼が、顔を上げた。見慣れたはずの緋ひ色いろのまなざしは、時々こうして、雛花の知らない色を宿す。

　優やさしい〝紅兄さま〟のものではない。飢うえた獣けものより獰どう猛もうで、蜜みつよりも甘あまったるくて、ぞくぞくするほど艶つやめいたそれ。

　魅み入いられたように動けない雛花の顎あごを、志紅が指先で掬すくい上げる。赤い双眸が近づき、互いの唇が──

「むぐ」

　とっさに雛花は、近くにあった房ふさ飾かざりつきの枕まくらを手に取ると、思いっきり志紅の顔に押しつけていた。

「……だから、……いつもっ、……急、すぎますのよ、あなたは！」

　短い呻うめき声ごえを上げて動きを止める彼を、枕ごとぐいぐい押し返し、どうにかこうにかその身体の下から脱だつ出しゆつする。

　さらには、お尻しりで寝台の安全圏までずりずりと後ずさった雛花に、志紅は深いため息をついてみせた。

「……ハァ、油断も隙もない……」

「違いますわよね!?　それ絶対わたくしの台詞せりふですわよね!?　あなたが言うのはおかしくってよ!?」

　気き勢せいを殺そがれて諦あきらめたのか、前まえ髪がみをぐしゃりと搔かき回まわしながら、ため息をついて寝台の端はしに腰かけた志紅に、雛花はくわっと目を剝むいた。暴れっぱなしの心臓は相変わらず制せい御ぎよ不能に陥ったままだ。どうしてくれよう。

「もう！　ひどい！　何度でも申し上げますけれど、わたくし天てん后こうですのよ!?　生しよう涯がい未み婚こんが決まりですし、そのうちこの後宮を出て天后宮に入るんだから！　それなのに、……紅兄さまのすけべ！　変態！」

「ご自由に。男がすけべで変態じゃなくなったら人類が滅ほろびる」

「開き直り方がおかしい!!」

（ちょっと!?　爽やかな笑顔で今とんでもないこと言いましたわよね、この人!?）

　そういえばそうだった。なんだかんだ宗室だけあって、話し方こそ無ぶ骨こつであれ内容はそうでもない黒煉に比べ、生はえ抜ぬきの武官で、かつ母親を早くに亡くし男おとこ所じよ帯たいで育った志紅は、穏やかな口調にそぐわず、時おりいかがなものかな発言をすることがある。

（本っ当に……迷惑なんだから！）

　匙さじの代わりに枕を投げつけると、雛花はいい機会だからと改めて忠告することにした。

「というか、そういう色仕掛けは、お芝しば居いでもわたくしに安売りしていないで、ちゃんと好きなかたを見つけて使うべきですわ！　いくら口先だけだからって、ただでさえ言うのが紅兄さまというだけで破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんなんですし、わたくしじゃなかったら勘かん違ちがいしているところですからね!?」

「お芝居で……安売り……口先だけ……」

　彼は一瞬遠い目をした後、堪こらえ切れなくなったように噴ふき出した。

「もう、ほんときみって……！」

　そのまま腹を抱えて、くつくつと咽の喉どの奥を鳴らしながら静かにウケているので、雛花はすっかり気分を害して頰を膨ふくらませる。

（そんなに笑う!?　というかわたくしは真しん剣けんなのに、笑うところがどこに!?　この人は、もう！　……昔からちょっと悪ふざけがお好きなきらいはあったけれど！）

　そう、昔から。

　その言葉を思おもい浮うかべると、怒りに代わって胸に去きよ来らいするのは、切なさと、居い心ごこ地ちの悪さが半分ずつ。

（昔と同じくわたくしを案じてくれるこの人は、やっぱりわたくしのよく知る紅兄さまなんだわ。……変なの。こんな時に実感するなんて）

　簒さん奪だつからこちら、自分の知らなかった彼の面をたくさん知った。変わらないものもあるのだと気づくと、ほっとする。

「ええっと、紅兄さま。……実はね、わたくし、倒れる前に丹たん朱しゆと会っていたの」

「！」

　顔色を変える志紅に、「もうここにはいないわ」と雛花は首を振った。

「倒れたのはどうやら、彼に無理やり夢を見させられていたから……みたい。彼と、伏ふつ羲き真しん君くんや女じよ媧か娘にやん々にやんの、過去のことを……」

「……過去？」

「たぶん、桃とう華か源げんができるよりも前のことじゃないかしら……」

　まだ働かない頭で、雛花は、先ほど見たばかりの夢の内容をかいつまんで話していく。

　まるで神話の世界のごとき、幻想的な光景。そして、女媧と伏羲、丹朱の会話。

　いつ語り始めたかの自覚すらなく──そのすべてを、気づけば雛花は夢中で話していた。

　一度、志紅と言葉を交かわして安心したせいで、先ほど味わった非日常が、急にそら恐おそろしく感じられたのだろうか。口は己の意思を無視して動き続け、何かに取り憑つかれたように、言葉が止まらなかった。

　伝えるべき情報の取しゆ捨しや選せん択たくなど、まったくできない。もはや自分が何を話しているのかすらよく認にん識しきしないまま。とにかく、望まぬまま頭の中にため込んでしまったものを、洗いざらい吐き出してしまいたくてたまらない。

「う、……っ、ぅえ」

「雛花!?」

　記憶の奔ほん流りゆうに吞まれ、翻ほん弄ろうされるように話し終えた後、急にがくんと気分が悪くなり、たまらず雛花は呻うめいて口くち許もとを押さえる。額から汗が噴き出した。込み上げる吐はき気けに耐たえ、真っ青な顔で荒あらい呼吸を繰り返すその背に、慌あわてて志紅が手を添えてくれた。

　彼の手はあたたかい。目を閉じて、身に馴な染じんだ体温を感じているうち、雛花は少しずつ落ち着いてきた。──どうにか、最悪の醜しゆう態たいは曝さらさずにすんだらしい。

「……もしそれが本当のことなら、ほとんど答えに近いものだな」

　不意に志紅が呟いたので、俯いて呼吸を整えていた雛花はのろのろと顔を上げた。

「夢の中できみが見た世界は、まず間違いなく、渾こん沌とんだろう。そうなると、二神はやっぱり、渾沌に由来するものだったわけだ。……しかも、それだけじゃなく」

　次々に、答え合わせのように志紅が立てる推測に、雛花は何も言えず耳を傾ける。口を開けず、声が出ないのだ。

「伏羲と女媧は、渾沌では罪ざい人にんだった、ということか」

「……」

　──〝わたくしたちが夫ふう婦ふとなった罪も〟

　──〝我われらが、ただ兄きよう妹だいであるだけで、ともに生きることすら叶わなくなる〟

　夢で聞いた言葉を思い出し、雛花は思わず顔をしかめた。

（咎とが人にんだというなら罪状は何？　丹朱が、『渾沌の規き範はんとなるべき者が犯おかした罪』だと言っていたことも合わせて考えると、ひょっとして──）

　伏羲と女媧が、夫婦であった事実を隠いん蔽ぺいしようとしたのではないかという、志紅の推理を思い出す。そして、彼らが兄妹で契ちぎることを禁きん忌きとせざるを得なかったのは、彼らがそもそも持っていた倫りん理り観かんゆえであろうとも。

（彼らが囚とらわれていたのは、渾沌の規範で、その罪は……兄妹で愛し合ったこと……？）

　だからせめて、『娘々』という敬けい称しように、皇帝の妻と女神という、どちらの意味も含めることで、自分たちが夫婦であることを示そうとした。思いどおりに、堂々とそばにいられない二人の、せめてもの抵てい抗こうだったのだろうか。

　いろいろと抜ぬけ落おちた不完全な地図に、きちんと正しい線が追加されていくような感覚。けれどそれは、やっと真実を探さぐり当あてた高こう揚ようというより、目を背そむけてきたものを首の根を摑んで直視させられているような不快感。

「雛花。夢の中で、女媧と伏羲は、文字を盗んだとも言っていたらしいね」

「……はい」

「じゃあ決まりだ。桃華源を築く韻いん容よう五ご彩さいの布は、渾沌からの盗とう品ひんで織り上げていたんだ」

　──盗品。

　志紅がなんの気なしにその単語を選んだことは分かる。けれど雛花は、まるで自分の犯した罪をあげつらわれたように、びくりと身を引きつらせた。

「彼らは、暗あん澹たんたる無む秩ちつ序じよの渾沌から、韻容の秩序を紡つむぎ出して世界を築いたわけではない。大おお海うな原ばらに、一夜にして桃華源が現れたという西方の伝説は、真実だったんだな」

　この世界は、もともと西側しかなかった。しかし、渾沌を出しゆつ奔ぽんした伏羲と女媧が逃げ込み変へん貌ぼうすることになる。

　彼らは盗んだ文字を使い、つくりものの世界を勝手に東側に継つぎ足たして、急ごしらえの砦とりでを築いた。

「彼らに罪を贖あがなわせようと追ってくる渾沌の追跡者たちから逃げ、……籠ろう城じようするために」

　そして、文字の城は、実際に千年間も襲しゆう撃げきに耐えたのだ。

　時おり、囲みの綻ほころびから追っ手が入ってくることもある。その都つ度ど、二神は上じよう手ずに彼らを撃退してきた。あるいは自ら憑ひよう依いした皇帝や天后を使い、あるいは令れい牌はい術じゆつを以て。

「……伏羲真君や女媧娘々は、どうして皇帝や天てん后こうを器に選ぶのか。せめて支配者に宿ることによって、思うようにできなかった世界を理想どおりに整えようとしたんじゃないか。本当なら、器を好き放題に交換したいし、それ以前に器などなくても自由に存在できる世界にしたかった。それができなかったゆえの、苦く肉にくの策として……」

　つまり、すべては桃華源を──そういうふうにしか創れなかったから。盗品でしかない文字や概がい念ねんを、彼らは扱あつかいあぐねたのだろうと。

「槐帝国はおそらく、彼らが大たい過かなく桃華源に立てこもるための仕組み。ここは、二神にとって、できそこないの壺こ中ちゆう天てんなのかもしれない」

　志紅の言葉に、雛花は力なく頷いた。

　壺中天。

　古来のおとぎ話に登場する、壺の中にあるという理り想そう郷きようのことだ。

　訪れた者を、荘そう厳ごんを極めた玉ぎよく殿でん、美び酒しゆと佳か肴こうでもてなす、夢の庭。

「壺中天のたとえを使えば。伏羲にとっても女媧にとっても、彼らの本来あるべき場所は渾沌で……皇帝も天后も、彼らにとっての壺、つまり夢の入り口だろう」

　夢の中でなければ、夫婦は邂かい逅こうできない。

　しかし、そのためには、夢の住人の器を借りなければならない。

　では、渾沌の魔が、執しつ拗ようなまでに桃華源を襲撃してくる理由は。

「当然だろうな。罪人の立てこもる砦を攻せめているだけなんだから」

　無秩序に属するばけものが、整然とした韻容五彩の理ことわりに守られた桃華源の美しさを憎にくんでいたわけではなかったのだ。彼らの目的は、桃華源の破壊ではない。

「桃華源だけが襲われるのも理にかなっている。渾沌の魔は、──なんてことない。大昔に取り逃がした、罪人どもを追っていただけだ」

　答え合わせをした後、雛花は自分の手に視線を落とした。

（わたくしが、目指していた天后は……）

　天后どころか、皇帝も。

　渾沌にとっては、罪人の片棒を担かついでいたに過ぎず。

　罪から逃れて幸せに暮らしたいという二神の夢に、千年かけて付き合わされてきただけだ、と。

（そんな、ことって）

　雛花は唇を嚙む。──魂を、呪いの蟲むしに引っかかれるから。ああ、気持ちが悪い……。

「あり得ないわ」

　思わず零こぼれた声は、驚くほど大きく室へやに響いた。志紅が目を瞠る。

「だって、……あなたの推測が正解だとしたら、まだ解決していない問題がたくさんある……。まず、本物の女媧娘々はどこへおいでなの？　桃華源がつくりものの砦だというなら、なぜ千年も耐えた韻容五彩の布目が今さら緩んで、凶暴な魔が次々に入ってくるの。樹海や砂さ海かいは何？　そこに生えてくる、あの石碑は？　それらを記した崑こん崙ろんの神仙とは誰のことなの」

（丹朱は、どうして神々を助けたのに、後になって裏切ったの？　どうして【白はく澤たく】などと名乗ったの？　わたくしたちが奉ほうじてきた、『白はく澤たく図ず』とはいったい何？）

　立て板に水で続けながら、雛花はしきりに、頭の中で「ほら」と繰り返していた。

　ほら。分からないことだらけだ。

　ほら、穴だらけだ。

　だから、彼の話は、真実なんかじゃない。きっと。絶対に。そうでしょう。

　それが、自らに言い聞かせるためだけの詭き弁べんに過ぎないと分かっていても。

「あとは、夢の中で……丹朱は、二神とかねてからの知り合いのようでしたわ」

　そう、仲がよくて、ただの旧知というよりまるで──志紅と雛花と、黒こく煉れんのような。

　もっとも雛花は、黒煉と恋こい仲なかにはなりようもないほどにただの兄妹だが、たとえば丹朱らも幼おさな馴な染じみなのだとすれば。

「彼は、二神にとってなんなの？　……どうして女媧娘々と同じ姿になっているの？　もともと白はく龍りゆうに近い形を持つ魔なのか、それとも窮きゆう奇きのように変へん幻げんの力があるということ？」

「女媧と丹朱が、同じ白龍の姿……？」

　志紅の呟きにも気づかず、さらに雛花はまくし立てる。

「それから不思議なことに、なぜかわたくしが見た記憶は、丹朱ではなくて女媧娘々の視点のものでしたわ。すごく、……それこそ真実にしか思えないくらい、生々しかったけれど……。ほらね、やっぱりいろいろおかしいわ。私に宿ったのは丹朱ですもの！　つまり、彼がわたくしに見せた夢は、ただのつくりものなのだわ」

「……見せられたのが女媧の記憶だった？」

　どうにか、丹朱の見せた夢をただの噓にしてしまいたい雛花に対し、志紅ははっと何かに気づいたようだった。

「だとしたら、丹朱の正体は……」

　眉み間けんに深い皺しわを刻んだ志紅が、ぽつりと落とした独どく言げんに、考え事に夢中の雛花は気づかない。そうして気を逸らさなければ、心がばらばらに砕けてしまいそうだったから。

「……そうよ。分からないことだらけなんだから、わたくしが見たのは、きっと事実なんかじゃないのよ！　こうして人を惑まどわすような幻覚を見せるなんて、やっぱり丹朱はたちの悪い渾沌の魔なのかもしれませんわ。こんな意味のない馬鹿げた謎解き、すぐやめないと。そして、今度こそ彼に騙だまされずに、伏羲真君にも女媧娘々にも、早くご無事にお戻もどりいただくための手段を見つけなきゃ……」

「は？」

　熱に浮かされたように勢いきおい込んだ雛花は、志紅の心底怪け訝げんそうな声で、思し考こうの海から引き戻もどされた。

「ちょっ……と待って、雛花！　そういう話じゃなかっただろう？」

「……え？」

　想定外の言葉を受け、雛花は目をしばたたく。

「俺が史実や神話に奇妙な点を見つけたのは、その丹朱とかいう奴やつがしゃしゃり出てくる前の話だし、きみの見た夢は、その不自然さをきれいに埋うめるものだった。だとすれば、むやみに否定する道理はない。第一、疑問が多すぎるから、真実じゃないだって？　それは違う。明かされていないことが多いなら、それはこれから明らかにしていけばいい話で、見つけた答えが誤りだという根拠にはならない」

　志紅の言うとおりだ。雛花の言い分は支し離り滅めつ裂れつで、まったく論理的ではない。

　──そんなこと、分かっている。雛花は唇を嚙んだ。

（あなたは。なぜ、いつもいつも！　ためらいなくわたくしの逃にげ道みちを塞ふさいでくるの……）

　押おし黙だまる雛花に、畳みかけるように、志紅の声は続ける。

「その前提で、さっきまでの話を要約すると。俺たちは──桃華源の人間は、自身の与あずかり知らないところで、駒こまにされている可能性が高い。おまけに、自分たちを創造した存在とはいえ、大昔の罪ざい人にんの保身のために、だ」

「ええっ!?　どうして、そういうことに……なるの？」

　えらく棘とげのある解かい釈しやくだなと、雛花はうろたえる。

「だって、事実そうだろう。それでどうして、さっきみたいな言葉が出るんだ」

「さっきみたいな？」

「だから！　自分の見たことが全部噓っぱちだの、女媧娘々と伏羲真君に戻ってきてほしい、だの……」

「当たり前でしょう。ここは桃華源で、彼らは創世の神々なのよ」

　きょとんとする雛花の両りよう肩かたを摑み、志紅は見たこともない剣けん幕まくで叱しつ責せきした。

「当たり前なんかじゃない！」

　目を瞠って身を縮ちぢこめる雛花に我に返ったのか、「ごめん、驚かせて」と深く息を吐き、志紅は「だから」と顔をしかめる。

「……俺なら、こう考える。これは好こう機きだと。もう、この地に二神はいらないんじゃないか、って。彼らを渡せば、渾沌の魔は桃華源を襲う必要がなくなる。つまり今後は、皇帝も天后も、二神の生いけ贄にえにされずにすむ」

「紅兄さま。あなたこそ、……何を言っているの？」

　耳を疑うような言葉に、ふるふると雛花は首を振る。

「だから俺たちが次に探るべきは、俺たちこそが二神を生贄にする手段だ。奴らを渾沌の魔に差し出して、安全を手に入れるための。そうすれば、さんざん器として消費されてきた宗室の歴史に、終しゆう止し符ふが打てる」

「お戯たわむれが過ぎますわ。桃華源を守ることは、二神のしもべたること！　わたくしは女媧娘々を取り戻して、無事に天后になって、この国を支える柱になるのよ！」

「きみは天后じゃない。皇こう貴き妃ひだ。俺の妻だ。……きみが桃華源を守るのなら、その桃華源ごときみを守るのが俺の役割なんだ」

　その言葉に、雛花の頭にはかっと血がのぼった。

（勝手なことばかり言わないで!!）

　何も言わず異母兄あにの命を奪い、何も告げず雛花を閉じ込め、何も知らさずに命を奪おうとまでしたくせに。

「あなたに……あなたにそんなことを言われる筋合いはないでしょう!?　紅兄さま!!」

　気づけば、彼の頰を思いっきり張っていた。
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　ぱしん、と乾いた音が、静かな室内に大きく響く。一拍遅れて手のひらに生しようじる、ひりつく痛みがやけに生なま々なましい。

「守りたいとか大切だからとかいうお為ためごかしでわたくしの意志を無視するのはいい加減にやめにして！　紅兄さまは、わたくしの望みに沿ってくれるのではなかったの!?　わたくしの身が危険に曝されたからって、そのくらい、なんだというの！」

　一気に咽喉から迸ほとばしる想おもいの塊かたまりは、ずっと胸のうちに残るしこりの正体だ。

「わたくしはいずれ自じ我がを失って、ただの器になる……宿るのが神でも魔でも、桃華源の柱になれるなら本ほん望もうよ。使命に殉じゆんじるのがわたくしの役割なんだから。それはわたくし自身の意志だわ！」

　ぜえぜえと、肩で息をする雛花が、言い切った、と力を抜いた瞬間。




「違う」




　静かに断ずる志紅の声に、雛花は目を見開いた。

「きみの意志？　違うだろう。宗室の意思だ。ひいては二神の意思だよね？」

「いいえ、本当にわたくしの……！」

「それが真実きみの望みなら、俺も納得したかもしれない。でも実際は、使命に殉ぜよと教える、きみの血筋に憑ついた呪いがそうさせているだけだ」

「……！」

　彼の反はん駁ばくは的確で、それだけに辛しん辣らつだった。二の句が継つげずに黙る雛花の両手首を、志紅が摑む。彼はそのまま、雛花の上に屈かがみ込んで視線を合わせた。

　──まっすぐすぎるその色に。

　声が出せず、唇をわななかせる雛花に、志紅はひたりと目を合わせる。

（炎ほのお、みたい）

　静かな怒ど気きに気け圧おされ、雛花は身を竦ませた。

　かつて龍りゆう武ぶ軍ぐんで、彼の柘榴ざくろ色の双眸は対たい峙じした時の苛か烈れつさから〝火か眼がん〟と称されていたと、唐とう突とつに思い出す。

　そのまなざしに囚とらわれて声も出せないうちに、志紅はさらに続けた。

「ついでに、天后になって身を捧ささげるのは、断じてきみ自身の意志なんかじゃない証拠を、もうひとつ示そうか」

「な、何を」

「荊けい家けが族ぞく誅ちゆうに処されて、俺の命をきみが救ってくれた件。……きみの必死の嘆たん願がんに先せん帝てい陛下が、……いや、当時はもう伏羲か──が、心を動かされたように見えるだろうが、実際のところは違う」

「……え？」

　次の志紅の言は、まったく予想だにしなかったものだ。雛花は思わず瞠どう目もくする。

「伏羲は、天后候補として、あらかじめきみに目をつけていたんだ。だから俺の命を盾たてに取り、きみが必死に女媧に降臨を希こいねがい続ける状況を作り出した」

　──〝見込みどおり、あれはよい器のようだ〟

　先日、伏羲は志紅にそう言って嗤わらったという。ゆえに志紅は悟った。そもそも、伏羲の狙ねらいは雛花だったことを。

　志紅の助命を許したのも、他の皇おう子じ皇こう女じよに命じて雛花を蔑ないがしろにさせたのも、すべて雛花を女媧の器として最適に育てるための茶番だった。はめられたのだ、と。

（わたくしの、意志ではない……？　そんな、わけが……。国を一番に据えることも。天后を目指すことも。天后になって果たしたい夢も。今までしてきたこと、感じてきたもの、考えたことすべてが、偽いつわりなんて、そんなの）

　自分の呼吸の音が、胸のうちでやけに大きく反響する。なんて、耳みみ障ざわりな。

　目を見開いたまま、雛花は言葉にならない喘あえぎを漏もらす。

　追い打ちをかけるように、志紅はさらに容よう赦しやなく宣告した。

「分かる？　端はなから、きみの意志なんて、どこにもない。きみは騙だまされてなしくずしに自じ己こ犠ぎ牲せいを強しいられていただけだ」

（紅兄さまの話が正しいなら。桃華源は、つくりものの夢の砦で。わたくしのすべても、ただ流されるままにできあがった、まがいもの）

「……防ぎようのない犠ぎ牲せいは仕方がないかもしれない。たとえば兵がそうだ。でも、〝出ることが当たり前に設定されている犠牲〟というのは違うんじゃないか」

（大切なものは、ぜんぶ、にせものだった）

　志紅の声は、耳を素通りしていく。頭が真っ白で、うつろな目はもはや彼の顔を認識できない。

「雛花。頼むから、……ちゃんと運命に抗あらがってくれ。きみに命を捨てさせようとする者を許さないでくれ。俺は、きみがそれを強要されることも、受け容れることも許せない」

　なぜだろう。──彼は、いつも雛花を否定する。

　夢を、目標を、努力を、培つちかってきた今までの人生すべてを。

（この人に、なんの、権利があって？）

　そう思ったとたん、雛花の腹のうちに燃え上がっていた怒りの炎は熱を失い、氷へと変わった。

「だから？　許せないから、どうだというの」

　やっと出せた声は、掠かすれつつも、存外に冷ややかなものになった。

「つくりもの？　騙されていた？　それが、何？　ええ結構よ、すべて異い議ぎなく受け容れて差し上げるわ！　わたくしがどこで、どんなふうに自分の命を使おうと、わたくしの勝手でしょう」

　つとめて毅き然ぜんと顎を上げ、孔く雀じやく緑みどりの双眸に力を込めると、雛花は正面から彼に言い放つ。

「残念ながら、わたくしはあなたではないの。あなたがどんな信念を貫くも自由だけれど、わたくしが自分の命の使いどころをどうするかも同じこと。お互い干かん渉しようされるいわれはないでしょう？　それとも、それが許せないなら、今ここで、わたくしを殺しでもする？」

　微笑さえ浮かべて挑ちよう戦せん的てきに睨みつけると、己を見下ろす志紅の緋色の目が、すっと凍こごえた気がした。

「痛っ、……！」

　ぐ、と手首を握る指に力を込められ、思わず悲鳴を上げる。

　しかし志紅は頓とん着ちやくせず、雛花の両手首を片手でひとつにまとめると、後ろに突き飛ばす。そして、上体を起こして座すわっていた寝台に、仰あお向むけに押おし倒たおした。

（え？）

　柔らかな錦にしきの布ふ団とんに頭が沈しずみ、雛花は目を瞠った。

　とっさにばたついて身を起こそうとしたが、両足は上からのしかかってきた彼のそれで押さえられてしまっている。身を反らしても、ただ掛け布に絡からまるばかりでまったく意味をなさない。

「紅兄さま！　何をするつもりなの!?」

「何を？　お望みどおりにするだけだよ。ほんっと……昔から変わらないね、きみは。まっすぐに、清らかに自分の道を見み据すえて、決して曲がりも穢けがれもしない。吐き気がするくらいに」

　彼の唇の両端が、いびつに吊り上げられる。

　一変した空気に、雛花は震ふるえた。不意に手首が解放されたことで、彼の胸むな板いたを叩いて抵抗するがびくともしない。

「やめて！　嫌いやだったら！　……助けて、紅兄さまっ!!」

　とっさに助けを求めるのが、目の前で自分に危害を加えようとしている男なのだから救えない。

　思い出すのは、彼を、策のために誘ゆう惑わくした晩のこと。あの時降ってきたのは、暴ぼう虐ぎやく的てきなまでに甘く、頭の芯しんまで酔よわせるような口づけ。

　けれど今は、彼の大きな手のひらが雛花の肩を辿り、そのまま首にかけられた。気道が、ぐっと圧あつ迫ぱくされる。

（本当に……殺す、つもり……!?）

　彼を軽はずみに挑発してしまった後悔が、ぐるぐると渦を巻いて頭の中を駆け回る。けれど結局、すべては言葉にならず。咽の喉どから漏れるのは、かふ、と小さな吐と息いきのみだ。

　ただ恐ろしくて、雛花は強く目を瞑った。

　しかしいっかな、首にかかった手にそれ以上力が入る気配はない。

（……？）

　おそるおそる瞼を上げると、当たり前のこと、見慣れた幼馴染の顔がすぐそばにあった。

　否いな、見慣れてはいない──彼のこんな笑い方、見たことがない。

　簒奪の晩から、仮面を張りつけたような冷れい笑しようで接されたことも。

　命を狙われた晩に、感情を殺すように微笑まれたことも、あったけれど。

「げほっ……！」

　首に押しつけられていた手のひらが離れていく。急に肺に流れ込んだ空気に噎むせ、うずくまって咳せき込む雛花を見下ろし、その頰を指の背で辿って。悄しよう然ぜんと彼は呟いた。




「俺がどんなに声を張り上げて呼びかけても、傷つけても穢けがしても、たとえ、殺したとしても。きみの中にはきっと、俺のかけらも残らないんだ」




　こんな、ふうに。

　いびつで、いきり立つ感情の行き場をなくして吼ほえるような、荒あら々あらしい笑顔など。

「わたくしは！」

　志紅の言葉に抗あらがい、雛花はたまらなくなって叫んだ。

　これだけは。

　今さら、自分でも気づいた。これだけは、伝えたい。届いてほしい願いが、やっと声になる。

「わたくしはただ……この国に。この国、で。あなたに幸せになってほしいだけなの」

　それは、一切の理り屈くつやうわべを取りはらった、藍らん雛すう花かの、てらいのない想いそのものだ。

　孔雀緑の必死なまなざしを、緋色のそれが静かに受けとめる。

「どうして──」

　やがて、言葉を受け取った彼は、また微笑んだ。

　苦しげに。哀かなしげに。

「どうして、……俺も同じ想いでいると、きみは気づいてくれないのかな」

「……──」

　その瞬間、雛花は悟る。

　この先進む道が、彼とは決して交わらないことを。
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　脳を焼き切るような熱をやりすごすべく、志し紅こうは歯を食いしばる。

　──雛すう花かが倒れたという報しらせに、比ひ喩ゆではなく本気で心臓が止まるかと思った。

　眠り続ける、青ざめたその顔を見下ろしながら、焦しよう燥そう感かんで叫びそうにもなった。

　そして今は。

　たとえ自我が消え去って、ただのうつろなくぐつになり果てようとも、国のためなら本ほん望もうだと言い放つ彼女に、煮にえたぎる感情を押おし殺ころせずにいる。

（助けられるかもしれないのに。その好機が与あたえられたのに、やっと……）

　彼女に怒いかっても仕方がない。そうと分かっていても、あまりに自身を蔑ないがしろにしたその発言だけはいただけない。

（どうして、分からないんだ）

　どうしてこうも分かり合えない。

　どうして、彼女は何も変わらないままなんだ。

　こんなに大切なのに。彼女が、彼女の命が、声が表情が心が存在そのものが、誰よりも何よりも大切なのに！

（馬鹿か……それで彼女を手に掛けようとしたんじゃ、救えないな）

　穏おだやかに話していたはずの相手から急に押さえつけられ、あまつさえ首を絞しめて殺されかけ、さぞかし恐ろしかっただろう。

　己を突き動かす、荒あれ狂くるう衝しよう動どうに慄りつ然ぜんとする。

　腹のうちに飼っていたけだものが、檻おりを喰い破って出てくるような、御ぎよしがたい情動の奔ほん流りゆう。手なずけられもせずに彼女にぶつけてしまったことを恥はじ入いるしかない。

　──ふふ、と。

　不意に、身体の下に押さえつけた雛花が、さざめくような妖あやしげな笑い声を立てる。志紅ははっと我われに返った。

「小しよう花か……？」

　思わず以前の呼び名に戻りつつ、嫌な予感に志紅は彼女から身を離した。寝台から下り、慎しん重ちように距離を取ると、起き上がった彼女は「お邪魔しちゃったかな」とぺろりと舌を出す。その瞬間、疑念が確信に変わった。

　ここにいるのは雛花ではない。

「また会ったね。桃とう華か源げんの贄にえ。新たな皇帝」

「お前は……っ！」

　──女じよ媧か。否いな、丹たん朱しゆ。

　かつて桃華源の創世にかかわったという奇妙な生き物は、幼おさな馴な染じみの少女の顔でうっそりと笑ってみせた。

「そんな、今にも殴なぐり倒たおしそうな眼めで見ないでよ。言っとくけど、今僕をどうにかしたら、傷つくのはこの子の身体だからね？」

「……分かっている」

　自身の胸を指さして、呆あきれたように肩を竦すくめる丹朱に、志紅は怒りを逃がすように腹から息を吐き出した。

「警戒しないでよ。僕は、君に話があるのさ」

「……話ならば是ぜ非ひ俺もしたいが。その前に、雛花の身体から出て行け。男がそこに居い座すわっていると思うだけで虫むし唾ずが走る」

「出てっちゃ話ができない。僕は渾こん沌とんの住人でね、おまけに、そっちに姿を見せるだけでちょっとした混乱を招く存在なんだ。……って、君、知ってるんでしょ？」

　一度言葉を切り、雛花の顔をした丹朱は、にいっと唇を歪ゆがめた。




「君、ホントは真実の奥の奥まで知っちゃったんでしょ？」




　僕が何もので、本物の女媧がどうなったのか──

「それを分かっていながら、肝心のところを彼女に伏ふせたのは、なんともお優しいことだねえ。宗そう室しつのゆがみに自ら気づかせようと誘ゆう導どうして、彼女が信じてきたものをガラガラ情け容よう赦しやなくぶっ壊して、意識を根っこから作り変えようとした割にね。いやあ、その献けん身しん？　野心？　執しゆう着ちやく心しん？　僕もびっくりだよ」

「……なぜそう思う？」

「君が簒さん奪だつ帝ていだから」

　にっこりと丹朱は微笑む。

「でも、君の言葉じゃ彼女に届かなかったみたいだね！　なにせ、彼女にかかっているのは、千年かけて織られた使命感っていう呪いだよ。あーあ、お気の毒さま」

　嘲あざけるように、小さな唇が吊り上がる。

　同じ顔で、よくもここまで違う表情が作れるものだ、と志紅は密ひそかに呆れた。心境的には今すぐ胸むな倉ぐらを摑み上げ、つべこべ言わずに早く彼女の中から出て行けと怒ど鳴なりたいが、それをやっても無駄なのはよく分かっている。衝動は抑えるしかない。

「まだまだ青いね。怒りは身を滅ぼす毒だよ。さらに、敵に見せれば猛もう毒どくになる。今の君のようにねぇ」

　志紅のそんな穏やかならざる心中などお見通しだろうに、寝台から下りた丹朱はさらに煽あおるように彼に歩み寄った。

「なぜ君なら真実を見み抜ぬけると思ったかって？　理由なら他にもあるとも。僕と、立場が同じだからさ。……最初に君たちに気づいた時にね、嫌な偶然もあるもんだなあって思ったんだよ」

　とん、とん、と。白魚のような指が伸びてきて、志紅の顎あごをつつく。

　さらに小さな手のひらが滑り、そっと彼の頰に添えられた。

「君は、おぞましいくらい僕に似ている。だから、君たちの中で誰か一人だけ犠牲を選ぶなら、君にしようって決めていたのさ」

「……似ている？　俺が、貴様にか」

　ふと思い出す。

　丹朱と、女媧と伏羲。──彼らは幼馴染かもしれないと、雛花は口にしていた。

「そうさ。どんな無茶をしてでも守りたい大切な二人がいて、おまけに片方が想い人。彼らのためなら命を差し出すことも厭いとわない。……まったく、愚おろかなことだよ」

　不快を隠しもしない志紅に、ふふふ、と丹朱は笑う。

「ちょうどいいや。この子が隠しているようだから教えてあげる。君の大切なお姫様の自我は、持ってあと半年。たった半年で、ぜんぶ僕が喰い尽つくしてしまうよ」

「な、……に……？」

　凍りつく志紅に、丹朱は口許に手を当て、くすくすと声を立てて笑い始める。

　呆然とそのさまを見つめていた志紅だが、じわりと胸から込み上げた激情が指先までを満たすと、やがて骨が白く浮うき出るほど拳を握りしめた。

「……そんなことをしてみろ。どんな手段を使ってでも貴様を殺す」

　ぎりぎりまで低く押し殺した声と、常人ならば腰を抜かすほどの凍いてつくまなざしに、丹朱は首を傾げる。

「そんな悲ひ観かん的てきにならなくても。自分でも言ってたじゃないか。彼女が神に喰われる前に、君が神を喰ってしまえばいいのさ」

「どういう意味だ」

「目的を果たせば、彼女については解放してあげることもできる、ってこと。深しん淵えんを覗のぞき込んだ君になら、僕の望みが何か、分かるはずだ」

　話してみせて、と彼は続けた。

　──手のひらで転がされている。

　分かっているはずなのに、ただなすすべもなく従うよりほかはない無力感に、志紅は視線を落とす。

「さあ、答え合わせといこうか、槐かいの皇帝。もしも正解していたら、君にはご褒美に、そうだねぇ──剣けんを、あげる。それは君の望みどおり、大切なお姫様を守り、親友を救い、最後に君自身の心臓を貫つらぬくことだろう」
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　──〝どうして、俺も同じ想おもいでいると、きみは気づいてくれないのかな〟

「はあ……」

　志し紅こうとひどい仲なか違たがいをしたまま、いつ気を失ったのかは覚えていない。なんにせよ、雛すう花かの目が覚めた時、翠すい帳ちよう紅こう閨けいの臥ふし室どに彼の姿はなかった。そしてその日はそのまま、もう彼と会うことはなかったのだ。

　翌朝、自室の寝しん台だいで錦にしきの布ふ団とんにくるまっていた雛花は、もぞもぞと寝ね返がえりを打ちながら深いため息をつく。

　薄うす目めを開けると、漏ろう窓そうの花はな格ごう子しからは明るい光が射さし込こんでおり、ずっと瞼まぶたの裏にちらついていた、彼の寂さびしげな表情を搔かき消けしてくれる。

　丹たん朱しゆにおびき出される形で伏ふつ羲きが姿を消して、はや三日。

（答えを見つけ出すまでに残された時間は、今日いっぱい……だというのに、紅こう兄にいさまとぎくしゃくするなんて、最悪だわ）

　天てん蓋がいの内側の模様を睨にらんでいると、ふと外の様子が気になった。ここは泰たい坤こん宮きゆうの最上階にあるが、窓の玻璃ガラス越ごしながら、なんだか下が騒さわがしい気がする。がやがやという人の声や、何かを移動させるような音。

（……どうしたのかしら？　別に、今日は何も特別な行事の予定はなかったように思うけれど……）

　確認しようと寝台からむくりと起き上がったところで、室へやの扉とびらが開く。「おはようございます」と入ってきたのは、背の高い麗れい人じんである。

「……おはよう、珞らく紫し」

　どこかぼんやりしつつ、雛花もつられて挨あい拶さつを返す。

「どうしました？　今日はなんか、一段としゃっきりしませんね」

　菫とう珞らく紫しは、雛花にとっては数年来の付き合いになる侍じ女じよだ。男ものの袍ほう褲こがよく似合う彼女は、後宮でも二に十じゆう七なな世せい婦ふとして才さい人じんの位を賜たまわっているものの、志紅のことは虫が好かないのだそうだ。

　立て続けに、「あのスカした陛へい下かになんかされました？」と尋たずねられ、雛花はとっさに目を泳がせた。常つね日ひ頃ごろから「得体の知れん天てん后こうなんかになるくらいなら、陛下の嫁よめのほうがまだマシでしょ、もうサクッとくっついちゃえばどうスか。ぶっちゃけ気に食わないけど」と言い続けている彼女の期待どおりではないが、いちおう何かされたことはされてはいる。

（く、首絞しめられたってバラしたら……やめとこう。血の雨が降るわ）

　先日、雛花が志紅に殺されかけた時など、珞紫は志紅の頰ほおを青あお痣あざになるくらいぶん殴なぐっている。とっさに雛花は引きつった笑え顔がおでもろもろを吞のみ込こんだ。

　珞紫は朝食を持ってきてくれたらしい。ふわんとおいしそうな香かおりが鼻先をくすぐる。

「あれ？　おまけに娘にやん々にやん、それどころか、お寝ね坊ぼうさんだった割にエッライ隈くまを目の下に飼っておいでですね。何やってんですか」

　高く結ゆい上げた栗くり毛げを揺ゆらす、いつもながらきちっとしたなりの侍女は、さっそくあるじの不調に気づいて顔をしかめる。口では皮肉を打ち出しつつも、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみにはっきりと心配の色が見え、雛花は申し訳なくなった。

「やだ、先に隈飼ってた誰だれかさんにうつされたのかもしれないわ。むしろ、わたくしだって、眠ねむれるものなら眠りたかったわよ……」

「ハイハイ言い訳は後で。とりあえず着き替がえの前に食べちゃいましょ。冷めますんで」

　雛花が身を起こして、寝乱れた襟えり元もとや裾すそを簡単に直すあいだに、大だい卓たくの上にはちゃきちゃきと食事の支し度たくが整えられていった。

　卵と葱ねぎと鶏とりむね肉が入った優やさしい色味の羹あつものに、同じく鶏の出だ汁しで炊たいたらしい油あぶら条あげや三つ葉を添そえた粥かゆ。蒸籠せいろの中には、野や菜さい餡あんや黄身餡の、桃ももやかぼちゃをかたどった可愛かわいらしい包子パオズ。季節ものの凌霄葉蓮きんれんかにいろいろな香草や干し果物を加えた、蜜みつ入りのお茶。

（……ほっとする）

　手て渡わたされた茶器を両手で包んで甘あまい香りを吸すい込こむと、あたたかい湯気が身体からだの奥おくまで浸しみ渡わたる気がして、雛花は肩かたの力が抜ぬけていくのを感じる。

「で？　何があったんですか、あいつと」

「べちゅに!?　にゃにもっ!?」

　そのまま気を抜いてぼんやりしていたところに、急に鋭するどい問いが降ってきて、雛花は思わず茶器を取り落としそうになる。間かん一いつ髪ぱつ摑まえたので、寝ね間ま着きの膝ひざが大だい惨さん事じにならずにすんだ。

「べちゅに……にゃにもって……嚙みすぎですいくらなんでも……。その調子だと、ド腐ぐされ陛下のクソ馬ば鹿か野や郎ろう様と一いつ緒しよに、あっつい夜を過ごして夢ゆめ心ごこ地ち、ってわけでもなさそうですね。頭を抱かかえたらいいんだか安心していいんだか」

「珞紫おまえね、敬意を払はらうのか蔑さげすむのかどちらかにしたら？　……ではなく。本当、おまえにも油断のならないことね」

　額を軽く指先で押おさえ、雛花は目を瞑つぶる。

「図星よ。昨日、彼と喧けん嘩かしてしまって」

「へ？　むしろ喧嘩してない日ありますっけ？」

「……それもそうね。でも、ことさら盛せい大だいなのをしたのよ。……というか、思い知らされたの」

　雛花はぽつぽつと、昨日の出来事を話した。

　回かい廊ろうで倒たおれ、志紅に心配をかけたこと。彼と、ふとしたきっかけで言い合いになったこと。

「話の途と中ちゆうからなぜか記き憶おくがなくて、急に朝になっていたのだけれどね。……本当、どうしてこんなに違ちがうんでしょうね。わたくしと、あの人」

　かつて、ともに何心なく接し、遊んでいた頃ころは、彼と自分の目指す先の違いなんて考えもしなかったのに。

（わたくしは、国のために一生を捧ささげたい。それが当然だと思っているし、犠ぎ牲せいになるのが自分の身なら、そういうものだって思う。なのにあの人は、この国よりもわたくしの身を案じようとしてくれる）

　役目に徹てつしたい雛花に対し、志紅は対極だ。

　志紅と話していると、奇き妙みような気持ちになる。まるで、鏡を覗のぞき込んでいるような。そう、何もかもがさかさまのあべこべに映る──

　正反対すぎて、そして、その違いを真正面からぶつけられて。

　今まで、かくあれかしと己おのれに課してきたこと、信じてきたものが、本当に正しいのかと不安にさせられる。

　──〝出ることが当たり前に設定されている犠ぎ牲せい、というのは違うんじゃないか。俺は、きみがそれを強要されることも、受うけ容いれることも許せない〟

　志紅の硬かたい声が、厳しい表情が、頭の内側でぐるぐる回る。

「……珞紫は前に、想いが同じだからこそ、紅兄さまと手を組んだって言っていたわね。おまえから見て、わたくしは……」

　間ま違ちがっているように見えるか。

　そう問いかけそうになり、雛花は慌あわてて吞み込んだ。他人に訊くことでもなければ、自らを疑うことでもないだろう、と。

「ごめんなさい、妙みようなことを話したわね。忘れてちょうだい。それより……」

「忘れませんよ。たぶんあの人、私と同じ種類の人間なんで」

　片手を振って、適当に話題を変えようとした雛花を、珞紫の声が遮さえぎった。

「ら、珞紫？」

「そりゃあ陛下も怒おこるわけだ。あのね、雛花さま。なんであの人が、自分の命を形かたにして、簒さん奪だつなんて大それたことを起こすまで、公私の〝私〟を極きわめちまったか分かりますか」

「……？」

「あなたに、ぜんっぜんソレがないからですよ」

「え」

　予想外のことを言われ、椅い子すに腰こしかけたままぽかんと侍女の顔を見上げる雛花に、「あーもうホント、これは骨が折れますねえ」と珞紫は頭をがっしがし搔かきむしる。

「雛花さま。あなたはこの国のためだけに生きろって教えられて育って、自己犠牲ごとき当たり前だなんて思うかもしれないですけどね。一方で、自分がどうなっても、あなたが犠牲になることだけは許せないって考える人間もいるんです。志紅のスカシ野郎……じゃなくて陛下もですが、私もです」

「！」

「だから、あなた方はお互たがいに絶対分かり合えないんですよ。この先ずっと、決してね」

　珞紫の言葉は、漠ばく然ぜんと抱いていた「彼と自分は平行線を辿たどるだろう」という予感に、はっきりとした形を与あたえる。

（わたくしはただ、紅兄さまには幸せになってほしくて……紅兄さまのために、……）

　彼がこれからも暮らしていくこの槐かい帝てい国こくを、桃とう華か源げんを守りたかった。

（でも）

　考えてみれば、奇妙なことだ。

　彼のためになる？

　そんなこと、どうして分かり得うるだろうか。

　雛花は志紅ではないのに。

（あの人のためだって思いながら、わたくしは、自分の心しか見えていなかった……）

　手が、震ふるえた。

　どうして今まで、こんな簡単なことに、気づきもしなかったのだろう。

「みんな似た者同士なんです。みんな自分以外の誰かのことばかり考えているくせに、みんなその誰かが何を考えてるのかなんて考えちゃいないんだ。あなたも私もあいつも、誰も彼も」

　──珞紫の声が、どこか遠い。

　当たり前のことなのに、それすら分かっていなかった己に、愕がく然ぜんとする。

「……そうね。おまえは正しいわ」

　呆ぼう然ぜんとしながら、雛花は同意を返した。なおも珞紫は何かを言いたそうにしたが、自じ失しつして宙を見つめるあるじの表情を見て口をつぐむ。

　手の中の茶は、いつの間にかすっかり冷えてしまい、口に含ふくむと甘いはずなのにどこか苦く感じられた。

「……ほんっと、不器用なんだからなあ」

「？」

　ボソリと呟つぶやいた珞紫の声に、どこか、あたたかな含みがあった気がして。思わず雛花が顔を上げた時だ。

「失礼いたします、藍らん皇こう貴き妃ひにお取り次ぎを」

　扉の外から呼びかけがあり、雛花はそちらを振り向く。

「……どなた？」

「雛花さまはそのままで」

　なんでも自分でやっていた頃の癖くせがとっさに出てしまい、思わず雛花が腰を上げかけたところで、すばやく珞紫が制止し、応対に向かう。

　外に立っていたのは、見知らぬ龍りゆう武ぶ軍ぐんの高位武官だ。翡ひ翠すい製せいの豹ひようの佩はい玉ぎよくで、その身分が知れる。

「娘にやん々にやんは今、ご朝食の真っ最中ですよ。こんな早くに不作法な。なんのご用ですかね？」

「申し訳ございません」

　あからさまに不快を示す珞紫に、いかめしいいでたちの兵は、簡単に名乗って武官の拱きよう手しゆを取った後、謝罪とともに用件を告げる。

「畏おそれながら。藍皇貴妃に、……陛下よりお言こと伝づてです」

　ためらいがちに口を開いた兵の目が、珞紫を通とおり越こして雛花を見る。

（言伝って？）

　戸と惑まどう雛花がとっさに珞紫を見ると、琥珀色の目をふいと逸そらされた。

　まるで、次に言われることを知っているような──




「後宮が解散になります」




　唐とう突とつに告げられた言葉に、雛花はとっさに反応できなかった。

「……は？」

「ですから、陛下が、この後宮を本日付けで緊きん急きゆうに解散される、と。これより後宮に、いえ、……内ない廷てい全体に、何なん人ぴとも残ることは許さぬと。ゆえに藍皇貴妃におかれましては、すぐに春しゆん燕えんを出て、郊こう外がいの離り宮きゆうへお移りいただくようにとのご指示で……」

　他の妃ひ嬪ひんの皆みな様さまがたにも、すでに報しらせが回っております。

　よほど言いづらかったのだろう。告げながら、彼自身も戸惑いを覚えているように見える。袖そでに頭をうずめるように礼を取る兵に、雛花はただただ呆ぼう然ぜんとする。

（まさか）

　とっさに雛花は立ち上がり、彼の脇わきをすり抜ぬけて回廊に飛び出した。

　そのまま奥の露ろ台だいまで駆かけ抜ぬけ、丹に塗ぬりの手て摺すりに飛びつくように身を乗り出す。「お待ちを」と慌てる兵の声と足音が追ってきたが、地上で繰り広げられる光景に雛花はすっかり気を取られてしまっていた。

「なに、これ」

　思わず声が出る。

　──眼下には、他の妃嬪たちの暮らす宮が整然と並んでいる。だが、そのいずれもから人がぞろぞろと吐はき出だされてくるのだ。

　みな見知った顔ばかり。今日まで槐後宮を彩いろどっていた、九きゆう嬪ひん、二に十じゆう七なな世せい婦ふ、八はち十じゆう一いち御ぎよ妻さいが、申し訳ばかりの荷を手に、まさに住んでいる宮を棄すてんとしている。

（そんな。さっき、外が騒がしかったのは……）

　おばあちゃんたちが総出で、あてのないお引ひっ越こしをしていたせいらしい。そう、ここは姥うば捨すて後宮なので、おそらく行き先など決まっていないはず。

「聞いてなくてよ。何が、どうなっているのよ……」

　両足から力が抜け、雛花はその場にへなへなと座すわり込んだ。
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　まさかの後宮解散。

　そして、いきなりの後宮解散。

（な、なぜに!?　どういうことなのよ、紅こう兄にいさま!?）

　あんなに雛すう花かを後宮に、正せい妃ひの座に縛しばりつけたがっていたくせに。いきなりの方向転てん換かんはいったいどういうことだ。志し紅こうの考えることはまったく分からない。

（いえいえいえ、おかしいでしょうどう考えても!!　しかもこんな時に、この状じよう況きようで!?　丹たん朱しゆとの謎なぞ解ときはどうするのよ!?　紅兄さま、まさかのご乱心……!?）

　さすがに昨日の喧けん嘩かが理由ではないと思いたいが、それにしたって急すぎる。天てん后こうになりたい雛花としては、後宮を堂々と出られることは、理り屈くつでは願ったり叶かなったりなのだが、なにぶん心がついていかない。

（わたくしが至らない妻だから嫌いやになった!?　それはそうよね、夜よ伽とぎひとつはおろか、妃きさきらしいことは何もできていないし！　いえ、それはそうなんだけど、たしかにそうなんですけれど、だからこれでいいはずなんだけれど、えええ!?）

　混乱しているのは雛花だけなのか、ほぼ身ひとつで放り出されるはずの他の妃ひ嬪ひんたちのほうが、よほど肝きもの据すわったものだ。実にきびきび、しゃきしゃき動いている。

　しばらくへたり込んで自じ失しつしていた雛花が立ち上がってもう一度下を覗のぞくと、宿下がり準備をしていたおばあちゃんたちは、やはり活いき活いきとお引っ越し作業に励はげんでいた。

「家や移うつりなんて久しぶりだねえ」

「天気がよくてお出かけ日和びよりさねえ」

「おっと入れ歯を忘れてるよ」

「コリャ失礼、ヒヒヒ」

　下からは、風に乗ってそんな雑談まで聞こえてくる。のんきすぎないか。

　なんにせよ、このままでは、後宮が空からっぽになるのも時間の問題だ。突とつ然ぜんすぎる解散は、実際に驚おどろくべき速さで執しつ行こうされているらしい。

（ど、どうしましょう……!?）

　混乱の渦か中ちゆうに叩たたき落おとされていた雛花のもとに、あっという間に後宮ががらんどうになったと報しらせが入る。雛花はますます焦あせった。すっかり後手に回っている。

「雛花さま!?　聞いたかい、後宮解散の件!?」

　室に戻もどったものの朝食に手もつけられないでいるうちに、やがて、どたばたとさらなる来訪者がある。

「灰かい英えい！」

「おっと、あわただしくして失礼したね」

　雛花の呼びかけに、乱れた髪かみを手て櫛ぐしでさっと整えつつ、馴な染じみの初老女性が優ゆう雅がな礼で応こたえる。本日も、薄うす藍あい色いろを基調にした上品なあつらえの襦じゆ裙くんが美しい。信しん頼らいできる相手の登場に、雛花も思わずほっとした。

「ちょうどよかった、灰英！　わたくしも、今からあなたのもとに行こうと思っていたの。やっぱりあなたにも、紅兄さまから報せが……」

「ああそりゃあ知ってるとも！　陛へい下かもおひとが悪いさね、こっちは老い先短いババアだってのに、朝っぱら出ていけなんて血も涙なみだもないったらサ。……おや、雛花さまは朝食も食わずかい。それはいただけないね。腹が減っては戦いくさができぬっていうじゃないか」

「でも、それどころじゃ……」

「女が瘦やせるのは胸からなんだよ」

「いただきます」

　人生の大だい先せん輩ぱいから立て板に水でしゃべり散らされ、気づけば雛花は、冷めた朝食に手をつけることになっていた。甘あま辛からい肉みその餡あんをかけた豆とう腐ふが美お味いしい。こんな状況だが。

　もぐもぐと咀そ嚼しやくして、とりあえず食べ物を咽の喉どに流し込んでいると、頭に栄養がいきわたったせいか、だんだん落ち着いてくる。いつの間にか正面に腰かけて、特に断りもなくお相しよう伴ばんに与あずかっていた灰英が、「この桃の包子パオズも絶品だねえ」とのんきにのたまった。

「って、だからそれどころじゃないのよ灰英！　後宮が解散するって！」

「ああ、そうらしいねえ」

「そうらしいって！　どうしますの!?　あなたもだし、ここで暮らしていた──ものすごい数の妃嬪たちは!!」

　ある日突然、おばあちゃん失業者が大量発生。それも禁きん城じようから。

　路頭に迷う、要よう介かい護ご者しやたち。そして老老介護の果てに、手持ちは尽つき、昨今深刻な社会問題と化した孤こ独どく死しまっしぐら……。

「いけないわ、そんなの許されませんことよ！　うちの後宮の老婦人たちは、わたくしが羨せん望ぼうと嫉しつ妬とにいきり立ってもんどり打つぐらい最強で有能で足あし腰こしぴんしゃんなのに！　この槐かい帝てい国こくで、天てん寿じゆを幸せにまっとうするまで、めいっぱいやりがいのある仕事をこなして羨うらやましすぎる余生を謳おう歌かしていただく予定ですのに！」

「心配すべきところはそこなのかい!?　まあいいけどサ、ありがとうよ！　相変わらず、褒ほめてるのか妬やいてんのか分かんない子だねェ」

「いいえ灰英、大事なことですもの。有能なかたがたが失業の果てに家をなくして行き倒れとか、駄だ目めよ絶対わたくしの目の黒いうちはさせませんからね!?」

「……お一人で盛り上がってるとこ野や暮ぼなこと言うようですけど、娘にやん々にやんって目ん玉黒じゃなくて緑色ですよね。それに、世界観に合わない単語は禁止ですから。前も言った気がしますけど」

「珞らく紫しおまえ本当にヤボね!?」

　混乱しながら、雛花はせわしなく頭を回転させた。

　かくなる上は、後宮に連つらなる姉し妹まいの長ちよう姉し、皇こう貴き妃ひたる雛花が、責任を持って、彼女らが安心して暮らせる働き口を斡あつ旋せんすべきだろう。

　かくしてここに、槐帝国史上初、職しよく安あん後宮が爆ばく誕たんすることになる──の、だろうか。

　ちなみに、ここに至るまでに簒さん奪だつ帝ていの後宮は、介護後宮、保育後宮と順調におかしな遍へん歴れきを重ねている。いったい、どこまで行き着くのか。

「もうこの際、そもそも後宮ってなんだったかしらって疑問はどうでもいいわ。珞紫は龍りゆう武ぶ軍ぐんから勧かん誘ゆうが来ていたから大だい丈じよう夫ぶとして。他の皆さまについては、徒あだ花ばな公こう主しゆのわたくしじゃ、顔が狭せますぎて今日明日で働き口を見つけることは難しいし。仕方ない、気が進まないけれど、彗すい縹ひようさまあたりにお願いして妃嬪受け容れ先の一覧を……」

「いやちょっとマジで落ち着きましょう雛花さま。大丈夫です。みんな行き先決まってますから」

　頭を搔かきむしる雛花の肩を、呆あきれたように珞紫がポンと叩たたく。

「え？」

「ま、解散ってぇか、陛下ご指示の大規模な移転だね。雛花さまは禁城を離れて、郊外に移るって聞いただろ？　それ、アタシらもついてくからね」

「えええ？　は、はあ……」

　混乱する雛花にふっと唇くちびるを吊つり上げ、灰英が笑えみを見せる。

（そういえば珞紫も灰英も、解散の話をどこか知っているふうだった……わよね）

　おそらくは雛花が気を失っているあいだに、志紅から根回しがあったのだろう。

　しかし二人とも、雛花にそれを伝えにこなかった。そして今も、知っていたということをあえて言わないようにしている。

（後宮の解散そのものが重要ではなくて、わたくしたちを後宮という場所から退去させるのが目的ってこと？　そして、珞紫も灰英も他の皆さまも、きっと紅兄さまから、わたくしの護衛と保護を命めいじられているのだわ。……それが必要な事態が、近く起きる？　しかも、この後宮で……？）

　察した雛花は、まずは手近な侍女を問とい詰つめることにする。

「珞紫、今すぐすべて吐はきなさい。おまえ、事情を知っているのでしょう」

「なんのことだか」

「……そういうところ、〝大だい嫌きらい〟なくせに紅兄さまと無む駄だに息が合っているの、どうかと思うわ。嫌になるくらいよく似ていることね」

「やめてください気持ち悪い。私はあんなにしちめんどくさくて厄やつ介かいじゃありませんよ」

　しれっと話を逸そらそうとする珞紫の腕うでを逃にがすまいと摑み、雛花は迫せまった。

「陛下に取り次ぎをして。わたくしがすぐに話したいと言っていたと伝えて！」

「残念ながら、皇こう帝てい陛下は〝急病で臥ふせってしまい〟出て来られないとかですよ」

「あの男……！　そんな虚きよ弱じやく体質帝が何代も続くわけないでしょ!?　理由が雑すぎる！　女性の趣しゆ味みのアレさ加減だけじゃなく、槐皇帝に変な風評が立ったらどうするのよ！」

　志紅がなぜ突然にこんな事態を引き起こしたのか、おのずと理由は察せられる。伏ふつ羲きの目を気にせず好き勝手できるのが、今日までだからだ。いくらなんでもやらかすことが大規模すぎるが。

（わたくしも、後宮脱だつ出しゆつは目指していましたけれど!?　だからといって後宮をまるごと空からにするなんて、あの人……本当に、何を企たくらんでいるのよ……。こんなの、ハイそうですかと出ていけるわけがないじゃない！）

　きゅっと唇を嚙かむ雛花に、「……なあ菫とう才さい人じん。やっぱり、何も知らずにいきなり離宮に行けっていうのも、雛花さまには酷こくな話じゃないかい」と片かた眉まゆを上げたのは灰英だ。

「……灰英は、紅兄さまからなんて聞かされているの？」

「いやホントに何も知らないんだよ。そこにいる菫才人が陛下からの伝言預かってきて、それに従って引っ越してるだけサ」

「ちなみにそんな私も、ぶっちゃけ全然詳くわしいことなんて知りませんよ。陛下からは、『事情は言えないが、すぐに雛花と他の妃嬪を連れて後宮を出てほしい』とだけ指示されて。なんでも、昼までには内廷を全部まるっと空あけてしまえとのご命令で」

「はぁ!?　内廷を！　まるごと!?」

　思わず雛花は復唱した。──後宮どころではなかった。

「で？　雛花さまは、どうしたいんだい。どうも、ここにいちゃ危険らしいってのは噓うそじゃなさそうだ。逃げたほうがいいってのも事実だろうサ。従うかい？　それとも……いきなり後宮を解散するなんて無茶を言い出した、陛下の真意を探さぐるかい」

　灰英の問いに、雛花は改めて内ない省せいする。

（この時期に、こんな無茶。間違いない。紅兄さまは、……きっと、どうにかして謎の答えを見つけ出したんだわ）

　──志紅に幸せになってほしいだけだと告げた雛花に、志紅は己も同じだと。つまり、きみには幸せになってほしい、と言ってくれた。

　彼が危険を冒おかしてまで皇帝になり、雛花を救う手立てを探してくれていたことは、知っている。

（天后としての立場とか。宗そう室しつの血の使命とか。そういうのを全部まっさらにして、残るのは。わたくしの、いちばんの想いは──）

　あの〝荊けいの乱らん〟の後、処しよ刑けいされようとした彼を、命をなげうったとしても救いたかった。

　──〝往おう々おうにして、死者は生者よりも雄ゆう弁べんだ、というのが私の持論です〟

　不意に、外廷の園林で聞いた彗縹の言葉が、耳の奥によみがえる。

（わたくしは彼を、死者に……過去にしたくない。今も、この先も。どんなことをしても）

「わたくしは……知りたいわ。あの人の真意を。だって」

　まったく志紅には、心を揺さぶられてばかりだ。

　彼のせいで雛花はいつも、重大な何かを選せん択たくする必要に迫られる。知るのか否いなか。諦あきらめるか否か。生きるか、否か。己おのれが真しんに望むものは何か。──一番大切なことは、何か。

　なぜなら、彼はいつも全ぜん身しん全ぜん霊れいで雛花に向き合ってくれるから。自己犠牲はよせと雛花を諫いさめる彼が、本当は一番ボロボロに自分自身を傷つけている。




「紅兄さまに生きていてほしい、から」




　魂たましいの奥の奥。源みなもとにあるのは、ただひとつ。

（……あの人が、大切なの）

　はじめて向き合った、本音の、本音。

　もちろん、桃華源に暮らす人々の何げない日常を、天后として守りたい。──その気持ちは変わらない。けれど、それとこれとは別問題。

　大切な人すら守れずに、何が天后だ。決して諦めてなどやるものか！

「どうしたいのか、見つけたみたいだねぇ」

　灰英の声に、雛花ははっと我に返る。

　いつの間にか、珞紫も灰英も、雛花を見ていた。示し合わせたような苦く笑しようつきで。

「で？　どうします、娘々。──じゃなくて、雛花さま？」

　珞紫の問いに、雛花は目をしばたたいた。

「やっだな、忘れちゃいました？　私はもう、あなたの味方になるんだって言ったじゃないですか。あなたがご自身を蔑ないがしろにするのはまあ、止めたいですけど……ホントにやりたいことがあるなら、志紅のあん畜ちく生しよう……じゃなくて陛下のご命令より、そっちを優先しますよ」

「アタシもサ」

　にっと笑いかけられ、「……二人とも、ありがとう」と雛花の胸はいっぱいになる。

「お願いしたいことは、あるんですの。後で連れて行ってほしいところがあるから。でもその前に、会って話を訊ききたいかたがいる」

　だから少しだけ一人にしてもらっていい？　と問うと、女じよ媧かを降ろすと悟ってくれたらしい二人は顔を見合わせ、すぐに退室してくれる。

　誰もいなくなった翠すい帳ちよう紅こう閨けいの室へやで、雛花は宙に向けて静かに呼びかけた。

「丹朱、聞こえている？　来て」

　彼はまだ、伏ふつ羲きを引きつけておかなければならない期間のはずだが、答えはすぐに返ってきた。

　何もなかったはずの空間がぐるりとねじれ、金の光をばらまきながら、美しい青年が姿を顕あらわす。

『何か用？　僕の天后』

　明るく問う丹朱を、雛花はじっと見つめた。

「あなたが何ものでもいいわ。女じよ媧か娘にやん々にやんに匹ひつ敵てきする力があるというなら……わたくしの頼たのみを聞いてほしいの」
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　冕べん冠かんを着け、金きん襴らんの龍りゆう袍ほうを羽は織おる。金銀の糸をふんだんに使い、五ご爪そうの龍の紋もん様ようを刺し繡しゆうした廠膝ひざおおい。同じく龍を彫ほった翡ひ翠すいの璧へきを腰に垂らし、禁きん色じきの黒で全身を鎧よろう。

　玉ぎよくを連ねた旒りゆうが顔にかかる感かん触しよくは煩わずらわしい。まるで、私を戴いただくのはお前ではない、と耳元で囁ささやかれている気分になる。

　知っている、と志し紅こうは心のうちで返す。知っている。俺だってお前に相応ふさわしいと思っていない。もうすぐ、本来の持ち主の手に返すから。もうすぐだから、それまでは許せ、と。




　晴せい乾けん宮きゆうの自室で衣い装しようを整えると、志紅は衝つい立たての裏にある隠かくし扉を押した。そこは、皇帝にのみ知られる抜け道があり、数々の秘密の部屋にも繫つながっている。

　──〝わたくしはただ、あなたに幸せになってほしいだけ……〟

　薄うす暗ぐらい通路に足を踏ふみ入いれる。灯ともし火びをかざし、静かすぎるそこを歩くうち、幼おさな馴な染じみの少女の声が耳の奥で反はん響きようした。

（俺も、きみには幸せになってほしい。生きていてほしい。けれど）

　それ以上に、共に幸せになりたかった。

　一緒に生きたかった。彼女の隣となりで。あんなに大それた裏切りを働いたのに。言葉で、態度で、何度も傷つけたくせに。昔と同じようにまた笑い合えたらと、都合よく夢想した。

（馬ば鹿かじゃないのか。……どうせ、叶かなわないけれど。それも、もう）

　やがて辿たどり着いた空間は、かつて黒こく煉れんの身体を安置していた室へやだ。すでに侍従に命じて外がい廷ていの安全な場所に鷹もろとも移されたはずである。

　志紅は、懐ふところに入れていた銀ぎん鎖さの感触をたしかめる。女性の首元を飾かざるためといったほうが相応しい華きや奢しやなそれは、しゃり、と胸で音を立てた。




　──〝僕と取引しよう、皇帝の子〟

　昨日、雛花の身体を乗っ取った丹たん朱しゆは、志紅にそう持ちかけてきた。

　記憶を反はん芻すうし、志紅は手順と内容をたしかめる。




「取引？」

　訝いぶかしむ志紅に、『とぼけちゃって。君は、全部分かってるんでしょう？』と丹朱は肩を竦すくめてみせた。

『君の思考はこの娘よりも、枷かせが少ない。国にも神にも問答無用で従うものだという刷すり込こみが弱いんだろうねえ』

　自身の頭をつつくように人差し指を当てる丹朱を、志紅は無言で睨み、牽けん制せいする。気き易やすくその身体に触さわるな。

　ため息をつき、志紅は丹朱に問う。




「全部、というのは……お前が、渾こん沌とんの魔まの四し凶きようの長、【渾こん敦とん】だということか？　それとも、かつて故郷を裏切ってまで逃がした女め神がみを、その手で殺して喰くったことか」




「……どっちもだよ。ああ、ホントに行き着いちゃった」

「別に正解したかったわけじゃない」

　──最強の四凶【渾敦】。

　その本ほん性しようは、頭部の代わりに六枚の鷲わしの翼つばさを生やし、六本肢あしを持つ大おお熊ぐまの姿であるという。

　ただし、本性を見て、無事でいられる者などいない。出現すればたちまちに地は揺れて割れ砕くだけ、海は逆巻き大波となって押おし寄よせる。災さい厄やくの化け身しんであるためだ。

　また、渾敦は、目、鼻、耳、口の七しち孔こうを欠き、特定の貌かおを持たない。己というものがないゆえに、喰らった相手の特とく徴ちようを取り込み、自らのものにできる存在とされていた。

（丹朱は白はく龍りゆうの姿になれる上、小しよう花かの見た記憶は、女じよ媧かのものだった。……ここまで情報を得れば、さすがに答えに行き着く）

「千年前、桃華源と槐かいができた時に、お前は故郷を裏切って二神についた。その代だい償しように、故郷からその手で彼らを捕とらえるか殺すかするよう迫られたんだろう」

　女媧も伏ふつ羲きも、その由来は渾沌にある。神々にとって桃華源は、架か空くうの、まぼろしの地だ。続けて長くは居られない。

　時おり故郷に戻って力を蓄たくわえていた女媧を、丹朱は見つけ出して捕らえた。

「……殺すつもりはなかったんだよねぇ」

　ぽつりと落とされた返答が、それが正解だと示している。

「彼女は僕にとっても、まあ……妹みたいなものだったし」

　この子は、彼女に立ち姿や顔立ちが近いから、そういう意味では少しやりにくいよ、と己が宿る雛花の身体を見下ろしながら丹朱は呟いた。

「どうして、こんなまどろっこしい真ま似ねを？」

　わざわざ女媧になりすまし、おまけに一時的にでも雛花に力を与えて、間接的に他の四凶を駆く逐ちくする手伝いまでしている。饕とう餮てつも窮きゆう奇きも、大罪人の伏ふつ羲きを捕らえにきた丹朱の仲間だろうに。

「女媧の不在をいい加減あいつに怪あやしまれていたし。もし彼女が死んだことを悟さとられれば、逆に捨て身の報復をされかねないから。あいつも十分、名の通ったばけものなのさ。僕らの故郷ではね」

　名を呼ぶわけにはいかないらしく、丹朱はかたくなに「伏羲」と口にしない。

　そこで彼は、「あとはね」と一度言葉を切った。

「あいつらとは腐くさっても親友だったから。僕も僕なりに葛かつ藤とうして、ギリギリまであがいてやりたかったんだよね。彼ら二人を逃がしてはあげられないから、せめて……彼らの創った桃華源を、壊こわしてしまいたくはなかったんだ」

　──君は僕と同じだ、と丹朱は志紅に告げた。

　黒煉と雛花を伏羲と女媧にたとえるならば、二人が健すこやかで幸福であれと願って尽くしてきた、そういう存在。

「見込みどおりだよ、新たな皇帝。君ならきっと、僕の求める答えを出してくれるんじゃないかと思ってたんだ。……この子にも」

　丹朱は己が宿った雛花の両手に視線を落とす。

　孔く雀じやく緑みどりの目を伏ふせ、彼は軽く笑った。

「君と同じ手がかりを与えたし、それどころか、僕ら渾沌の魔に関する知識は、君よりもよほど深く持っている。でも、この子では絶対に正解には行き着けないんだ」

「……なぜ？」

「あいつらが、そういうふうに作ってきたからだろうね」

　きっと槐皇こう統とうに連なる者の血の呪のろいなのだろうと、丹朱は告げる。

　宗室は、ずっと二神に尽くしてきた。

　だから、伏羲と女媧がいなくなるという考えに、決して至れないようにできている。

「僕が女媧をどうにかしたかもしれないとまでは考えられても、殺して喰って滅ほろぼしたとまでは思えない。よしんば真実を報しらせても、そこで思考停止してしまう。己が自我を失うことに恐怖こそすれ、抗あらがう決意はできやしない。伏羲のお遊びに君が付き合ってくれて、本当によかった」

「……」

　無言で睨む志紅に微笑ほほえむと、不意に丹朱はすっと片かた膝ひざをついて屈かがむ。彼は己の影かげに指をつけると、そこから闇やみ色いろの羽を一枚抜ぬき取とった。

「だからね……」

　羽は、またたく間に銀色の細い鎖を柄つかに取り付けた小さな短たん剣けんに変わる。

「これは僕の力のかけら」

　丹朱は志紅に剣けんを渡す。

　しゃらり、と涼すずしげな音を立てた、黒い漆うるし塗ぬりの鞘さやに白しろ蝶ちよう貝がいが象ぞう嵌がんされた見事な螺ら鈿でん細ざい工くの剣は、雛花の白い手に装そう飾しよくのように映はえた。

「四凶【渾敦】には時空を歪ゆがめ、天変地異を引き起こす力がある。この鎖で、君自身の両手を縛いましめながらあいつを召しよう喚かんし、短剣で、──己ごと咽の喉どを搔かき切って殺してほしい」

　鎖は伏羲をその場に繫つなぎ止とめ、剣は確実にその命を奪うばう。

「……それが可能なのは、俺がまだ、自分の意識を保ったままの皇帝だからか？」

「その真しん理りも見つけたんだね。つくづく、すごい執しゆう着ちやく心しんだなあ。そう、君たち皇帝や天てん后こうの身体は、桃華源では実体のない神にとって、器うつわであると同時に牢ろう獄ごくともなり得うるってわけ。完全に自じ我がを手放して神の支配下に置かれるまでは、ね」

　伏羲がおとなしく従ったり、生かしたまま捕らえられるならばできるだけそうしたいが、おそらくは難しい、と丹朱は続けた。妹を奪われたと知った伏羲は、必ず荒あれる。交こう渉しようの余地はないだろうと。

「僕の力って、一部だけでも呼び出すと、周囲に与える影えい響きようがでかくてね。あいつに抵てい抗こうされたりで制せい御ぎよがうまくいかないと、そうだなあ……内廷ひとつぶんくらい消し飛ぶ可能性があるから、これは人払いしてから使ってよね。あたりいっぺん、まるまる舞ぶ台たいに使うつもりで頼むよ」

「取引、とお前は言うが。……それをやって、俺になんの利がある？」

　志紅は丹朱を睨む。

「自分を牢獄代わりにして咽喉を搔き切れと言うならば。俺が命を捧ささげてまで、お前の頼みを聞いてやる理由はどこに？」

　尋ねながら、志紅は彼がどういう報ほう酬しゆうを提示してくるかを予想する。目算はあった。もし、この後に続く言葉が想定どおりなら、志紅には願ってもないことだ。

「この子の命を助けてあげる」

　果たして、勘かんは当たった。

「僕は、君の大切なお姫様の身体を離れて、もう二度と寄りつかないよ。女媧ももういない。彼女は、完全に自由だ。……そして、あいつが死ねば、黒こく煉れん帝てい──君の親友も喰い殺される恐おそれはなくなる。鷹たかに宿った三さん魂こんは、置き土産みやげに元の身体に戻していってあげよう」

「……神々が消えることで、桃華源ももろともに崩壊する可能性は？」

「そこは平気さ。西との交流を経て、この地はもう、彼らの手を離れていると考えていい」

　伏羲と女媧という追うべき大罪人が消えれば、もちろん追っ手であった渾沌の魔の襲しゆう撃げきもなくなる。そうすれば桃華源を脅おびやかすものは、何もない。

「君はなんて幸運な男だろうね、荊けい志し紅こう！　その芥け子し粒つぶみたいな命ひとつで、大切な人たちはもちろん、その暮らす国さえ贖あがなえるなんてさ！」

　過去、いったい何人が同じことを願っただろうね、と丹朱は両手を広げる。

　最愛の人の顔をして、ばけものが嗤わらった。

「たとえば、君のお父ぎみなんかも、自分が代われるものなら代わりたいと言ったかもしれないよねえ！」

　殴なぐり飛とばしたくなる衝しよう動どうを、志紅は神経を研とぎ澄すませて抑え込む。雛花の口でよくも平然と毒を吐く。

　代わりに、ふっと肩の力を抜くと、あえてうっすらと唇を緩ゆるませた。

「そうだな。俺も自分で、幸運な男だと思う」
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　──この命ひとつで救えるならば安いものだ。かつて、雛すう花かにもらった真心を思えば。

（……雛花。無事に避ひ難なんできただろうか。珞らく紫しどのがついているから、平気だと思うが）

　回想を断たち切きり、志し紅こうは周囲を見回す。

　後宮から一人残らず妃ひ嬪ひんを追い出し、兵すら遠ざけてぽっかりと無人になった内廷は、不気味なものだった。本来ならば、せわしなく人が行き来し、己の仕事に励んでいるはずなのに。まるで亡国の廃はい城じようのようだ。

　短剣の飾りについた細い銀細工の鎖を手首に巻き付け、固定する。装飾品じみたそれは、少し力を込めただけでちぎれそうな細さだ。

　伏ふつ羲きを討うつ手順について、丹たん朱しゆは志紅に次のように告げた。

　──〝たしかに理屈では、君が死ねばあいつも道連れになる。でも、万が一逃げられれば事だから、念には念を入れて、僕が君のほうにあいつを追い込むことにするよ。だから君も、自らあいつを召しよう喚かんして、身の内に迎むかえ入れるんだ〟

　冕べん冠かんも龍りゆう袍ほうも、この身を〝皇帝〟という名の牢獄に仕立てる小道具だ。仕上げにしっかりと短剣を握にぎり込むと、大きく息を吸い、志紅は何もない空間に向けて声を張り上げた。

「容ようと韻いんとで乾けん坤こんを抱いだけ。我わが身みに降くだれ伏ふつ羲き真しん君くん」

　形かた代しろは必要ない。わずかならば、神と同じ力は丹朱の短剣が貸してくれる。全てが判明した今、あの忌いまわしい男お神がみにくれてやるものなど、もう髪ひとすじもないのだから。

　──〝最初は、剣についた鎖に呪じゆで力を込めて、あいつごと己を縛いましめて。そうだね、使う文字は〟

　右手で結んだ筆の印で宙に記したのは、【縛しばる】。

　その字の音を示す尃フとは、土ごと根を包んだ苗なえ木ぎの口を糸状のものを以もつて固く結わえることを示す。転じて、縄なわを打って罪人を縛める意に。

　手ての甲こうの蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんが淡あわく輝かがやき、光の帯が志紅の両りよう腕うでを這はうと同時に、華きや奢しやな鎖は信じられないほどの力で両腕を締めつけた。

「……ぐっ、……」

　思わず歯を食いしばって呻うめいた瞬しゆん間かん、何もない空間を捻ひねって絞しぼり出すように、召喚した相手が姿を顕あらわした。

『どういうことだ、小こ僧ぞう』

　しゅうっという蛇へびが威い嚇かくするような音を立て、緋ひ色いろの眼めを爛らん々らんと輝かせた黒こく龍りゆうが、志紅の回りを取り巻く。鋭えい利りな五ご爪そうが目の前まで迫った。

「何が？」

『とぼけるな。お前、知っていただろう』

　がっ、と開かれたあぎとに、白く長い牙きばが並ぶ。

　妹神が二十年も不在だったことに、違い和わを覚えていたと伏羲は続けた。

　ずっと眠りについたまま、誰も天てん后こうに選ばず。

　かねてより目をつけていた藍らん雛すう花かを狙ねらいどおり器うつわと定め、ようやっと巡めぐり会えたと思えば。妹は呼びかけに応じず、それどころか一いつ切さいの言葉を発しない。

　この数日、伏羲は白龍の背を追いかけ続けていたのだという。しかし、桃とう華か源げんの西の果てで追いついた妹は、ただ薄く嗤わらって消きえ失うせた。『本物の所在はお前の皇帝に訊け』と言い置いて。

『あれは、あの天后に宿っているのは、我わが妹ではない。──あれはなんだ。妹をどこへやった!!』

　びりびりと空気が振しん動どうする。

　頭ず蓋がいの内側に直接響ひびくような大だい音おん声じように、慣れていないと脳のう震しん盪とうでも起こしそうだなと冷静に考えながら、志紅は怒いかり狂くるう男神と相あい対たいした。

「嗤わせるな。同じ問いを俺もお前に返そう。お前こそ何ものだ」

『……な、んだと──』

「お前は、お前たちは神なんかじゃない。ただの罪人だ。これ以上、そちらの都合に俺たちを付き合わせるな！」

　短剣を己の首筋にあてがい、志紅は一息に告げる。
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「お前を俺ごと消しよう滅めつさせれば、渾こん沌とんの魔まは、今後は桃華源から手を引くという。そうすれば、お前たちの力など無用の長ちよう物ぶつだ。俺たちの世界に、神々など要いらない。だから伏羲真君、今ここで──俺と一緒に死んでもらう」

　宣言と同時に、志紅の腕に食い込んだ鎖が、さらにきつく肌はだを破り、ぶつりと音を立てて血を溢れさせる。傷口に沿って鋭い痛みが走るが、構わず手に力を込めた。

　──〝わたくしは、あなたに、幸せに……〟

　大切な人の声が、耳の奥に残っている。

　結局、喧けん嘩かしたままになった。別れも告げず、彼女にした数々の仕打ちもきちんと謝あやまれないままだ。哀かなしげなその孔く雀じやく緑みどりの瞳ひとみが、まなうらに焼きついて離れない。

（ごめん、小しよう花か……いや、雛花）

　許してくれなくていい。そして、幸せになってほしい。けれどできれば、忘れずにはいてほしい。きみに、俺の命を残していくから。

　このまま両手で思い切り刃やいばを引き、頸けい動どう脈みやくを搔き切れば。牢獄たる己の役目は、伏羲の命とともに終わるはず──その、刹せつ那な。

『舐なめるなよ。虫けらふぜいが』

　低い呟つぶやきとともに、ドクリと心臓が大きく脈打った。

　くらりと眩暈めまいに襲おそわれる。その一いつ瞬しゆんの隙すきを突くように、刃を持ったままの手が勝手に動いた──まずい。身体の自由を奪われる！

　意図せずに指が書いた文字は【風】。

　その由来は、もとは鳥形の風神たる鳳おおとりを象かたどっていたが、やがて風を巻き起こす長虫──龍りゆう神じんを示すようになったという。まさに黒龍である伏羲にうってつけの字だ。

　室内のはずなのに、突とつ風ぷうが全身に叩きつけられる。

　志紅が思わず顔を庇かばった瞬間、ばしゅ、と不ふ穏おんな音を耳が拾った。鎖の巻き付いた腕の皮が、傷口から一気に裂さけたのだ。そこからまるで湯ゆ剝むきするように、ずるんと赤い肉が露ろ出しゆつし、灼しやく熱ねつの痛みが一拍遅れて襲ってきた。

「……っ！」

　声にならない悲鳴を、奥おく歯ばで辛かろうじて嚙みつぶす。

　次いで、顔や肩などを、風がなますに刻んでいった。剣の稽けい古こ用の巻まき藁わらにでもなった気分だ。両足を踏ふみしめて耐たえると、足あし下もとに亀き裂れつが入り、円形にひびが入る。

『所しよ詮せんは、貴様らなぞ、我われらが手のひらの上のまぼろしだ』

　地じ響ひびきとともに、足元が大きく揺れた。柱が倒れ、床ゆかが崩くずれる。腕がまた勝手に動き、引きずられるように【御ぎよ】を書かされた。

　──何をどうしても、志紅に命を絶たたせないつもりらしい。

　同時に、頭蓋から脳みそを引きずり出されるような激痛が頭を襲い、志紅は呻うめきに代えて空気の塊かたまりを吐き出した。

　身体の内側で、拮きつ抗こうする二つの力が──黒と白の龍が暴れる。

　臓ぞう腑ふがねじ切られるように跳はね、骨は軋きしみ、血が沸ふつ騰とうした。

（意識を失えば、終わる。乗っ取られる）

　先ほどの【御】は、攻撃から身を守る呪じゆだ。震える腕で、短剣を握りしめて咽喉を突くが、ばきりと音を立てて弾はじかれてしまう。

（晴せい乾けん宮きゆうが、崩れる──）

　天てん井じようが吹ふき飛とび、風に吞まれて黄の瑠る璃り瓦がわらが花はな吹雪ふぶきのように舞まった。

　瓦が礫れきが降り注ぐけれど、己の周囲で円形に弾かれながら散っていく。

　もはやもとが何かも分からない無数の破は片へんが、上空へと噴ふき上あがる。巻き込まれ、身体が打ちつけられた先で、立ち上がる暇ひまもなくそこも崩ほう落らくする。ただ、その繰くり返かえし。

　それが果たして、伏羲の風のせいなのか、志紅が新たに与えられた【渾こん敦とん】の力のせいなのか。脆もろい人間の身しか持たない志紅は知る由よしもなく、木この葉はのように、衝しよう撃げきの激流に揉もまれ続ける。

　騒そう音おんが耳を揺さぶり、やがて片方で、液体を包んだ皮を破るような音がする。

　鼓こ膜まくをやられた。これは数日使い物にならないかな、と冷静に考え、それ以前に、すぐ死ぬんだからどうせ関係ないだろう、と場ば違ちがいにも笑ってしまう。

　こんな、どう転んでも助からない状況でなお。身体だけは、諦あきらめ悪く生きることを求めている。

　やがて、すっかり崩れ落ちた晴乾宮の中心で、志紅はどうにか身を起こして膝をついた。

（くそっ……まずはこの、邪じや魔まな【御】を解とかないと……丹たん朱しゆの力は、まだ使えるか）

　そう思うのに、身体が言うことを聞かない。呼吸と一緒に、血の塊が口からぼたぼたと零こぼれ落ちる。全身が燃えるようだ。痛みは、もう、ない。熱ばかりが残っている。

　朦もう朧ろうとする意識の糸をどうにか繫ごうと、傲ごう然ぜんとこちらを見下ろす伏羲を睨む。

　──なぜか、黒い龍神の姿が、親友の青年に重なって見えた。

『遊んでやるのはここまでだ。身体は、お前の意識を喰いつぶした後に、きちんと治してやろう。……もう一度問う。我が妹をどうした』

　いまだに妹にこだわる伏羲に、思わず苦笑が漏れた。

　初めて、この気に食わない尽くしの男神に共感を覚えた。自分も同じ状況なら、必ず想い人の安否を問うだろう。

　だからそれが、一番の隙になることも。ただの実感として、知っている。

「……死、んだよ」

　あえて唇の端はしを吊り上げ、志紅は告げてやった。

「殺して、取り込んだと、お前たちの幼馴染が言っていた。……丹朱、という名に覚えはあるか？」

　答えを聞いて、伏羲は一瞬、押し黙る。

　妹と同じ呪で呼び出され、同じ姿で、同じ力を使う別のばけものがいるのだ。おそらく予期していたであろうその答えは、しかし、実際に聞かせると想定以上に男神を揺さぶったらしい。

（今なら──！）

　すかさず呪を唱えようと口を開くと、喉のど奥おくで何かがひしゃげたような音が響く。油断した。身の内に起こした【風】で声帯をちぎられたらしい。

　さらに、同じく【風】で背後の瓦礫に叩きつけられる。息が詰つまった瞬間、頭上で縛められた腕の間を木材が貫き、志紅の身体を縫い止めた。

　両手を鎖で縛められたまま、石いし壁かべの残ざん骸がいに磔はりつけにされた志紅は、糸の切れた操あやつり人形のようにうなだれる。【御】で防ぎきれなかった衝撃でこめかみが裂けたのか、血が瞼に流れてきて、仕上げに視界を片方潰つぶしていった。

　無力だ。

　創世の神の前に、彼らが築いた砂さ上じようの楼ろう閣かくの住人に過ぎない志紅は、あまりにも無力だった。

『……そうか。丹朱が来たか』

　ぼそぼそと、虚うつろな声で伏羲が呟いた。

　諦めの滲にじんだそれで、彼は念を押す。

『あいつが。そうか』

　それさえ聞けば、お前にもう用はない。

『お別れだ、荊けい家けの倅せがれよ。ああ、だが……惜しいことよな。この千年、我をこうも追い詰め、心を揺さぶったのは。……お前が、初めてであったよ』

　冷えきった伏羲の宣言とともに、全身に光の帯が絡からみついた。ところどころちぎれた衣装の下で、蔦つたのような紋様が皮ひ膚ふを覆おおっていくのが分かる。

（まだ、駄目だ。……明あけ渡わたすな！　こいつを殺さないと。俺ごと早く。でないと、雛花が──）

　身体が動かせなくなっていく。舌を嚙み切る力すら残っていない。首筋や頰にも熱い痛みを感じながら、志紅は荒あらい呼吸の下で、なおも手段を探し続ける。

　万ばん策さく尽きたと悟った瞬間、やはり、想い人の姿が脳のう裏りにちらついた。

（ごめん、雛花）

　最さい期ごまで、きみの役に立てないままだった。痛みの中、白く意識が塗りつぶされる刹せつ那な、なぜか薄く唇は笑みを形作る。

　──けれど。




「紅こう兄にいさま!!」




　今、誰のものよりも聞きたい声が、壊れずに残った片耳に飛び込み。

　志紅は思わず目を瞠みはった。

「──〝韻いんと容ようとで乾坤を描えがけ、我が左足をかたしろに我が身に降れ女じよ媧か娘にやん々にやん〟!!」

　瓦礫を蹴け散ちらす足音から、駆かけ寄よってくる者の軽さが分かる。あまりに場違いな、刺し繡しゆう履ぐつの柔やわらかなそれ。

　次いで、ふわりと首筋にあたたかいものが絡みつき、志紅は息を吞む。血と埃ほこりに覆われたその場に、甘い花の香りがふわりと割り込んだ。

　無事な片目で追いかけた視界の端で、白い繊せん指しが一つ文字を書く。──【隔へだてる】と。

　その韻いん『鬲レキ』は、高い脚あしを以て地面から隔かく絶ぜつされた礼れい器きを示す。

　聖なる器うつわと梯かけはしを用もちい、神と人とを【隔】てる境界となす文字は、たちまち光の壁と化し、志紅を覆おおい尽つくそうとしていた伏羲の力を断ち切った。同じ声がすかさず新たな呪とともに右手を犠にえに捧げ、今度は【癒いやす】を書く。

「紅兄さま、あなた……なんって無茶をしでかしてますのよ……！」

（雛花？　なんで……）

　身体の傷を拭ぬぐい去さるように消していく【癒】の淡い光に包まれながら、志紅は呆然と、大切な少女を見上げた。

　なぜ、来てしまったのか。

　すぐ頭上には、燃える瞳でこちらを睥へい睨げいする伏羲がいる。

　雛花に宿っているのは、女媧ではなくニセモノだと知られてしまっている今、どういう危害が彼女に及およぶか分からないのに──
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　あの志し紅こうが何がしかの真相を摑つかんだのであれば、絶対に、確実にろくでもないことをやっているだろうとは覚かく悟ごしていた。

　でも、ここまで酷ひどいとは聞いていない。

　今朝までの壮そう麗れいな姿など見る影もない、瓦が礫れきの山と化した晴せい乾けん宮きゆう。砕くだけ散ちった建材や調度の中心で、呆ぼう然ぜんと己おのれを見上げる満まん身しん創そう痍いの幼おさな馴な染じみの首に、かじりつくように雛すう花かは飛びついた。

（生きてる……よかった……！）

　とっさに【隔へだてる】で遮さえぎったから、しばらく伏ふつ羲き真しん君くんは手を出せないはずだ。

　ぎゅうぎゅうと頭を抱かかえ込こむと、束ねられた両腕を吊るように彼の身体からだを縫ぬい止めていた杭くいの存在に気づく。慌あわてて引き抜いたが、想像を超えた惨さん状じようを目まの当あたりにして悲鳴を上げそうになった。

　いったい、どこにどれだけ深ふか手でを負おっているのか。なにせ袖そで口ぐちから見えた腕うでなど、肌はだ色いろがほとんど残っていない。それどころか細い鎖くさりが肉に食い込んでいるのだ。雛花は卒そつ倒とうしそうになりつつ、片かたっ端ぱしから【癒いやす】の力を帯びた手で触ふれていく。

　彼は、どうやら咽の喉どもやられているらしい。しばらく声も出せずにいたようだが、首を【癒】の光が覆おおうと、咳せきとともに疑問を投じた。

「っ、きみ、なんで……雛花」

　かちんときて、雛花は腹の内で燃えたぎる怒いかりをそのままぶつける。

「なんでって……あなたを助けに来たのよ！　それ以外どう見えて!?　第一、最初に言うことがそれですの!?」

「タスケテクレテ、アリガトウ」

「どういたしまして!!　棒読み!!」

　呆あきれ返る雛花は、ああ、さぞ間まの抜ぬけた光景だろうなと客観的に己を捉とらえる。こんな言い合いをしている場合ではない。すぐそばには、伏羲がいるのだ。

（でも、そうじゃなくて、わたくしは）

　この場所を特定し、崩ほう壊かいする晴乾宮に来られたのは、珞らく紫しや灰かい英えいら妃ひ嬪ひんたちの助力があってのことだ。

　志紅のもとに行きたい、どうしようもない無茶をしでかすはずだから、と訴うつたえる雛花に、しょうがない、と苦く笑しようひとつで手を貸してくれた面々には、感謝しかない。

　しかし、志紅は雛花の想おもいと裏腹なことを言う。

「俺に構わず逃にげるんだ、雛花。伏羲がきみに何をするか分からない。きみに何かあったら、なんの意味もないんだ！」

　ああ、とため息が零こぼれる。

（あなたは、わたくしの鏡）

　それは全部、雛花が志紅に向けた願いと同じもの。その、裏返し。

「だから、きみだけは──」

　その続きが、生きろ、なのか幸せになれ、なのか。

　知ったことではない。

　雛花は、彼の襟えり元もとをぐいっと摑つかむと、思いっきりその唇くちびるを自分のそれで塞ふさいだ。

　慣れない口づけは、がつん、と歯がぶつかる痛みに興きようを殺そがれる。甘あまさも何もあったものではないが、彼を驚おどろかせて動きを止めるには十分だったらしい。

「雛、……っ!?」

　呆然とする彼に、目がしらがかっと熱くなった。堰せきはあっけなく決けつ壊かいし、雛花はぼろぼろと涙なみだを落とす。
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「ご、ごめん!?」

　いきなり泣き始めた雛花に、志紅がぎょっとして謝あやまってくる。「泣いている理由も分からないくせに謝らないで！」と雛花は怒ど鳴なった。理り不ふ尽じんだなと自分でも思う。

「この際、はっきり言わせていただくわ。正直、……傷つくのよ!!」

「傷つく……きみが？」

　不可解な言葉でも聞いたように瞠どう目もくする志紅に、「当たり前でしょう!?」と雛花は目を剝むいた。

「いくら方ほう便べんとはいえ煉れん兄にいさまを目の前で惨ざん殺さつされて、わけも分からず後宮に放り込まれて妻になれとか迫せまられて！　なんでもかんでも勝手に決めて、おまけにわたくし殺されかけましたわよね!?　しかも割とやり方が容よう赦しやなかった！　陰いん湿しつなのよ!!」

「陰っ……」

　予想外の連続に、志紅は復唱しかけたまま絶ぜつ句くした。

　その隙すきに、ここぞとばかりに雛花は一気に畳たたみかける。

「あげくの果てに、好きでもないくせにずっと好きだったとか噓うそをつかれて、人間言っていいことと悪いことがあるんですからね!?　ええそうよどうせわたくしは、頭でっかちの徒あだ花ばな公こう主しゆですわよ悪うございましたわね！　でも傷ついたのよ！　それだけは、その噓だけはイヤだったわ！」

「……いや、だから噓じゃな」

「ちゃんと最後まで聞く!!」

　息いき継つぎを忘れて、頭の奥おくがきんと痛みを発する。気が遠くなりそうだ。でも、黙らない。黙ってなどやらない。

　幾いく度ども考えかけては、避さけてきたこと。

　私情だから仕方ないと、心の屑くずかごに無理やり放り込んだままにしていたもの。

　その全てが、重石おもしと分厚い蓋ふたを勢いよくはねのけて、一いつ斉せいに飛び散り止まらない。

　ほのかな甘い憧あこがれではない。まっすぐな使命感でもない。

　ただ、ぐっちゃぐちゃで、胸の中で熱く逆さか巻まく想いの正体は。




「わたくしが、あなたを好きだから！」




　叫さけんだ後、「ああ、そうか」と雛花はストンと腑ふに落ちていた。

（どうして、言葉にしてこなかったのかしら。こんなに、あからさまで、分かりきったことを）

　舟ふな遊あそびの時にも覚えた、あの不安は。自分の身をためらいなく犠ぎ牲せいにしながら、志紅が二神への対たい抗こう手段を探していたと知った時に感じた、あの気持ちの暗い翳かげりは。

「ずっと好きだったから嫌いやだったの。ずっとずっと、あなたしか見ていなかったから傷ついたの！　わたくしは傷つけても穢けがしても殺してもゆがまない、ですって？　はあ？　あなたがどれだけわたくしのことを寛かん大だいで心清らかな天てん女によだと勘かん違ちがいしているか知らないけれど、本物のわたくしはね、傷だらけよ！　あなたへの想いが苦しくて、あなたのつけた傷が痛くて、ドロドロの血まみれ泥どろまみれで叫んでるただのちっぽけな小こ娘むすめなの！」

　ずっと、目を背そむけてきたけれど。

　本当は何度も、ふざけないで、と叫びたかった。張はり倒たおすどころか、珞紫よろしく拳こぶしでぶん殴なぐりたかったのは雛花のほうだ。

　彼の手で無数に切り刻まれた心は、ちゃんと赤い涙を流している。

　この身に流れているのは、宗そう室しつの血だけれど。

　心が流しているのは、まぎれもなく藍らん雛すう花かの、雛花だけの血だ。

「だから、生きてよ」

「……雛花」

「わたくしをこんなにずたずたにして、あなただけ先に逝ゆくなんて許さない。わたくしも生きるから。あなたも、生きてよ」

　すべてを吐はき出し終えると、震ふるえる声は掠かすれ、徐じよ々じよに力を失っていく。

「……ごめんなさい」

　支し離り滅めつ裂れつな告白の最後に、口をついて出たのは、謝罪だった。

「あなたの気持ちも考えず、生きろとか、幸せになれとか、勝手に願ってごめんなさい。あなたが死ぬかもしれないって思ったら、わたくし、今やっとあなたの心が分かったの」

「な、……にを」

　雛花が愚おろかだったから。

　彼を、こんなに追おい詰つめてしまった。

（もう、願いを間ま違ちがえたりなんてしない）




「わたくしといっしょに生きて、幸せになって。あなたが好きなの。一番、大切なの。紅兄さま。いいえ、……志紅、さま」




　もう、自分の命を簡単に諦あきらめたりしないから。ちゃんとあがくから。

　あがいてもがいて、あなたの、手を取るから。

「天てん后こうとして、誰もが幸せに暮らせる、平穏無事な桃華源を守ってみせる。その夢は変わらない。でも、わたくしは強ごう欲よくなの。国も命も幸せも、ひとつも手放しはしない」

　清せい廉れんな神々のしもべではいられずとも、宗そう室しつとして異い端たんとなりさがろうとも上等だ、と。

　すべてを呆然と聞いていた志紅は、よほど驚いたらしい。目がまんまるになっているわ、と雛花はぼんやり思った。

　だが、我に返ったのか、彼は首を振る。

「……できない」

　やがて短く切り捨てる彼に、雛花は息を吞のむ。この、意地っ張り……！

「おい──丹たん朱しゆ！　いるんだろう。話が違ちがう。約束を果たせば、彼女は助けるんじゃなかったのか!?」

　志紅の台詞せりふに呼こ応おうするように、光の屑が散り、金色の髪かみの青年が宙に滑すべり出てきた。

『そのはずだったんだけど。……僕も、昔っから甘さが抜ぬけないなあ。だよね？　伏羲』

　呼びかけられた龍りゆう神じんは、ぴくりと身を揺ゆらす。

　そうして──その姿がほどけるように消えたと思えば、同じ場所に、黒い衣い装しようの青年が浮うかんでいた。

（あ。この人、夢の中で見た──）

　銀の糸でふちをかがった深しん衣い。固く編まれた黒くろ髪かみ。黒こく煉れんに似た、けれど彼より荒々しくも美しい顔立ち。

　彼は憔しよう悴すいの滲にじむ顔で苦笑し、諦めたように呟つぶやいた。

『……よりによって、お前に追い詰められることになるとはな、丹朱』

『僕もね、君たちを逃がした時は、予想していなかったよ。もちろん、望んでもいなかった。どうして、もっとうまく逃げてくれなかったんだい？　……いや、違うか』

　ふわふわと宙に浮かび、白と黒の青年たちが対たい峙じする。

『伏羲、もういいだろ。もう十分逃げただろう。女媧は、いないよ。僕が殺した。怨うらむなら僕を怨んで』

『……丹朱、貴様。今さら、お前が我われらを殺すなら』

　静かに語りかける伏羲に、丹朱が俯うつむき、まなざしを地に投げる。

『千年前に、なぜ助けた？』

　怒りを含ふくんだ緋ひ色いろの双そう眸ぼうに睨にらまれ、丹朱は仕方なさそうに苦笑した。

『なんでなんだろうね。……ほんっと、我ながら馬ば鹿かだったと思うよ』

　彼はそれだけ告げると、伏羲に背を向け、雛花のもとに舞まい降おりる。

『ごめんね、僕の天てん后こう。さっきは言わなかったけど、彼にはやっぱり、約束を果たしてもらわなきゃいけないんだ』

　耳みみ許もとで囁ささやかれ、雛花は目をしばたたく。

（え？　何を……）

　──志紅を助けたい。彼のところに行かせてほしい。

　先ほど、雛花は丹朱にそう願った。彼はにこりと笑えんだから、同意してくれたのだと思ったのに。

　彼の指先が雛花のそれに触れると、その腕が勝手に動き、志紅の腕に絡からみついた銀の鎖を剝はぎ取とる。そして、その先にある短たん剣けんを摑つかみ取った。

『まだ辛かろうじて自我は残ってるらしいけど、ここまで派手にびっしり蓮れん華か龍りゆう鱗りん紋もんで全身覆おおわれてたら、まあ、逃げられることはなさそうだよね』

「……た、丹朱？」

　何をさせるつもり。

　震える声で、意図を確認する雛花に、彼は淡あわく唇をほころばせた。

　まったく、常と変わらない笑え顔がおで。

『怖こわかったら目を閉じててね』

　その言葉とともに、手が完全に己の意志を外れて、剣けんを逆手に摑み直す。刃は先さきが向けられているのは、──志紅の心臓だ。

　意図を察したらしい志紅が、苦笑して瞑めい目もくする。瓦礫に背を預けて両足を投げ出していた彼は、そのまま全身の力を抜いた。しかも唇を開き、何を言うかと思えば。

「……伏羲の【御ぎよ】がかかっているから、女媧の力で【破やぶる】を書いて相そう殺さいしてからじゃないと目的が果たせない」

（馬鹿！　よけいなことっ……！）

　雛花は、内心で歯を食いしばる。自分の身体なのに、さっぱり言うことを聞きやしない。叫びたいけれど、声すら出せなかった。

　すぐ目の前のことだというのに、まるで、薄うすい膜まく越ごしに別の景色を見ているようだ。

　自分の声がお決まりの呪じゆを唱えて、彼の術を解除する。それもまた、他人事のよう。

　同時に腕が振り上げられ、狙ねらいを定めた刃やいばが、勢いよく彼の胸に向かう。悲鳴は声にならない。

（や、めて──）

　殺したくない。

　殺さないで。

　せっかく、本当の願いに気づいたのに！

（嫌……！）

「──、っ！」

　思わず目を閉じた瞬しゆん間かん、両手に鈍にぶい衝しよう撃げきが弾はじけた。

　しかしそれは、──肉を突つき破やぶり心臓を止めるものではなく。もっと固い、岩のような。

　ビリビリと腕を伝う振しん動どうに、おそるおそる目を開けると、瞠どう目もくした志紅の柘榴ざくろ色いろとかち合う。

　刃は狙いを外れ、彼の背後にある石材の瓦礫に突き立てられていた。

『……ビックリしたぁ。失敗しちゃった。ずいぶんと意志が強いんだねえ、君』

　丹朱の呆れ声に、はっと身を強こわ張ばらせる。

　強い拒きよ絶ぜつは、わずかながら、丹朱の支配を退しりぞけていたらしい。

　だが。

『しょうがないねえ、次はちゃんと──』

　平へい淡たんな予告の声に、今度こそ駄だ目めか、と覚悟した瞬間。

「……え？」

　不意に落とされた場ば違ちがいな困こん惑わくの呟きに、雛花は顔を上げた。

　声の主ぬしは志紅だ。彼は、ぼんやりと己の右手を見つめている。

「志紅さま？」

　どうしたの、と。つられて雛花も眉まゆをひそめる。同じところを覗のぞき込もうとすると、身体は思いがけずちゃんと命令に従って動いてくれた。

　彼の視線の先を雛花が確認するのと、丹朱が呟くのは同時だった。

『……やられたなあ』

　孔く雀じやく緑みどりの彼の眼めに、めったにない焦あせりの色を見つけ、雛花は息を吞む。

　それもそのはず。

　悔くやしげにこちらを見み据すえていた伏羲の姿は、もうない。

　──志紅の右手には、ただ古い傷きず跡あとが残るばかり。

　漆しつ黒こくの蓮華龍鱗紋が、きれいに消え去っていた。
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　禁きん城じよう外がい廷てい、その上階にある一室。

　広々とした室内は、調度や装そう飾しよくこそ美しいが、どこか薄うす暗ぐらく湿し気けていて、そこが長らく使われていなかった場所であることを物語る。螺ら鈿でん細ざい工くの大だい卓たく、紫し檀たんの長なが椅い子す。

　絹のとばりの寝しん台だいの上で身を起こした青年は、ぐしゃり、と乱暴に前まえ髪がみを搔かき上げた。

「お身体からだの調子はいかがでございますか」

「……うん、いいよ。ずいぶん久しぶりに動かすけど」

　浅黒い己おのれの手を握にぎったり閉じたりし、ためつすがめつする。指先の筋肉がわずかに突つっ張ぱるが、しばらくすれば問題なく動かせそうだ。

　彼は、同じく久しぶりに使う表情筋で口くち許もとを緩ゆるませる。どこかぎこちなくなったのは、長らくこの身体とご無ぶ沙さ汰たしていたせいだと結論づけた。

　明るい笑顔の先には、この槐かい帝てい国こくで、今最も権勢を誇ほこる男が、いつもどおりどこか奥おくの読めない微び笑しようを浮うかべていた。




「……世話んなったな、李り将しよう軍ぐん。大たい義ぎだった」

「いえ。ご無事のお戻りをお慶よろこび申し上げます、黒こく煉れん陛下」




　深く武官の礼を取る彗すい縹ひように、黒煉は笑う。ついでに、傍かたわらにあるしろがねの鳥かごに目を向けた。

「短い間だったけど、お前にも世話んなったな」

　その中に収まっている黒い鷹たかは、つい先ほどまで黒煉が仮住まいしていた身体だ。白いお腹なかの毛を震ふるわせ、ピョウ、と鳴いて応える鷹に、彼は笑えみを深めた。

「それじゃ、李将軍。さっそくだけど次の仕事を頼たのむな」

「御ぎよ意い」

　寝台から下りると、黒煉はため息をつく。まだ少し、全身がだるい。

（許せよ、志し紅こう）

　──〝きみと雛すう花かのどちらが欠けても、俺は、ひとではいられなくなる〟

　あの、呆あきれるくらいまっすぐな親友は、怒おこるだろうか。まずは色を失うだろうか。

（でもこれは、お前のじゃない。オレの宿命なんだよ）

　代わりに背負わせるなどまっぴらごめんだ。

　だから。




「これより槐かい黒こく煉れんの復位を宣言する。皆みなに心配をかけたな。病は治った。……荊けい志し紅こうには、オレの不在をよく守ってくれたと伝えてくれ」




　振り上げた右手の手首には、はっきりと、蓮はすの花と龍りゆうの鱗うろこに取り囲まれた【容よう】の一字が刻まれていた。


終
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　この本をお手にとっていただきありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　漢字漢文トンデモ後宮中華風ファンタジー、お蔭かげさまで三巻を出すことができました。毎巻あの手この手でヒロインを追いつめ、既き刊かん三冊にしてもう二回もひっぱたかれている「この人、大だい丈じよう夫ぶかな？」というヤンデレヒーローと、後宮モノの謎なぞの限界を目指す「この作者、頭は大丈夫かな？」という展てん開かいにもかかわらず、本当に感謝に堪たえません。

　ところで今回、展開上の都合で、本編に漢詩がほぼ出せませんでした。代わりにこの場で、最近の個人的イチオシ詩人『陶とう淵えん明めい』の自じ己こ満足アピールをさせてください……。

　陶淵明は中国六りく朝ちよう時代の人物で、桃とう華か源げんの元ネタになっている『桃花源の記』の作者でもあります。この方、割わりとエキセントリックな作品が多く、たとえば


「酒やめられねえ！　マジやめようと思ってるんだけどやめられねえ！　晩ばん酌しやくやめたら寝ねられねえ、朝酒やめたら調子出ねえ！　でも今日からキッパリ断酒して超ちよう長生きしちゃおっかな……エヘヘ（※意い訳やく）」



　という身も蓋ふたもない禁酒の歌『止酒』やら、


「うちのちびども、五人揃そろって勉強できねえ！　どうしようもねえな！（※意訳）」



　という子こ供どもの愚ぐ痴ち『責子』やら、読んでいるうちに「わあ、ゆかいなおっちゃん」とほっこり和なごんでしまうのです。おまけに、詩まで詠よんで愚痴っておきながら、『止酒』中で


「日ごろ何が喜びって、子供たちのことぐらいのもんだぜ！（※意訳）」



　とか呟つぶやいているのも可愛かわいらしい……けど禁酒の誓ちかいは絶対守ってないだろうな、この人。

　なお、これも含ふくめて作中の漢文書き下しや解かい釈しやく、漢字のなりたち等は、数々の研究を下した敷じきにしつつ、作品に合わせてかなりの魔ま改造を行っているため、ご興味おありでしたら是ぜ非ひ調べてみてください。漢字なら、白しら川かわ静しずか先生の字書三部作が、特にオススメです。

　遅おくればせながら、本書を刊行するにあたって、お世話になった方々に謝辞を。

　凪なぎかすみ先生。がめつくも、新キャラ三人も増やしてすみません。そして、予想を遥はるかに上回る素す敵てきすぎるデザインに、「ヒエッ」と声が出ました。生きててよかった……。

　担たん当とうＩ様、いつも草を生やしながらの適切なご指し摘てきをありがとうございます！「今回、はじめてヒーローをかっこいいと感じたよｗ」は心臓にキました。はじ、めて……だと？

　あたたかい感想を送ってくださった皆みなさま。なかなかお返事できず申もうし訳わけございません。読み返すたびに、変電所通したら発電できそうなくらいエネルギーを頂いただいております。

　校正様やデザイナー様、出版・流通にかかわるすべての皆さま。そして、本書を読んで下さった皆みな様さまに。いつも、本当にありがとうございます。またお目にかかれれば幸いです。

















電子書籍特典　書き下ろし短編「閑情賦かんじょうふ」









　晩春の候。

　瑠る璃り紺こんを帯びた黒髪を双髻そうかんに結い、燃えるような紅色の薔薇そうびを飾った雛すう花かは、その明るい色味の花に似合わぬ難しい顔をしながら、文机ふづくえの前で額を押さえていた。

　天は抜けるような青さで、陽気もあたたかいが、気は晴れない。それもこれも、机上きじょうに転がる石碑片せきひへんが原因である。

（……せっかく久しぶりに、手習いで古詩でも写そうと思ったのに。見本で届けてもらった詩し碑ひの選定が、よりによってこれ……）

　よく確認しなかった雛花にも非があるし、たぶん悪戯いたずら好きの侍女のおふざけであろうが、それにしたってだ。

「どうしたものかしら……」

　茶を満たした小さな青せい花かの飲杯うつわを傾け、はーっと深いため息をついていると、すぐ背後から、なぜか独りごとに返事があった。

「どうしたの、雛花」

「きゃあ!?」

　悲鳴を上げて振り向いた雛花を不思議そうに見下ろしているのは、幼馴染の荊けい志し紅こうである。名の通りの紅を帯びた黒髪が特徴的な、眉目秀麗びもくしゅうれいなこの青年は、雛花の長年の想い人だったが、最近はちょっと事情が異なっている。

「ちょっと紅こう兄にいさま！　勝手に室内に入って来ないで!?　気配と足音くらい出して！」

「いや、驚かせてごめん。園林の散歩に誘っても返事がないし、訪問するよって事前に取次ぎ出して扉の前でしばらく待って、ついでに何度か声も掛けたけど、まったく反応がないから倒れていやしないかと思って。無事でよかったよ。で、……ため息ついて、何か悩みごと？」

（何をしらじらしい。わたくしの一番の悩みの種は、あなたが後宮から解放してくださらないことよ！　まあ、今は暫定的ざんていてきに別要因だけど！）

　不機嫌だった雛花の眉間に、さらに深い皺しわが寄る。

　なにせ──雛花が、うららかなお天気にもかかわらず自室に引きこもっていたのは、ほかでもない、この志紅と顔を合わせたくなかったためなのだ。

　先ごろ、念願かなって国守の巫女姫『天てん后こう』として立つはずだった雛花は、急に帝位を簒奪さんだつした彼の妃として、後宮に閉じ込められてしまった。

　とはいえ紆余曲折うよきょくせつを経て、今では志紅の抱えるもろもろの事情を察し、怨みは消えているものの、やはり彼は雛花の夢を邪魔する存在には変わりないのだった。なぜなら皇帝の妻である限り、天后には決してなれない掟なのだから。

「……わたくしが悩んでいたところで、あなたになんの関係があって？　紅兄さま」

　雛花は、不機嫌さをとくに隠しもせずにつっけんどんに返した。ついでに、彼の纏まとう禁色きんじきの黒い袍ほうをもこれ見よがしに睨んでやる。しかし彼には通じなかったらしく、「何か読んでたんだ？　手習い？」と気にも留めずに手元を覗きこんでくる。

「わっ、ちょっと！　何をなさるの！」

　雛花は慌てて身を伏せて机上のものを隠そうとしたが、手遅れだった。たちまち、志紅の鮮やかな柘榴ざくろ色の目が見開かれる。

「……ええと、〝願ねがわくは衣きぬに在ありては領えりと為なり、華首かしゅの餘よ芳ほうを承うけん〟……？」

「だから見ないでってば！」

　彼の涼やかな声が、よりによってな一節を読み上げるので、雛花は慌てて制止した。

「ちょっと雛花、きみ、いったい何を読んでるんだ」

「それ以上言わないで!?」

　真顔になる志紅に、雛花は顔から火を噴く。

　そう。この詩は──伝説の仙境・崑崙こんろんの詠仙えいせん、『陶淵明とうえんめい』の詠んだ『閑情賦かんじょうふ』。

　では、果たして何が問題かといえば、この一編、あけすけなくらい官能的なのだ。

（っていうかなんですのよ『あなたの衣装の襟えりになって首のにおいを嗅ぎたい』ってド変態なの陶淵明!?　ついでに続きは『あなたの帯になって、腰に巻き付きたい』とか『あなたの黛まゆずみになって、表情の動きに合わせて上下したい』とか『履くつになって足にはかれたい』『影になって四六時中ひっつき回りたい』とか、だんだん頭おかしい度が上がってくし!!）

　──この調子で、あらぬ妄想願望はつらつらと十個も続く。『十願十悲じゅうがんじっひ』と呼ばれる、有名なくだりだ。

　ついでに何が『悲』かといえば、いずれの『願』の後にも、『まあ、襟になったところで、夜になったら寝ね間ま着きになるだろうから、その時にはもう用済みだけどね！』『帯なんてどうせ、季節が変わって衣替えしたら、新しい帯に取って代わられるんだろ』『黛とか、どうせ化粧直しの時に拭われるよね』『履なんて眠る時には寝台の前に脱ぎ捨てられておしまいだし』『影なんて木陰に入られたら消えるし』とすかさずじめじめした自虐が入ることである。

　自虐大好きの雛花としては、その点だけちょっと心が動くが、やはり内容が内容だけにどうしても「うっ……」と引いてしまう。

　もちろん雛花とて、陶淵明の詩で好きなものはたくさんある。だが、正直、この『閑情賦』だけは壮絶に苦手だった。天后になるためのお勉強づくしで生きてきた雛花にとって、刺激が強すぎるのだ。

（なーにが『書き写すなら、娘々にゃんにゃんにぴったりなのを選んで来ましたよ』なのよ！　珞らく紫しのお馬鹿！）

　両手で顔を覆い、書庫からこの詩碑を取ってきたままとんずらこいた侍女を、雛花は心中で呪った。あいつめ、昼食の包子パオズに辛子からしをつけすぎて鼻がツーンとなればいい。

（しかもよりによって、この詩を読んでるところを紅兄さまに見られるとか……ううう、最悪ですわ……）

　ちらりと両手の指の隙間から隣の様子を窺うかがうと、文机の傍らに立ち、口許に手を当ててじっと詩に目を通していた志紅は、やがて淡く笑む。

「これ、選んできたのは珞紫どの？」

「……そうですわよ。ですから断じて、絶対に、わたくしの趣味じゃございませんからね」

　蚊の鳴くような声で返事をした雛花に、志紅は「そう」と淡く笑んだ。

　そしておもむろに、長い指で詩の一節を指さす。

「たしかに……まあ、中盤はどうかと俺も思うけど。この、前のほうなら、俺は割と同意できるかも」

「え」

「ほら。『鳴めい玉ぎょくを佩おびるを以て潔きよきを比し、幽ゆう蘭らんに齊ならぶるを以て芬かおりを争ふ。柔じゅう情じょうを俗内ぞくないに淡くし、雅が志しを高雲こううんに負ならふ』ってところ」

　その、意味は。

　美しい音を立てる玉を帯びて歩むあなたは、その玉響たまゆらと競うほど清らかで、人知れず幽谷に咲く蘭と比べても、負けないほど薫り高い。

　俗世間では、その柔くこまやかな心は目立たないかもしれない。けれど、その志は天をただよう雲ほどに高いことを、知っている。

「優しくて気高い。きみによく似合う詩だと思うよ」

　最後にそう言い置いて、さらりと指の背で頰を撫でられる。

　──不意打ちを食らった雛花は、しばし口をぱくぱくさせた。

「な、な……」

　やがて、かあっと血が集まった頰が、沸騰ふっとうしそうに熱を持った。

（この人は、……どうしてそういうこと、さらっと言うの！　ほ、本気にとっちゃいけないんでしょうけど……！）

　ぐるぐる目を回しそうになっている雛花の動揺を知ってか知らずか、志紅は詩の最後を指さす。

「あとは、この『萬慮ばんりょを坦うちあけるを以て誠まことを存そんし、遥よう情じょうを八遐はっかに憩いこはしめん』って終わりかた。……雑にまとめると、『勝手な思慕をさんざん打ち明けたけれど誠意だけは忘れずに、この高望みは空に叫ぶなりなんなりぶちまけて、ちょっと頭冷やすよ』って意味だよね？」

　目を瞠みはる雛花の前で、志紅はなんでもないようにさらりと告げた。

「俺もこのあいだきみに好きだって告白した口だし、気持ちは分かるな」

「っ!!」

「……まあ、俺は陶淵明みたいに諦める気、ないけど」

（もう、この人！　そういうのは本当に……！）

　髪に挿した薔薇のように、いよいよ鮮やかに染まった顔を手で覆い、雛花は俯いた。その顔をひょいと覗きこむと、志紅は首を傾げる。

「……雛花、ひょっとしてやっぱり調子が悪い？　……顔が真っ赤だけど」

「う、うるさいですわよ！　やっぱり出て行って!!」

「？　え、なんで──ちょっと雛花？」

「出て行ってったら！」

　どうやら口説いている自覚が皆無だったらしい志紅の戸惑う声には、雛花の「このモテ男！　褒め殺し屋！　最低！」という不可思議な罵倒ばとうが重なったのだった。
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